




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　国王と王おう妃ひが崩ほう御ぎよした。

　国王アレクシスと王妃ラーラの死は、国民に衝しよう撃げきを与あたえた。これからエンブレン王国が繁はん栄えいの時代を迎むかえるだろうと皆みなが期待していた矢先の、思いがけぬ不幸である。

　アレクシス王の跡あとを継ついで即そく位いしたのは、王弟であるジュリアン。十六歳を迎えたばかりの少年だった。




　少年は、デスクに頰ほお杖づえをついて物思いにふけっていた。揺ゆらめく燭しよく台だいの明かりがその白はく皙せきの美び貌ぼうを柔やわらかく照らしているが、彼の眼まな差ざしはぼんやりとしており、紫むらさき色いろの目も濁にごっている。

　兄夫ふう婦ふの死、葬そう儀ぎ、己おのれの即位、これからへの不安──自分を取り巻くめまぐるしい変化の波に揉もまれ、心は既すでに疲ひ弊へいしきっていたのだ。

　ふいに響ひびいた叩こう扉ひの音に、彼は億おつ劫くうそうに体を起こした。

「……夜分に申し訳ありません。アリシアでございます」

　柔らかな女性の声を耳にした少年は目を瞬またたかせ、立ち上がった。今夜は侍じ女じよも護衛も含ふくめて人ひと払ばらいしているため、彼は自らドアを開ける。

　そこには、数名の侍女を伴ともなった若い娘むすめが立っていた。纏まとっているのは、装そう飾しよくの少ない漆しつ黒こくのドレス。ヘッドドレスに飾かざられたチュールが顔の大半を覆おおっているので、表情を窺うかがうことはできない。

　娘はドレスの裾すそをつまんで淑しとやかに一礼した。金色の後おくれ毛がふわりと揺れる。

「今後のことをお話ししとうございます。お時間をいただけますか」

「……そうだな。僕も近いうちに、あなたとは話をせねばならないと思っていた。……おまえたちも入れ」

　少年は姿勢を正し、娘を室内に招き入れた。少年の許可を得て、侍女たちもしずしずと入室する。

　黒衣の娘を座らせると、少年は切り出した。

「……兄上もラーラ義姉あね上うえも亡なくなった。アリシア、あなたはどうする？」

　少年の言葉に、娘は身じろぎした。彼女もそのことを話そうと思って、わざわざ今夜訪おとずれたのだろう。

「兄上は死の間ま際ぎわまで、あなたのことを気き遣づかわれていた。潤じゆん沢たくな資金を託たくして地方で暮らすことも、兄上の喪もが明けてから高位貴族と再さい婚こんすることもできるが……どうだ？」

　そう提案したが、娘は緩ゆるやかに首を横に振ふった。

「お申し出はありがとう存じます。しかし、お断りします」

「……何？」

「わたくしはアレクシス様とラーラ様に多大なご恩がございますが、そのご恩を返せぬまま、お二人は神の御み許もとへ旅立たれました。わたくしのような厄やつ介かい者を受け入れ、守ってくださったお二人の恩義に報むくいるため──どうか、わたくしを陛下の臣下としてお側そばに置いてください」

　娘は顔を上げた。ヘッドドレスのチュールが揺れ、強い輝かがやきを放つ緑の双そう眸ぼうが露あらわになる。

　その瞳ひとみの輝きに──少年は一いつ瞬しゆん言葉を失い、息をのんだ。

「臣下って……アリシア、あなたは兄上の寵妃だ」

「はい。しかし正妻ではないとはいえ、公務のお手伝いをした実績もございます。必ずや、陛下のお役に立ってみせます。どうか、わたくしをお側に置いてください。あなたを支えさせてください」

　少年は眉み間けんに皺しわを刻み、向かいの席に座る娘を見つめた。

　兄アレクシスの寵妃。少年のかつての義姉。没ぼつ落らくした侯こう爵しやく家の元令れい嬢じよう。

　そんな彼女には今、八年前に兄のもとに嫁とついできたときのような弱々しさは残っていない。

　少年は痛みを堪こらえるかのように顔をしかめ、暗い眼差しで告げた。

「……僕の即位を快く思わない輩やからはたくさんいる」

「存じております」

「あなたにもその火の粉が降りかかるかもしれない」

「承知しております」

「……それでも、僕の側にいてくれるのか？」

「はい」

　娘は柔らかな微び笑しようを浮うかべたまま、頷うなずいた。




　あなたが私を必要としなくなるその日まで。

　私はあなたをお支えします──
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　開け放たれたままの窓から流れ込んでくる風は暖かくて、ほんのりと甘い香かおりを孕はらんでいる。

　花と、草と、土の匂におい。

　王城の庭園にも春が訪れた証あかしである。

　そんな春の風が吹ふき抜ぬける王城の開放廊ろう下かを、一人の若い娘が歩いていた。艶つやのある金きん髪ぱつを後頭部で簡素にまとめ前まえ髪がみも撫なでつけているので、きりりとした美貌が露あらわになっていた。仕事がしやすいよう華か美びな装飾を取り払はらっている黒のシンプルなドレスは、日光を浴びてほんのりと明るい色合いに見えている。

「……陛下の即位から、もうすぐ一年か」

　廊下の角を曲がろうとした彼女は、前方から聞こえてきた声を耳にして足を止めた。

「初めはどうなることかと思ったが、陛下の努力はすばらしいな」

「若いからと舐なめていた当時の自分を殴なぐりたい。まさか、一年でここまで国を栄えさせるとは」

　どうやら官かん僚りようたちが、若き国王をネタにした噂うわさ話ばなしに興じているようだ。

　主君に対する礼れい儀ぎを欠いたような内容であれば彼女も一言物申しただろうが、彼らは和なごやかに主君の手しゆ腕わんと成長を評価しているようだ。

（そうでしょう、そうでしょう。なんていったって、ジュリアン様だもの！）

　壁かべに寄り掛かかって話を立ち聞きしていた彼女は、会心の笑えみを浮かべてうんうんと頷く。

　夫アレクシスの死によってエンブレン王家から降りた自分がジュリアンに仕えるようになって、早一年。即位直後は不安なことも多かったが、一年間で彼はみるみる成長した。彼を支えてきた身としては誇ほこらしいばかりである。

「これには、アリシア様の存在も大きいだろうな」

　満足そうに頷いていた彼女は、自分の名を耳にして動きを止めた。

「もちろんだ。アレクシス様の寵妃が女によ官かんになるなんて、それこそ世も末だと思ったものだが、アリシア様はすばらしい働きをなさっている」

「陛下も、義姉であったアリシア様を信しん頼らいなさっているようだな。よいことだ」

　彼女──ジュリアン王の女官であるアリシアは、眉間に皺を寄せた。主君を讃たたえる言葉ならいくらでも聞いていたいが、いち臣下に過ぎない自分を褒ほめられるのはお門かど違ちがいだと思う。

（……ジュリアン様のところに行かないと）

　まだ官僚たちの立ち話は続きそうだから、廊下を迂う回かいしよう。そう思ってきびすを返したアリシアの背に、官僚のしみじみとしたような声が届いた。

「本当に。……あとは、陛下が妃きさきを迎えられるばかりなのだがなぁ」




「……税率を上げる。これは決定事じ項こうだ」

「しかし国民の多くは、急な増税に反感を抱いだくことでしょう」

「国民には如何いか様ようにしてご説明をなさるおつもりですか？」

「増税の理由と、それによる効果を明らかにすればよい。農村地域への農具の提供や馬車道の整備など、効果が早く現れ、なおかつ国民への還かん元げんが分かりやすい改革と、将来を見み越こした改革を同時に行う。たとえ増税しようと、それが結果として自分たちのためにもなると分かれば反対意見を抑おさえられるだろう」

「徴ちよう収しゆうした税のうち、早期に効果が現れるものと時間が必要なもので割り振りを行うのですな」

「ああ。その割合も検討せねばならないが──」

　アリシアはそっと、国王の執しつ務む室に顔を覗のぞかせた。そこではガラスのテーブルを挟はさみ、若き国王と五名の大臣が額を突つき合わせて協議を行っていた。本日の議題は増税のようだ。

　話が終わるまで待とうと壁際に控ひかえたアリシアは、目を細くして国王ジュリアンの横顔を見つめる。

　少し癖くせの付いた柔やわらかい髪かみは、艶やかな黒色。前髪は額の中央で分けているので、目め尻じりのつり上がった紫むらさき色いろの目が露わになっている。十七歳の体は騎き士したちと比べると一見華きや奢しやな印象があるが、護身用として剣けんを習っていることもあり、これからの成長が大いに期待できる。

　まもなく協議は一段落付いたらしく、大臣たちは一礼して国王の御ご前ぜんから辞去した。

　……大臣たちは皆みな、先々代国王の御み代よから王家を支えてきた忠臣で、主君の前ではきびきびとしている。だが隣となりの部屋に移動すると、「……長時間の協議は腰こしが痛くてかなわん」「陛下に気力を吸い取られるのぉ」と口々に言っていた。今度、彼らのために疲ひ労ろう回復効果のある薬草茶を買いに行こう。

「待たせた、アリシア」

　大臣たちを見送るアリシアに、柔らかい声が掛かった。ジュリアンは書き込みで真っ黒になった書類をまとめ、アリシアに向かって手招きしていた。

「城下町の視察が終わったのかな」

「はい。結果をまとめた資料をお持ちしました」

　アリシアはソファに腰を下ろし、胸に抱かかえていた紐ひも綴とじの資料をテーブルに置く。

　ジュリアンの女官であるアリシアの仕事内容は、多た岐きにわたる。今日のように、多た忙ぼうなジュリアンに代わって城下町の視察に行くこともあれば、執務室で書類整理を手伝うこともある。夜会などではアリシアが招待客の選定を行ったり案内状送付の指揮を執とったりする機会も多く、先代国王アレクシスの寵ちよう妃ひ時代に培つちかった能力を存分に発揮していた。

（アレクシス様とラーラ様が、私を政治の場に出してくださったおかげだわ）

　ジュリアンが資料を確かく認にんしている間、アリシアは瞑めい目もくする。




　王おう侯こう貴族の一夫多妻が認められているエンブレン王国において、代々の国王の大半は様々な理由で寵妃を据すえていた。だが、夜会を取り仕切ったり国王に同どう伴はんして視察に行ったりするのは専もつぱら王おう妃ひの仕事。寵妃に政治的な役割はなく、国王の来訪を自室で待つことがほとんどであった。

　アリシアはもともとスチュワート侯こう爵しやく家の娘むすめだったが、産みの母親が使用人だった。母親は早くに亡なくなったものの、アリシアは父親から愛されていたため実家に居座ることができた。

　だがその父も九年前に亡くなり、異母兄が爵位を継ついだ。アリシアの存在を快く思っていなかった兄はこれがいい機会だとばかりに、当時即そく位い間もなかった二十代前半のアレクシス王に十歳のアリシアを押しつけたのだ。

（お父様が先々代国王陛下の側近だったから当時の侯爵家は発言力があって、既すでに婚こん約やく者がいたアレクシス様も否いなとは言えなかったのよね）

　不安で泣いていたアリシアは結婚式を終えた日の夜、アレクシスにそっと頭を撫でられた。

「辛つらかっただろう。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。私は決して、君を傷つけたりしないよ」

　夫となった国王の優やさしい声に、アリシアは涙なみだいっぱいの目を見開く。

「……でも、わたくしは、アレクシス様の奥さんに──」

「それは、君が望んだことではないだろう？」

「……」

「よく聞いてくれ、アリシア。私はいずれ、王妃を迎むかえる。だが絶対に、君を放ほうり出したりしない。君の将来のことも、一いつ緒しよに考えていこう。私のことは兄のような存在だと思ってくれればいいよ。これからよろしく、アリシア」

　望んで嫁とついだのではないのだから、自分のことは夫ではなく、兄と思って接してくれればいい。

　アレクシスのその言葉は、アリシアにとって青天の霹へき靂れきだった。

　そうしてアリシアは、アレクシスとの結婚生活を送ることになった。彼は宣言した通り、アリシアに手を出すことはしなかった。まだ成長途と中ちゆうのアリシアに家庭教師をつけて学びの場を提供し、それでいて公おおやけの場ではアリシアを「妻」として扱あつかい、尊厳を守ってくれる。

　やがて彼は、婚約者だった公爵家の令れい嬢じようを王妃に迎えた。王妃ラーラはアリシアが寵妃になったいきさつを知ると、我がことのように悲しんでくれたものだ。

　それからは、三人で行動することが多くなった。王妃を迎えてもなお、アレクシスはアリシアを妻として扱ってくれた。ラーラも公務に出る際アリシアを誘さそってくれたので、「ラーラ様とアリシア様はご姉妹のようですね」と言われたこともある。

　だからアリシアは、アレクシスとラーラが旅先で遭そう遇ぐうした事故で崩ほう御ぎよした今も、政治の場に出るだけの才覚や人脈を手元に残すことができていた。もし彼らがアリシアをただのお飾かざり寵妃扱いしていたなら、アリシアは田舎いなかに引っ込んで隠いん居きよ生活を送るしかなかっただろう。

『アリシア、幸せになりなさい』

　事故に遭あい、命の灯ともし火びが消えようとしていた夫のいまわの言葉が脳のう裏りによみがえる。ラーラは即死だったが、アレクシスはかろうじて息のあるうちに王城に運ばれた。だが回復の兆きざしは見えず、医師に余命宣告された──その日のことだった。

　彼の示す「アリシアの幸せ」がどういうものなのか、アリシアには分からなかった。

　分からないからこそ、彼女は夫の死後、生活資金をもらって悠ゆう々ゆう自じ適てきの隠居生活を送るという選せん択たく肢しを拒きよ否ひし、女官として新国王ジュリアンに仕えるという道を選んだ。

　ジュリアンとは、王城内でたまに会う程度の間あいだ柄がらだった。兄アレクシスと十歳以上年ねん齢れい差のあるジュリアンとアリシアとでは生活環かん境きようが違ちがい、アレクシスの崩御までにほとんど言葉を交かわしたこともなかった。

　そうして女官として仕えるようになったジュリアンだが、儚はかなそうな見た目に反して図太く、したたかで優ゆう秀しゆうだった。とはいえそんな彼も、まだ十七歳の少年。迷うことも悩なやむこともある。

（アレクシス様とラーラ様から受けた恩を、ジュリアン様をお助けするという形で返したい）

　アレクシスとラーラが愛した国を、ジュリアンと共に守り、繁はん栄えいに導くこと。

　そしていずれ彼が妃を迎えた際には、誠心誠意国王夫妻にお仕えする。王子王女が生まれたなら、御お子この教育係に名乗りを上げようとも思っていた。

　王国の未来を担になう者たちを育て、見守りながら年老いていくのも素す敵てきなことだろう。

（これが私の幸せです、アレクシス様）




　ジュリアンが資料を確認し押印したところで、アリシアはふと机上の予定表を見て口にした。

「……三日後は、いよいよ陛下の戴たい冠かん式ですね」

「ああ。……ここまでが、長かったな」

　ジュリアンも、この一年間を振ふり返るかのように遠い眼まな差ざしになって頷うなずく。

　エンブレン王国では、国王が即位してちょうど一年後に戴冠式を執り行うことになっている。新国王が即位して最初の一年を乗り越こえた記念でもあり、また──今回のように、先代国王の死によって譲じよう位いした場合は、喪も明あけの意味も含ふくんでいるのだ。この一年間黒を基調とした服のみ着用していたアリシアやジュリアンも、戴冠式以降は黒以外の服を着ることができる。

「そうですね。城下町でも、陛下の戴冠式を心待ちにする声を多く耳にしました。皆も、陛下の治世を心から願っていることでしょう」

「そうだな。皆の期待に応こたえなければならない。アリシアもよろしく頼たのむぞ」

「もちろんでございます」

　アリシアは笑え顔がおで自分の胸を叩たたく。

　ジュリアンはそんな彼女の姿を見て目を細め、そして一つ咳せき払ばらいした。

「……アリシア。戴冠式の日の夜に、何か予定は入っていないか」

「夜……ですか？　はい、特には」

「そうか。では、夜に少し時間をくれ。話がある」

「……かしこまりました」

　夜にジュリアンから呼び出されるとは珍めずらしいが、断る理由はない。

（翌日以降の打ち合わせかしら？）

　アリシアは素直に承しよう諾だくし、テーブルに広げられていた資料を手早くまとめる。そんな彼女を見つめるジュリアンの眼差しに熱がこもっていることに、アリシアは気づかなかった。
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　戴冠式は、城下町にある大聖堂で執り行われた。

　アリシアは黒の喪服から、赤を基調とした式典用ドレスに着き替がえる。エンブレン王国の貴族は、式典の際に赤系統の礼服やドレスを着ることになっているのだ。

（ジュリアン様、ご立派になって……）

　教皇から黄金の王冠を授じゆ与よされるジュリアンの姿を見つめたアリシアは、目元をハンカチでそっと拭ぬぐった。

　アレクシスが死に、ジュリアンが国王となって一年。

　たった十六歳だったジュリアンを見下す者もいた。命令に背そむく者もいた。若造だからと、権力で押さえつけようとする者もいた。「アレクシス陛下だったら……」と兄と比べることで、ジュリアンの自尊心や気力を削そごうとする者だっていた。アレクシスの死はジュリアンの陰いん謀ぼうなのでは──と、どう考えてもジュリアンにどうこうできる事故ではなかったのに、あらぬ疑いを掛かける者もいた。

　だが、彼はここまで戦ってきた。彼を助ける者たちの存在も大きかっただろうが、ジュリアン自身の努力があってこそ乗り越えた一年目である。

　立派に国を治めてゆく弟の姿を、きっとアレクシスも天上から見守っていることだろう。




　戴冠式はつつがなく終しゆう了りようし、アリシアたちは王城に戻もどった。式典服から普ふ段だん着ぎのドレスに着替えたアリシアが侍じ女じよを下がらせた数分後、ドアがノックされる。

「よう、アリシア。陛下がお呼びだぜ」

　親しげに呼びかけつつ入室してきたのは、近この衛え騎き士し団の制服を纏まとった青年だった。長めの赤あか髪がみをなびかせる彼はアリシアを見ると、琥こ珀はく色の目を細めてにやりと笑う。

「あんたが黒以外のドレスを着ているのも、一年ぶりだな。相変わらずいい女だぜ」

「どうも。私としては黒に慣れちゃったから、華はなやかな色だと逆に違い和わ感かんがあるわ」

　アリシアは青年の軽くて雑な口調を気にした様子もなく返した後、ふと首を傾かしげた。

「……あら？　今日の護衛はあなただったかしら？」

「本当は他ほかのやつだったんだけど、代わってもらった」

「へぇ……面めん倒どうくさがりなレイバンにしては珍しいわね」

「なんかおもしれぇもんが見られそうな気がしたんだ」

「……おもしれぇもん？」

　反はん芻すうするアリシアだが、レイバンは歯を見せてにやにや笑うだけだった。

　護衛騎士であるレイバンは侯こう爵しやく家の長男で、もともとはアリシアの護衛だった。アレクシスの死後、彼は退たい役えきするつもりだったが、アレクシスの遺ゆい言ごんでジュリアンのことを託たくされたため、今の職に留とどまったという。やや口は悪くてひねくれているが、職務には忠実である。元寵ちよう妃ひ、現女によ官かんという立場のアリシアにも対等な立場でものを言い、ときには行動を諫いさめてくれる、貴重な人物でもあった。

　部屋を出ると、もう夜だが戴冠式という一大行事があった直後だからか、どこか遠くの方から華やかな楽器の音色が聞こえてきていた。今夜は一部の役職の者以外休みをもらっているそうなので、皆みなでジュリアンの即そく位い一周年を祝っているのだろう。

　レイバンに連れられて向かったのは、庭園だった。王宮には複数の庭園があり、季節の花で彩いろどられた場所もあれば、細い水路が迷めい路ろのように張り巡めぐらされた場所もある。今回レイバンがアリシアを案内したのは、薔ば薇らのアーチがトンネルのように続いている薔薇園だった。

「ほい、到とう着ちやく。陛下は中央のガゼボで待っている。俺はここで待ってるから、ごゆっくりー」

「ありがとう。行ってくるわ」

　ひらひらと手を振るレイバンに手を振り返し、アリシアは庭園に足を踏ふみ入れた。

　薔薇アーチのトンネルをくぐった先は、低めの薔薇の生いけ垣がきによって簡単な迷路のようになっていた。今は夜なので花が全すべてくすんだ色に見えてしまっているが、真冬以外は色しき彩さい豊かな薔薇が咲さき乱れているのだ。

（昔、アレクシス様と一いつ緒しよにここをお散歩したこともあったっけ）

　初めてここに来たときのアリシアはまだ子どもで、生垣よりも背が低かった。周りが見えないため庭園内で迷子になり泣きそうになってしまい、慌あわてて駆かけつけてきたアレクシスに抱だき上げられてあやされた出来事を、ふっと思い出した。

　今のアリシアは十分に身長があるので生垣に埋うもれることもなく進み、やがて庭園の中央にある釣つり鐘がね形のガゼボにたどり着いた。辺りは濃こい闇やみに包まれているがこの周辺にはランタンの炎ほのおが灯ともっており、蔓つる植物の絡からまった大きな鳥かごのようなガゼボを淡あわく照らしていた。

　ドレスの裾すそを持ち上げながら煉れん瓦が道を歩くアリシアを見、ガゼボの中のベンチに座っていた青年が手招きした。

「よく来てくれた、アリシア」

「お待たせしました、陛下」

　臣下らしく、アリシアはガゼボの階段を上がる前に一礼してジュリアンの許しを請こう。彼の「こちらに座ってくれ」という言葉を受けてから、彼女は石造りのベンチに腰こしを下ろした。

　正面に座るジュリアンはアリシアと同じく、式典用の正装から普段着に着替えていた。王家の紋もん章しよう入りのカフスボタンが輝かがやく長なが袖そでのシャツに、金色の刺し繡しゆうで裾に繊せん細さいな文様が施ほどこされた黒のベスト。喪は明けているがもともと彼はモノトーンが好きらしく、ズボンも首元のクラヴァットも夜闇の色をしていた。

「本日の戴冠式をつつがなく終えることができ、わたくしも安心いたしました」

　ひとまずアリシアが話題を振ると、ジュリアンは目元を緩ゆるめて微笑ほほえんだ。

「そうだな。これもアリシアや大臣たちを始めとした、僕を支えてくれた多くの者たちの存在があってのことだ。感謝する、アリシア」

「まあ……もったいないお言葉です。大臣の皆様にもお声をかけられると喜ばれるのでは？」

「……そうだな。あいつら、時折僕のことを孫扱あつかいするけれど頼たよりになるからな」

　ほんの少し拗すねたような口調で言うものだから、アリシアはくすっと笑ってしまった。

　大臣たちにとってジュリアンは主君であり、自分たちが支えるべき相手であるが、心のどこかでは孫のように思い、案じているのだろう。

　アリシアに笑われたと気づいたジュリアンは目を見開いた後、こほっと咳払いした。

「……最近、大臣からもせっつかれているのだが。僕の即位から一年。そろそろ王おう妃ひを迎むかえることを考えている」

　改まったジュリアンの言葉にアリシアは真顔になり、先日廊ろう下かで立ち聞きしたときのことを思い出した。

（……官かん僚りようも、あとはジュリアン様が王妃を迎えられるばかりだ、と言っていたわね）

　大臣の指し摘てきも官僚たちの発言も、もっともである。

　即位から一年経たち、アレクシスの死後混乱していた国もだんだんと落ち着いてきた。ここでジュリアンが有力な貴族の娘むすめを王妃に迎えれば、彼は妻の実家の協力も得ることができる。それにジュリアンが王太子だったアレクシスの御み世よと違ちがって今は後こう継けい者がいないため、世よ継つぎのことを考え始めても遅おそくはないだろう。

「……仰おおせの通りでございます。わたくしとしても、陛下にすばらしい王妃様を迎えていただきたいと存じます」

「アリシアも賛成なのだな」

「もちろんです」

「分かった。では早さつ速そく求きゆう婚こんする」

　すっぱりと言い切ったジュリアンに、アリシアは驚おどろく。

（あら……ということは、ジュリアン様には既すでに気になるご令れい嬢じようが？）

　ジュリアンの女官でありながら主君の恋れん情じように気づけなかった己おのれの至らなさを反省しつつ、アリシアは好こう奇き心で目を輝かせてわずかに身を乗り出した。

　彼が恋こいする令嬢とは、いったい誰だれなのだろうか。

（可能性がありそうなのは……メイシー侯爵の次女に、サムエル公爵の長女。ああ、そういえば最近、バーグマン伯はく爵しやくの遠とお縁えんのご令嬢がデビューしたのだっけ──）

　頭の中で貴族年ねん鑑かんをめくって心当たりを挙げていくアリシアをよそに、ジュリアンは立ち上がって一歩前に出た。ランタンに照らされ、ジュリアンの繊細な顔に濃い影かげが生まれている。

「アリシア」

「はい。……え？」

　名を呼ばれてやっと、アリシアはジュリアンが自分の目の前に跪ひざまずいていることに気づいた。

　ひゅっ──とアリシアの喉のどが鳴る。

　十七歳の若者といえど、一国の国王が臣下の前に跪いている。凪ないだ紫むらさきの双そう眸ぼうが、じっとアリシアを見上げている。

「へい──」

「アリシア。僕と結婚して、王妃になってくれ」

　若き王はどこか機械的な声で、アリシアに求婚の言葉を贈おくったのだった。




　どれほど時間が経っただろうか。

　柔やわらかな夜風に頰ほおをくすぐられて、はっとアリシアは我に返った。

（えっと……今、ジュリアン様は私に求婚……し、た？）

　かなり遅おくれて脳みそが物事を処理し始め、やっとアリシアも状じよう況きようが理解できた。

　できたが、それを素す直なおに吞のみ込むことはできそうにない。

　見目麗うるわしく若い王様が、口うるさいだけの年増に求婚した。

　そんなことを周りの者に言っても、「いい年こいて夢でも見ているのではないか」と言われそうだ。

（そ、そういえばさっきジュリアン様は、お酒も飲める年ねん齢れいになったのだから──と、大臣たちにワインを勧すすめられていたわ）

　きっと慣れないアルコールに酔よって、心にもないことを口走ってしまったのだろう。

（だとすれば、いずれ酔いも覚める……はずよね）

　うんうんと一人納なつ得とくした後、アリシアは気を引き締しめる。

「……陛下、年上をからかわないでくださいませ」

　ここは年上の余よ裕ゆうを見せねばならないだろう。

　そう思ってゆったりと微笑んだアリシアだが、跪いたままのジュリアンは首を横に振ふった。

「すぐには信じられないかもしれないが、僕は本気だ」

「わたくしはあなたより二つも年上で、しかも結婚歴があるのですよ」

「何か問題でもあるか？」

「大ありです！　わたくしより若くて美しいご令嬢なんていくらでもいらっしゃいます。なにも、わざわざわたくしをお選びにならずともよろしいでしょう」

「君じゃないとだめなんだ」

　アリシアの言葉に反論するジュリアンの眼まな差ざしにからかいや冗じよう談だんの色はない上、酔っている様子でもない──ということは。

（ひょっとして……ジュリアン様は、本気なの？）

　ひやり、と背筋を冷たい汗あせが流れる。

　ジュリアンは本気でアリシアを妃きさきに望んでいる。それも──王妃として。

（そんなの、あってはならないことよ！）

　吠ほえたくなるのを堪こらえ、アリシアはぷるぷると首を横に振る。

「む、無理でございます」

「案ずることはない。周りの者なら、僕がなんとでも言いくるめる」

「よくないです！　そんなことをすれば陛下の治世を崩くずすことになりかねません！」

「そうならないためにこの一年、努力してきたんだ。君は、僕のことが嫌きらい？」

「嫌いではありません！」

「じゃあ、いいだろう」

「いいえ。わたくしは妃ではなく臣下として、陛下にお仕えしたいのです！」

「もちろんこれからも、僕の執しつ務むを手伝ってほしい。……王妃として」

「……せ、せめて寵ちよう妃ひではいけないのですか。他ほかのご令嬢を王妃に迎えて──」

「アリシアを差し置いて他の令嬢を王妃にするなんて、絶対に嫌いやだ」

　彼は折れるつもりがないようだ。だが、だからといって「はい分かりました王妃になります」なんて言えるはずがない。

　未亡人、年上、色気より仕事、実家は没ぼつ落らく済み。

　王妃としては最悪のスペックである。

（ここは、ジュリアン様を説得しなければならないわ！）

　アリシアは数度深呼吸し、気持ちを落ち着ける。話術は苦手だが、そうも言っていられない。

「わたくしは陛下を敬愛しておりますが、それはあくまでも臣下の立場としてでございます」

「そうだな。では、結婚してから少しずつ僕のことを好きになればいい。君のよい夫になれるよう、僕も頑がん張ばるよ」

「いえ、その……わたくしには、陛下のお助けになれるような家族がおりません。ご存じの通り、実家はとうの昔に没落しており──」

「そうだな。だが、王妃の実家に頼らなくても僕は十分強いし優ゆう秀しゆうだ」

「も、もうすぐ二十歳はたちを迎えようとする女を王妃にするなんて、外聞がよろしくないです！」

「そうか？　別に法に触ふれているわけでもないだろう」

　案の定、けろっとして全すべて論破されてしまう。そんな彼の涼すずしそうな顔を見ていると、最初は穏おん便びんに事を運ぼうと思っていたアリシアも、だんだんと頭に血が上ってしまった。

「……陛下になんと言われようと、わたくしは王妃になれません！　一時の気の迷いです！」

「僕の思いは気の迷いなんかじゃない。アリシア、僕には君が必要なんだ」

「わたくしが必要であれば王妃にせずとも、臣下のままでよい話です。きっと陛下はご幼少のみぎりから近くにいたわたくしに、王妃の幻げん想そうを重ねているだけです」

「幻想なんて言うな」

　さしものジュリアンも顔をゆがめ、やや硬かたい声になっていた。

「僕は本気だ。君を王妃に迎えたい」

「きっと戴たい冠かん式直後で、お気持ちが高ぶってらっしゃるのでしょう」

「……アリシアの分からず屋」

「分からず屋で結構でございます。どうかお考え直しください、陛下」

　アリシアは立ち上がり、さっさとガゼボから出た。「アリシア！」と背後からジュリアンが呼ぶ声がするが、無礼とは分かっていても振り返ることはできない。

（ごめんなさい、ジュリアン様。でも、お話はお受けできません）

　今夜はどちらも頭に血が上っている。冷静になればジュリアンは自分の発言を撤てつ回かいするだろう。そしてアリシアも、たいそうな口を利きいたことを彼に謝らなければならない。

　ガゼボを出たときはかっかと火ほ照てっていた体も、庭園の出口に戻もどる頃ころにはすっかり冷えていた。煉れん瓦が塀べいに座っていたレイバンは足音を耳にしたらしく振り返り、ため息をつくアリシアを見てにやっと笑った。

「……あんたらが喧けん嘩かする声、ここまで聞こえてきた。なかなかのもんだったな」

「……あなた、陛下の考えを知っていて私を呼んだのね」

　八つ当たりとは分かりつつもじろっとレイバンを睨にらむが、彼はへらりと笑うだけ。

「当たり前だろう。でも俺はちゃんと陛下に忠告したんだぜ。なんつったってアリシアだぜアリシア。求きゆう婚こんしたって、『はい分かりました』なんて従順な返事をするタマじゃないってのにさぁ。あーあ、フラれた陛下、かわいそー」

「フったわけではないわ」

　レイバンを伴ともなって自室に戻る道中、アリシアはぽつんと零こぼした。

「これはきっと、気の迷いよ。私を王妃にしたって何の利益も生まれないし、陛下のためにもならない。明日になればきっと、何もなかったことになさるはずよ」

「……あんたはそれでいいのか？」

「ええ、いいのよ」

　アリシアは迷いない口調で言った。

　アリシアの願いは、「臣下としてジュリアンを支えること」であり、「王妃になること」ではないのだから。
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　戴冠式の翌日。

　アリシアは地方へ発送する手紙の宛あて名な書きをしつつ、気もそぞろになっていた。

（……気まずいわ）

　ちらっと視線を上げると、重じゆう厚こうなデスクに書類を広げ、増税に関する資料をまとめているジュリアンの姿が。彼の前には数名の大臣がおり、書類の内容を共に検討していた。いつも通りの王の姿がある。

（昨日はお酒を召めしていて、心にもないことを口にしてしまったのよ、きっと）

　そう思っているが、アリシアも彼に対して喧けん嘩か腰ごしになってしまったという咎とががある。

　とはいえ今朝は浮うかない気持ちで出勤するなり彼の事務仕事を手伝うことになり、昨夜の話をすることも謝罪することもできなかった。

（お時間をいただいて、私の方から謝罪しなければならないわ）

「……では、皆みなにはそれぞれ資料を集めてもらおう。そろそろ昼食時間だ。休きゆう憩けいの時間もあわせて、二時間後に戻ってくるように。──解散」

「かしこまりました」

　大臣たちは一礼し、デスクに広げていた資料を集める。そんな臣下を見つめていたジュリアンだが、ふと、その紫むらさき色いろの目がアリシアの方を向いた。

　──とたん。

　普ふ段だんつり気味の彼の目め尻じりが垂れ、引き結ばれていた唇くちびるがわずかに開く。これまで臣下の前ではきりりとした態度を崩さなかった若き王が、あろうことか少し含ふくみのある笑えみを浮かべてアリシアを見つめているのだ。

（ひっ……!?）

　アリシアはぎょっとしてペンを取り落としてしまい、ペンが転がる音に反応した大臣がいぶかしげにアリシアを見る。彼らはアリシアの視線の先にいるジュリアンを見──珍ちん種しゆの生物でも見たかのように刮かつ目もくした。

「へ、陛下!?」

「ん？　……何だ。先ほどの話に何か不可解な点でも？」

「い、いえ……」

　大臣に声を掛かけられたとたんに「冷静な王」の顔に戻ったジュリアンだが、ごまかせるはずがない。

（今の表情って……）

　察しのよい大臣たちは、それまでゆっくりと仕し度たくをしていたのが噓うそのような俊しゆん敏びんさで執しつ務む室を出て行った。壁かべ際ぎわに立っていたレイバンは顔を背そむけて笑いを堪こらえていたが、アリシアの縋すがるような眼まな差ざしを受け取ると親指を立ててしっかりと頷うなずき、「じゃ、俺も休憩に行くわ」と大臣たちに続いて部屋を出てしまった。

（違ちがう、そうじゃないの！）

　アリシアの魂たましいの叫さけびもむなしく、ぱたん、と非情な音を立ててドアが閉まった。

　護衛のレイバンもいない今、執務室にはジュリアンとアリシアの二人きり。

（……すごく、視線を感じるわ）

　冷や汗あせを流しつつ、アリシアは宛名書き作業を続ける。目線は封ふう筒とうに向けているが、それでも前方から注がれてくる視線をひしひしと感じていた。

（これが、臣下の仕事ぶりを監かん視しする眼差しだったらよかったのに……そうじゃないのよね）

　結局アリシアは昨夜の件を切り出すことができず、官かん僚りようが休憩時間を告げるなり逃にげるように執務室を飛び出してしまった。

（つ、疲つかれた……）

　廊ろう下かに出たアリシアは周囲に人がいないのを確かく認にんし、ぐったりと柱に寄り掛かった。ずっとペンを握にぎっていたため手は疲れているが、それ以上に精神面での疲ひ労ろうが激しい。

「……おや、アリシア殿どのも休憩かな」

　のんびりとした声にのろのろと振ふり返ると、先ほどジュリアンの執務室で協議をしていた大臣三人が歩いてきていた。彼らの背後にいる使用人たちが本や巻物を手にしていることから、昼食休憩の前に資料庫に行ってきたのだろう。

　内心へとへとだが、アリシアは気持ちを引き締しめて姿勢を正し、お辞じ儀ぎをした。

「お疲れ様です、皆様。これからお昼ですか？」

「うむ。先に資料を探してきたのでな。アリシア殿もご苦労だ」

「本当に、いろいろな意味でご苦労だ」

「ご苦労なところすまないが、少し時間をもらえるだろうか」

　とたん、アリシアは三人の大臣に取り囲まれた。もう昼過ぎなので腹は減っているが、彼らが言わんとすることも分かるのでアリシアは苦く笑しようしつつ素す直なおに頷く。

「……もちろんでございます。ここでは何ですので、別室に移動しましょう」

「……そうだな」

「食事も用意させよう」

　大臣が使用人に空き部屋の確保と食事の準備を命じると、すぐさま部屋が用意された。食事は後から持ってきてくれるということで、ひとまずアリシアは三人の大臣と一いつ緒しよにお茶を飲みつつ話をすることになった。

「アリシア殿、先ほどの陛下のことだが」

（ああ、やっぱりその話題になるわよね）

　早さつ速そく切り出され、アリシアは唇を引き結んで腹に力を込める。

「私は先々代陛下の御み代よからエンブレン王家をお支えしている。陛下がお生まれになった頃ころからそのお姿を拝見しているが、あれほど感情を露あらわになさったのは初めてだ」

「しかも、この老いぼれたちの目が曇くもっていなければ、あの陛下がアリシア殿を見、笑みを浮かべてらっしゃった。我々の前で一いつ切さい気を抜ぬかない陛下が、である」

「昨日まではこのようなご様子は見られなかった。……昨夜、何かあったのか？」

　次々に問われ、アリシアははっとした。

（……そうだ。大臣の皆様なら、ジュリアン様を説得してくださるかもしれないわ）

　彼らは半世紀近くにわたってエンブレン王家を支えてきた重臣だ。確かな観察眼と冷静な判断力を持っている彼らは、王家の婚こん姻いんに関する相談をするにはもってこいの相手である。

「……はい。実は昨夜、陛下から求婚を受けました」

　……そうしてアリシアは、昨夜庭園でジュリアンに求婚されたこと、自分はその申し出を断り、最後には言い合いのような形で無理矢理話を終わらせたことを説明した。

　アリシアの話が終わると、大臣たちは難しそうな顔で黙だまってしまった。まもなく使用人が昼食を運んできたため、食事をしつつおのおの考えをまとめる時間を取ることになった。

「……陛下が求婚、か」

「それも、アリシア殿に」

「なるほど、なるほど……」

　大臣たちが食事をしつつ呟つぶやく様を、アリシアははらはらしながら見守る。使用人が運んでくれた昼食はどれも豪ごう勢せいでアリシアの好きなパイ料理もあったのだが、緊きん張ちようのあまりほとんど味を感じられなかった。

　食事があらかた終わり、使用人が食後の紅茶を淹いれに来たところで、思い切ってアリシアは切り出す。

「あの、わたくしが王おう妃ひにふさわしくないことは重々承知しております。しかしわたくしの言葉では陛下を納なつ得とくさせることが難しく……皆様にお口くち添ぞえしていただきたいのです」

「ふむ？」

　大臣たちは目を瞬またたかせ、互たがいの顔を見て首を傾かしげた。そしてアリシアに聞こえないようひそひそ内輪で話し合った後、アリシアに向き直る。

「妙みような話だな、アリシア殿」

「あなたは我々に、陛下が諦あきらめるよう口添えをさせるつもりのようだが──」

「陛下の求婚をお断りすることが、良策であると言えようか」

　どことなく責めるような大臣たちの口調に、アリシアの眉まゆがひくっと跳はね上がる。

（……嫌いやな予感がするわ）

「……とおっしゃいますと？」

　紅茶のカップを下ろして努めて冷静に問うと、大臣たちはふっと笑顔になった。

「陛下とアリシア殿のご結婚──よろしいことではないか。我々から異論はない」

「陛下のお相手探しは我々では手に余ってしまうと思っていた。アリシア殿ならば適任であろう」

「うむ。アリシア殿は国民からも人気が高い。よい王妃になることだろう」

「……え？」

　大臣たちは笑顔だが、既すでにアリシアの顔から微笑ほほえみは失われている。

（……どういうことなの!?）

　アリシアは大臣たちに、ジュリアンを説得するよう頼たのんだはずだ。それなのになぜ、彼らはたいそう乗り気で二人の婚姻を認めようとしているのだろうか。

　おかしい、何を言っているのだ、と頭の中で絶ぜつ叫きようするアリシアをよそに、大臣たちは食後の茶ちや菓が子し片手に盛り上がっていた。

「であれば、すぐさま公表せねば」

「うむ。戴たい冠かん式の直後に婚約発表……吉きち事じが続き、民たみたちも喜ぶであろう」

「ここ最近、陛下に送られる求婚の手紙の量に難なん儀ぎしていたところだ。我々の仕事も減ってくれるだろう」

「……ちょっ、待って、待ってください！」

　勝手に話を進める大臣たち。

　無礼を承知で、アリシアは彼らの会話に割り込んだ。

「先ほども申しましたが、わたくしは陛下の求婚をお断りしたいのです！」

「なぜ？」

　三人が口をそろえ、全く同じ動作でこてんと首を横に倒たおした。棺かん桶おけに片足を突つっ込んだ老人より幼女がした方が見み栄ばえがしそうな反応をされ、アリシアの方が面めん食くらってしまう。

「なぜって……むしろ、どうしてわたくしが王妃になれるなんて──」

「アリシア殿はアレクシス様の寵ちよう妃ひで、かつては陛下の義姉あねであられた」

「アレクシス様の崩ほう御ぎよによって婚姻関係が解消され、今でこそ臣下に下っているが、陛下にとって一目置くべき存在であるということには変わりない」

「アレクシス様の葬そう儀ぎから一年。アリシア殿がアレクシス様の御お子こを懐かい妊にんなさっていないことは確定したのだから、再婚にもなんら問題はない」

「アレクシス様は最さい期ごまで、アリシア殿のことを案じていらっしゃった。弟君と再婚するとお聞きになればきっと、喜ばれるだろう」

「アレクシス様もラーラ様も亡なき今、アリシア殿は陛下をなだめ、ときには叱しかることもできる貴重な存在だ。我々の言葉にはうるさそうになさる陛下だが、あなたの言葉ならば陛下は聞き入れてくださるはず」

「むしろ王妃になってほしい──いや、王妃になってください」

「頼みます。我々のような爺じじいには荷が重すぎる」

「腰よう痛つうと胃痛で逝いく前に、我々を安心させてください」

　怒ど濤とうの勢いで口々に意見を述べた後、最後には頼み込まれた。毛の量がそれぞれ異なる三人分の頭が、アリシアに向かって深々と下げられている。ちなみに右から順に、薄うすい、ふさふさ、全ぜん滅めつ、である。

　うっすらと紅を引いたアリシアの唇くちびるの端はしが、ひくっと引きつった。

（どうしてこうなったの!?）




　これはまずい、とアリシアは今になって本格的な危機感を覚えた。

　大臣たちはジュリアンを説得してくれるどころか、「求婚を受けてくれ」と逆にアリシアに頼み込んでくる始末。「自分とジュリアンで話を付けるから、大臣以外には口外しないでほしい」と頼んでその場はお開きとなったものの、きっと今いま頃ごろ彼らは、本日この場に同席しなかった後二人の大臣を交えて熱心に報告会を行っていることだろう。

（でも、私の目標はジュリアン様の王妃になることじゃない。女によ官かんとして、エンブレン王国の未来を築くことなのだから）

　エンブレンの貴族として国を支え、守り、繁はん栄えいに導く。それは寵妃であろうと女官だろうと変わることのない、アリシアの使命である。決して、王妃になることではない。

　……ということを、事情を知っているレイバンに話したのだが。

「いいじゃん、王妃になれば」

「あなたに相談した私が愚おろかだったわ」

　アリシアは恨うらめしい気持ちでレイバンをじろりと睨にらんだ。

　今、アリシアは執しつ務む室で郵便物の整理作業を行っていた。一いつ般ぱんの郵便物であれば他ほかの官かん僚りように任せればいいのだが、これらは地方の貴族や他国の諸しよ侯こうから送られた機密書類が多く含ふくまれている。アレクシスの寵妃として公務を手伝っていたアリシアの身分は、こういうときにも役に立つのだ。

　護衛であるレイバンは、現在部屋の主あるじであるジュリアンが外出中であるのをいいことに、だらけた姿勢で壁かべに寄り掛かかっていた。ジュリアンがアリシアに求婚したことを知っている数少ない人物である彼だが、相談相手には全く適していなかった。

「だってさ、あんたと陛下がくっつけばまとめてあんたたちの面めん倒どうを見ることができて、俺の仕事も楽になるじゃん」

「……あなたってとことん、自分本位の合理主義者よね」

「そりゃそうさ。俺はね、『弟とアリシアを頼む』っていうアレクシス様の遺ゆい言ごんを全まつとうするためなら、後のことはどうでもいいの」

「あなたの言う『後のこと』に、私や陛下も入ってしまっている気がするわよ」

「仕方ないだろう。人間、本当にほしいもんややりたいことがあれば、何が何でも手に入れようとするんだよ。俺だけじゃないからな」

「……物ぶつ騒そうきわまりないわ」

　とんだ理論を振ふりかざしてくる男だ、とアリシアは昔なじみを三白眼で睨んだが、椅い子すの上にあぐらを搔かいていたレイバンはアリシアの視線に物もの怖おじすることなく言い返す。

「陛下に言いたいことがあるなら、ちゃんと言えよ。逃にげたり喧けん嘩か腰ごしになったりしたって結論は出ないだろ」

「わ、分かってるわよ」

　痛いところを突かれ、アリシアは言い返した。いつも飄ひよう々ひようとしており人を食ったような態度を取るレイバンだが、その指し摘てきはいつも的確で、胸が痛い。

（……レイバンの言う通りだわ。今日のうちに、ちゃんと話をしないと）




　勤務時間終しゆう了りよう後ご、アリシアは改まってジュリアンに面会を申し入れた。

「昨夜のことで、お話がございます」

　仕事用のシンプルなドレスから正装に着き替がえたアリシアは、姿勢を正した。

　勤務時間中は後頭部でさっとまとめるだけだった金きん髪ぱつは頭頂部で結ゆい上げ、小さなティアラで飾かざっている。体にぴったりとフィットしたスレンダーラインのドレスは、アリシアが好きな鮮あざやかなブルー。今の流行は胸むな元もとを開くタイプなのだが、あえて詰つめ襟えりで胸を主張しないデザインのものを選んだ。

　一方のジュリアンは、執務中の服装そのままだった。だが落ち着いた様子でアリシアを見守る彼はこれといって服装を整えずとも、清潔感と威い厳げんが漂ただよっている。

「そうだね。僕も君とちゃんと話をしなければならないと思っていた」

「……昨夜は臣下の身分でありながら過ぎた発言をいたしましたことを、お詫わび申し上げます」

　そう言い、アリシアは深々と頭を下げた。侍じ女じよがピンを駆く使しして結ってくれた髪かみは、頭こうべを垂れたくらいでは一いち縷るの乱れも起こさない。

　だが対するジュリアンは、心外だ、とばかりにひょいと片かた眉まゆを跳はね上げた。

「……面おもてを上げよ。アリシア、なぜ君が謝る？　過ぎた発言も何も、君は僕の申し出に否いなと答えただけではないか。まあ突とつ然ぜんではあったし、僕もちょっと焦あせってしまったと後こう悔かいしているけれどね」

「……その。陛下はわたくしとの結けつ婚こんを──」

「うん、本気だ」

　ジュリアンは唇の端にほんの少し笑えみを浮うかべ、アリシアを見つめてきた。執務中は絶対に見せない柔やわらかな微び笑しようを正面から見せつけられ、ほんの少しアリシアの指先が震ふるえる。

「君を王おう妃ひに迎むかえたい、その思いは本当だよ」

　主君の穏おだやかな言葉に、ごくり、とアリシアは唾つばを飲み込む。

（やっぱり、本気でいらしたのね……）

　昼前に笑みを向けられたときから、きっとそうだろうとは思っていた。

　だがアリシアは表情を引き締しめて首を横に振ふる。

「わたくしでは王妃は務まりません。わたくしは陛下よりも年上で、今は王家から外れたとはいえ先代国王の寵ちよう妃ひでございます。陛下のお兄様の妻を譲ゆずり受けるとなれば、よからぬことを噂うわさする者も出てくるでしょう。わたくしと結婚したことにより、陛下の名めい誉よを傷つけることがあってはなりません。陛下は、婚こん姻いんによって優ゆう秀しゆうな後ろ盾だてを得るべきです」

　言い訳がましくなってしまったが、単刀直入に言えば「無理です」である。

　だがジュリアンは憤いきどおることも動どう揺ようすることもなく、むしろ満足そうな笑みを浮かべてアリシアの言葉にしっかりと頷うなずいてみせた。

「毎日僕のことを助けてくれているのに王妃は務まらないだなんて、君は謙けん虚きよな女性だね」

「いえ、謙虚とかそういうわけじゃなくて──」

「僕が君と結婚して王妃に迎えるということには、なんら問題はない。国王より年上の妃きさきも寵妃の再婚も法に抵てい触しよくしていないし、実際前例がある。過去には、二十歳年上の未亡人を王妃にした国王だっていたくらいだ。……それに、僕自身がうまく世を統治できさえすれば、妃の実家の権力をあてにする必要はない。それどころか場合によっては、下手に権力の強い貴族なんて邪じや魔まになることだってある」

　彼の言うことももっともだ。高位貴族の娘むすめを王妃に迎えれば万ばん事じ安あん泰たい、というわけではないのである。

「……しかし、スチュワート侯こう爵しやく家は権力のあるなし以前に、没ぼつ落らくしております。陛下もご存じのように、わたくしの兄ダミアンは経営に失敗し、家族もろとも行方ゆくえをくらましました。今はわたくしが臣下に下り、陛下のご温情あってスチュワートの名はかろうじて残っておりますが、わたくしの実家は陛下の助けになるどころか、足あし枷かせにしかなりません」

　アリシアをアレクシスにあてがった異母兄ダミアンは三年前、事業に失敗して全財産を失い、領地も借金も全すべて投げ出して逃とう亡ぼうしたのだ。そのしわ寄せは十六歳だったアリシアに向けられたが、アレクシスのおかげで借金は工面され、アリシアが罪を被かぶることは避さけられた。

　寵妃から女官になった際には、名ばかりではあるがアリシアに侯爵の身分が戻もどり、アリシアは独身時代のように「アリシア・スチュワート」と名乗ることになった。

（今はジュリアン様のご温情でなんとか持ちこたえているけれど、醜しゆう聞ぶんまみれの家名を背負う私が王妃になると聞いて、あることないことを噂する者だって出てくるはずだわ）

　実家のことを考えると、どうしても気持ちが落ち込んでしまう。ジュリアンもそれに気づいたようで、つり上がった目め尻じりを垂らして気き遣づかわしげにアリシアの顔を見つめてきた。

「……侯爵家の没落は、君の責任じゃない。ダミアン・スチュワートが今どこで何をしているのかは分からないが、君は女によ官かんとして立派に職務をこなしている。皆みなも、君がいかに努力してきたかよく知っている。そして僕も、君に関してあらぬ噂なんて立てさせない。求婚したからには、何が何でも君を守る」

「なりません。わたくし一人のために陛下がご心労なさることがあってはならないのです」

「それはおかしいだろう。君が求婚を受けてくれたなら、僕は夫として妻を守る責務がある。妻を守るために身を削けずることの、何がいけない？」

　ジュリアンの言葉に、昨夜のような勢いや激しさはない。静かに優やさしい口調でひとつひとつ説明するからこそ、じわじわとアリシアの胸にも罪悪感がわき上がってきた。

　ひとつ、アリシアが頷けばいい話。そうすれば丸く収まる。

（でも、それは私が望むことじゃない）

「……わたくしの願いは、陛下がわたくしを必要としてくださる限り、臣下としてお仕えすること。そして、陛下がお妃様を迎えられた際には心より祝福すること。そして叶かなうことなら、陛下の御お子こをお育てし申し上げることです」

　意を決してアリシアが告げると、ジュリアンは満足そうに微笑んで頷いた。

「うん、すばらしい願いだ。僕が君を必要としなくなる日なんて来やしないから、是ぜ非ひとも僕の妃になって、これからも公務を手伝ってほしい」

「そういうことじゃないです！」

「僕たちの間に子どもが生まれたら、乳母うばに任せきりにするんじゃなくて一いつ緒しよに育てよう。君は勉強家で賢かしこいから、子どもの教育を任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。僕は、君に似た子がほしいね。さぞかわいいだろうなぁ……」

「い、いえ！　ですからわたくしの願いは、そういうことではなくて──」

　かあっと頰ほおに熱が上り、舌がもつれそうになる。

　アレクシスとの八年間の婚姻がいわゆる「白い結婚」だったアリシアは、恋れん愛あいごとの矢印が自分の方向を向くとなるとどうしても、普ふ段だんのように軽くいなすことはできなかった。

（ジュリアン様は本気だわ。でも……いったい何と申し上げれば）

　答えに窮きゆうしたアリシアがぎゅっとドレスのスカート部分を摑つかんで逡しゆん巡じゆんしていると、ジュリアンの柔らかい声が掛かかった。

「アリシア。僕は君に望まぬ関係を強しいたいわけじゃない。義務感のみで僕の求婚を受けた君を手に入れたって、嬉うれしくはない。……だから、ね」

　ソファの革かわがきしむ音を立てて、ジュリアンが立ち上がった。彼はテーブルを迂う回かいすると、向かいの席に座っていたアリシアの横に来てその場に跪ひざまずく。

　柔らかな炎ほのおを灯ともした紫むらさきの目が、アリシアをじっと見つめていた。

「君の方から、僕の妃になりたいと思ってもらえるようにするから」

「……え？」

「落としてみせる」

　そう囁ささやくと共に、ジュリアンの手がアリシアの左手を取り、手て袋ぶくろ越ごしにキスを落とした。

　手の甲こうへのキスは、男性から女性への親愛の証あかし。恋愛感情は含ふくまれていない一いつ般ぱん的な行こう為いだから、アリシアも慣れているはずなのに──

　ジュリアンの甘くかすれた囁きを耳にすると、びくっと背中が震えてしまった。

「お、落とす──？」

「そうだな……一年、にしようか。一年以内に君を口説き落とし、僕の王妃にしてみせる。もし一年経たっても君の心が変わらなかったり他ほかの男がよいと言うようになったりすれば、僕の負けだ。そのときは、大臣たちと相談しつつ別の令れい嬢じようを王妃に迎えよう」

　いちねん、とアリシアは呟つぶやく。そして、自分の左手に恭うやうやしい手つきで触ふれるジュリアンの顔をじっと見つめた。

　ジュリアンはアリシアより二つ年下で、顔つきもまだどこか幼い。だが非常に頭が切れるし、口も達者だ。世よ渡わたりがうまく、甘え上手で人の懐ふところにするりと入ったら最後、どんな相手だろうところころと手のひらで転がしてしまうという物ぶつ騒そうな才能も持っている。

（ジュリアン様が、私に無理を強いたくないとおっしゃる気持ちは本当だと思うわ。でも──）

『本当にほしいもんややりたいことがあれば、何が何でも手に入れようとするんだよ』

　先ほどのレイバンの言葉が脳のう裏りによみがえる。

「一年以内に口説き落とす」と条件を付けたなら、あの手この手でアリシアを籠ろう絡らくしてくるだろう。元義弟の性格は、アリシアもよく分かっている。見た目に騙だまされると痛い目に遭あうのだ。

（……でも、ここでびくびくするほど私は柔やわじゃないわ）

　自分はもう、周りに怯おびえていた十歳の少女ではない。寵妃時代、女官時代と荒あれ狂くるう波のような日々を過ごす中で、アリシアだって図太さと図ずう々ずうしさを身につけたのだ。

（恋愛経験が皆かい無むでも、ジュリアン様より二年間長く生きただけの意味がある──はず！）

　アリシアは目を伏ふせ、頷いた。

「……かしこまりました」

「アリ──」

「しかし、わたくしだって一年間をいたずらに過ごすわけにはいきません」

　さっと顔を上げる。そこには、紫色の目を見開いてぽかんとするジュリアンの顔が。こうした無防備な表情は、十七歳という彼の実じつ年ねん齢れい相応である。

「陛下だけ行動し、わたくしが受け身になるだけなんて平等ではございません。わたくしが陛下に口説き落とされる前に、陛下が他の令嬢と恋こいに落ちるように動いても構いませんよね？　エンブレン王国内にもあまたいらっしゃる、お美しいご令嬢たち。きっとわたくし以上に王おう妃ひにふさわしいお方がいらっしゃるはずです」

「……なるほど。君は、僕が別の令嬢に恋をするようにあれこれ手を回すというのだね」

　納なつ得とくがいったらしいジュリアンはにやりと笑う。それは、少年王だからと見くびってきた貴族を完かん膚ぷ無なきまでに論破したとき、彼が見せる笑え顔がおだった。

「君のそういう、負けず嫌ぎらいで前向きなところも魅み力りよく的だよ。落とし甲が斐いがあるね」

「……ありがとうございます」

「それじゃあ、君は僕が心変わりするくらいすばらしい令嬢を探してみるといい。まあ、どうせ一年も経たずに君が白旗を振ふるだろうけれど……ね」

「受けて立ちます」

　アリシアは背筋を真っ直すぐ伸のばして、朗々と言った。

　これはもう、アリシアとジュリアン二人の問題ではない。

　エンブレン王国にとって最良の王妃を迎むかえるため、一年間で決着を付けるのだ。

「わたくしには寵ちよう妃ひ時代に培つちかった人脈があります。年上の尊厳もありますからね。皆が納得するような結果をご期待くださいませ」

　自信たっぷりにアリシアが宣言すると、すうっとジュリアンの目が細くなった。

　──この眼まな差ざしは、危険信号だ。

　彼は何か企たくらんでいるときや自分にとって有益な手札があるとき、こういう目をするのだ。

「……そっか。それじゃあ僕はそんな自信満々なお姉さんに、僕じゃないと生きていけない、って言わせてあげようかな」

　そうして彼は立ち上がり、ほっそりとした指先でアリシアのあごを捉とらえた。

　紫の目が、アリシアをじっと見つめている。その顔が傾かたむき、左耳に吐と息いきが注がれ──

「……絶対に、落としてみせる」

「ひっ!?」

　耳元で囁かれた声はいつもよりも低くてざらつきがあり、ぞくぞくっとアリシアの背中を甘いしびれが走ったため、ついはしたない声を上げてしまった。これまで異性とこんな至近距きよ離りで接したことも囁かれたこともなかったので、免めん疫えきがないのだ。

　勇ましく宣言した直後に真っ赤になって跳とび上がってしまったアリシアを、ジュリアンは薄うすく笑いながら見つめていた。

「顔、真っ赤。かわいい」

「くっ……！　ま、負けませんから！」

「うん、僕もね」

　年下の王様は、どこまでも自信たっぷりに言うのだった。

[image: ]







[image: 第三章　アリシアの作戦]




「私とラーラの間に子どもが生まれたら、君と離り縁えんしようと思うんだ」

　夫アレクシスにそう言われたのは、十六歳の頃ころ──スチュワート侯こう爵しやく家が没ぼつ落らくして間もなくのことだった。

　やはりそうなのか、とアリシアは肩かたを落とす。結けつ婚こんして六年経ち、アリシアも大人の女性になった。それでもラーラと違ちがい夫が夜に訪ねてくれることはなかったので、いろいろと悟さとり始めていた頃だった。

　だがアレクシスはそんなアリシアの髪かみをそっと撫なで、優やさしく言った。

「私が君に触れようとしないのは、君に今度こそ本当の幸せを摑んでほしいからだ。エンブレン王国憲章によれば、王妃が世よ継つぎを生んだならば、他の妃と円満に離縁することができるんだ。そうすれば君も自由になれる」

「自由──ですか？」

「そう。……君の兄上が原因とはいえ、君の青春時代は私が奪うばってしまった。だから、離縁後は私たち夫ふう婦ふが君の後見人になる。そして、君が本当に愛する人と結婚できるよう尽じん力りよくするよ」

　アレクシスの言葉の意味をしばし考えた後、アリシアは首を横に振る。

「……私には、愛する人とか、よく分かりません」

「いずれ分かるよ。もしこれから先好きな人ができたら、私たちに相談しなさい。君が幸せになれることが、私やラーラの願いだからね」

　そう言うアレクシスは、笑顔だった。

　押しつけられた花はな嫁よめであるアリシアを守り、慈いつくしんでくれたアレクシス。

　彼と離縁して別の人と結婚するなんて、その頃は想像もつかなかった。

　自由になり、幸せになること。

　それは十六歳の少女には、途と方ほうもなく難解なことに思われたのだった。
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　官かん僚りようが、終業時間を告げる。

「アリシア、そんなにすぐに出て行こうとしなくてもいいじゃないか」

　執しつ務む室から撤てつ退たいしようとしたアリシアだが、背後から掛かかってきた主君の声にぎくっと体を震ふるわせた。ぎこちなく振り返ると、デスクに頰ほお杖づえをついていたジュリアンと視線がぶつかる。

　彼はアリシアが動きを止めたことに安あん堵どしたようで、ほっとした顔で微笑ほほえんだ。

「仕事は終わったのだし、お茶でも飲んでいかない？」

「ありがとう存じます。しかし、これから約束がございますので」

「約束？　それは、男と？」

　とたん、ジュリアンの紫むらさきの目にちらりと不ふ穏おんな炎ほのおが宿った。

　ジュリアンが「絶対に、落としてみせる」と宣言して、早三日。

　彼はやたら、アリシアの言動に目を光らせるようになっていた。アリシアがどのようにジュリアンに「抵てい抗こう」するのか、推おし量っているかのような眼差しで。

（でも私だって、ジュリアン様の手のひらの上でおとなしく踊おどらされているわけじゃないわ）

　仕事道具を入れた鞄かばんを肩から提さげたアリシアは、にっこりと笑みを浮うかべた。

「いいえ、ノースブルック伯はく爵しやく夫人との約束です。仕事の後、夕食をご一いつ緒しよさせていただく予定ですので」

「ノースブルック伯爵夫人……レイバンの妹か」

　女なら、いっか。と呟つぶやき、ジュリアンは微笑む。

「それじゃあ、伯爵夫人とごゆっくり。また明日あした頼たのむよ、アリシア」

「はい。では失礼します」

　アリシアは優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをし、執務室を出た。

　廊ろう下かではレイバンが待っていてくれた。

「よう。今日はカレンと飯を食うんだっけ？」

「そう、伯爵邸ていにお呼ばれしているの。伯爵は今日、仕事でお食事会に行くのでしょう？」

「そうそう、軍事関連のね。面めん倒どうだけど俺も行かなきゃならねぇんだよな。……いったんあんたの家に寄っていくか？」

「いいえ、このままお邪じや魔ますることになっているから、伯爵家に直行するわ」

「了りよう解かい。妹の婚こん家かだし、俺もついでについて行くわ」

　アリシアは普ふ段だん、城下町の一等地にある実家──スチュワート侯爵の屋や敷しきで生活している。

　三年前の没落の際に屋敷は一度売り払はらっており、今アリシアが暮らしているのは別の貴族から譲ゆずってもらった小こ振ぶりの邸宅だ。それでも使用人や護衛は雇やとえているし、一人で暮らすには十分な広さである。

「つーかさぁ、さっさと王おう妃ひになっちまえよ。陛下への決め台詞ぜりふは……そうだな。『私をあなたのお嫁よめさんにして！』ってのはどうだ？」

「そんな返事一つで決められるものじゃないでしょう。あなたは自分の仕事が楽になるから、そう言っているだけじゃない」

「んなことないって。あんたが王妃になった際の利益だって考えてる。だいたい、あんたより陛下の王妃にふさわしいお姫ひめ様さまがいるかどうかすら怪あやしいだろう」

「いないとは言い切れないわ。ここで私が王妃になることを即そつ決けつして後々に悔くいることになるよりは、今できる限り調査しておく方がいいじゃない」

「そうかいそうかい」

　レイバンはつまらなそうだ。彼の行動理念はまず、「アレクシスの遺ゆい言ごんに則のつとれるか」であり、続いて「おもしろいか」と「自分が楽できるか」を基準に分類するという。アリシアが別の令れい嬢じようを王妃候補として連れて来ると言っても、彼は協力する気になれないのだ。

（いいわよいいわよ。レイバンは頼たよりにならなくても、私にはカレンがいるわ）

　カレンはレイバンの妹で、ノースブルック伯爵の妻である。アリシアとは同い年で、十五歳くらいの頃にレイバンの紹しよう介かいで出会った。

　顔立ちや身長からどことなく大人びた雰ふん囲い気きを漂ただよわせるアリシアと違い、カレンはふわふわと愛らしい女の子だった。そんな見た目に反して兄同様なかなか個性的な性格をしているが、アリシアにとっては数少ない、腹を割って話ができる貴重な親友である。それは、アリシアが寵ちよう妃ひから女官になり、カレンが侯こう爵しやく令れい嬢じようから伯爵夫人になっても変わることがなかった。

　二人が乗る馬車は、城下町の片かた隅すみに居を構えるノースブルック邸に到とう着ちやくした。レイバンは妹に挨あい拶さつをした後、食事会に出るため城に戻もどるそうだ。

「久しぶり、アリシア！　お仕事は順調？」

「久しぶりね、カレン。仕事はいい感じよ」

　玄げん関かんホールでアリシアを出で迎むかえたカレンは、ふわりと微笑んでくれた。兄とおそろいの赤い髪はきれいなウェーブを描えがいており、くりくりとした大きな茶色の目と丸い顔立ちは、皆みなの愛情を受けて育ったかわいらしいお姫様といった感じを醸かもし出している。ルージュのような鮮あざやかな赤のドレスやフリルが似合うのも、彼女の特とく徴ちようだ。

　レイバンを見送った後、二人は屋敷に入った。ここは夫である伯爵の実家だが結婚してからカレンの趣しゆ味みで模様替がえしたらしく、全体的にかわいらしい雰囲気になっている。通された居間も、貴族の屋敷にありがちな壺つぼや肖しよう像ぞう画が、剣けんや甲かつ冑ちゆうなどの代わりに、スズラン形のランプや巨きよ大だいなクマのぬいぐるみが飾かざられている。ノースブルック伯爵は妻の趣味を全面的に許容しているようだ。

　二人が席に着くとまもなく、使用人たちが夕食を運んできた。アリシアの仕事が終わるだいたいの時間は先んじて知らせていたので、到着後すぐに温かい料理が食べられるよう、料理人が準備してくれていたとのことだ。

「素す敵てきなお食事をありがとう、カレン」

「なんてことないわ。こちらこそアリシアのお家うちでおいしいおやつを食べているんだし、アリシアをお招きしたってことで箔はくも付くから」

「国王専属女によ官かんを自宅に招いた、と自じ慢まんできる」という、第三者が聞けばとんでもない台詞だが、アリシアは笑え顔がおでカレンの言葉を受け取る。

（私としては、笑顔の裏でいろいろ企たくらまれるよりは、カレンのように自分の願望や狙ねらいをあけすけに明かしてくれる方が気が楽なのよね）

　エンブレン王国は、春真っ盛りだ。そんな今の時季にぴったりな冷製スープや甘あま酸ずっぱいドレッシングの掛けられたサラダに続き、薄うすく切った鴨かも肉にくで葉野菜やレモンジュレを巻いた前菜、子羊の肉をとろとろになるまで煮にたエンブレンの伝統料理などが運ばれてくる。

「……今日はカレンに相談したいことがあるの」

　料理人が丹たん誠せい込めて作った料理を堪たん能のうした後にアリシアが切り出すと、使用人にティーサーブを命じていたカレンの目がきらりと輝かがやいた。

「そんな感じはしてたわ。悩なやみ事？」

「うん……よかったら、二人きりにさせてもらえないかしら？」

「了解よ」

　カレンは快かい諾だくし、茶を淹いれ終えた使用人たちに退室を命じた。アリシアの身分を理解している使用人たちは嫌いやな顔一つせず素早く席を外し、ポップな色調の居間にはアリシアとカレンだけが残された。ティーポットや茶ちや菓が子しはテーブル脇わきのワゴンに置かれているので、しばらくの間は二人きりでも問題なさそうだ。

「……で？　女官としてばりばり働くアリシアの頭を悩ませる案件は、何？」

　カレンは好こう奇き心しん旺おう盛せいでありとあらゆる事件に首を突つっ込みたがるのだが、非常に口は堅かたい。彼女曰いわく、「信しん頼らい関係がないと情報収集なんてできないから」とのことだ。

　そういうわけでアリシアはカレンに、ジュリアンからプロポーズされたこと、大臣やレイバンからは肯こう定てい的に捉とらえられていること、そして一年間の約束と、ジュリアンにふさわしい妃を見つけようとしていることなどをかいつまんで説明した。

　最初は茶色の目をらんらんと輝かせて聞き入っていたカレンだが、だんだんとその眼まな差ざしは落ち着きを取り戻し、最後には目め尻じりを垂らしてうんうんと頷うなずいた。

「そっか……それは災難だったわね。いくら周りに薦すすめられようと、結けつ婚こんなんてそう簡単に踏ふみ切れるものじゃない。ましてや、相手は王様だもの。大変だったわね、アリシア」

「カレン……！」

　思わずアリシアは、テーブル越ごしに親友の手をしっかりと握にぎった。

（持つべきものはやっぱり、気の合う同性の友達ね！）

「めんどくせー」「おもしろくねー」で全すべてを終わらせようとするレイバンとは大おお違ちがいだ。

「アリシアが女官としての仕事に誇ほこりを持ってるってこと、私は分かっている。それに、アリシアの言い分も納なつ得とくできるわ。だって、陛下にとって一番ふさわしい妃がアリシアであるなんて断定できないもの。エンブレン王国内貴族の年とし頃ごろの娘むすめから、アリシア以上に王妃にふさわしいご令嬢が今後ひょっこりと現れる可能性だって、十分あるわ」

「そう、そうよね！」

「……で、それを踏まえて私に相談したいってことは？」

「ええ。情報通のカレンだからこそ、お願いしたいことがあるの」

　アリシアは背筋を伸のばし、カレンの手を優やさしく握った。ペンを持ち、ときには重い書類や雑ぞう巾きんも持つためあちこち骨張ったりタコができたりしているアリシアの手と違い、カレンの手は柔やわらかくて小さかった。

「私はこれから、王妃にふさわしそうなご令嬢を集めたいの」

「お見合いパーティーでも開くということ？」

「そんな感じよ。私はこれでもいろいろと伝つてがあるから、ご令嬢に手紙を書くなりして呼びかけることはできる。カレンにはご令嬢たちの情報や、彼女たちがどれほど陛下に関心を持っているのかを調べてもらいたいの」

「……なるほどね。私が令嬢の情報や陛下への関心の度合いを調べ、それを元にアリシアがお見合い会を開くということね」

　そう呟つぶやくカレンの目は、またしても強い輝きを孕はらんでいた。

　カレンと兄レイバンの大きな違いは、レイバンが「おもしろそうで、かつ面めん倒どうくさくないなら取り組む」というのに対し、カレンは「おもしろそうなら、面倒でも取り組む」という点だ。

　カレンは一度興味を持ったら、川に飛び込むなり森の中をさまようなり下町の酒場に潜せん入にゆうするなり、何だってする。結婚前のカレンはかなり無茶な冒ぼう険けんをしてきており、アリシアも肝きもを冷やしたものだ。

「いいわねぇ。結婚してから『奥様はもう少し落ち着いてください』って言われてばっかりだったから、退たい屈くつしていたところなのよ」

「もちろん、よかったらでいいのよ。旦だん那な様にもご意見を伺うかがわないといけないだろうし」

「夫なら大だい丈じよう夫ぶよ。それに今回は泥どろまみれになる内容じゃないし、『ご令嬢たちとの親しん睦ぼくを深めるための下調べ』とでも何とでも言い訳できるわ。このカレンに任せなさい」

「……ええ、ありがとう」

　国王付き女官と伯はく爵しやく夫人は、互たがいの手を固く握り合ったのだった。
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　カレンの行動は早かった。

　数日後には、レイバン便でカレンから書類の束が届いた。

「何、あんたら、俺に内ない緒しよでおもしれぇことを企んでんの？」

「非協力的なレイバンには教えません」

　封ふう筒とうの中を覗のぞき込んでこようとするレイバンをかわし、アリシアは書類を鞄かばんの中に収めた。

「管理をお願いね。ただし、勝手に中を見たら怒おこるわよ」

「はいはい、お嬢じよう様さまの仰おおせのままに」

　口では不満たらたらなレイバンだが、アリシアが預けた鞄をちゃんと金庫に入れてくれた。アリシアの手荷物を管理するのも彼の仕事なので、ぬかりはないのだ。

　まもなく、ジュリアンが執しつ務む室に現れた。もうじき本日の始業時間だ。アリシアとレイバンはそろってお辞じ儀ぎをし、ジュリアンを迎える。

「おはようございます、陛下」

「おはようございます。ご機き嫌げん麗うるわしゅう存じます」

「ああ、おはよう、二人とも。今日もよろしく頼たのむ。そしてレイバン、さっき君が絡からんでいた女性には既すでに僕が狙いを付けているということ、肝に銘めいじておくように」

　そう言うジュリアンの口元は笑みを形作っているが、目は笑っていない。

　嚙かみつかれたら厄やつ介かいだと気づいたのか、レイバンはひらひらと手を振ふって頷く。

「了りよう解かいです。いやぁ、陛下の執しゆう着ちやく愛は怖こわいですねぇ」

「言っていろ」

　ふんっと鼻で笑い、ジュリアンは席に着いた。白いシャツはのりが利きいており、襟えりと裾すそに銀色の刺し繡しゆうが施ほどこされた黒のベストにも塵ちり一つ付いていない。いつも通り額で分けた前まえ髪がみにも乱れがなく、眼差しもきりりとしている。どちらかというとアリシアは寝ね起おきがよろしくない質たちなので、朝からしゃきっとできるジュリアンが羨うらやましかった。

　そう思いながらジュリアンの顔を見ていたからか、引き出しから書類を出した彼と視線がぶつかってしまった。

「……どうしたんだい、アリシア。僕に惚ほれちゃった？」

「……年上をからかうものではありませんよ、陛下」

「からかってるんじゃなくて口説いてるんだよ、おねーさん？」

「くっ……！」

　このままではジュリアンのペースに吞のまれてしまう──と内心焦あせったところで、いつもの官かん僚りようが隣となりの部屋から始業時間を告げてくれた。

（助かったわ……！）

　仕事が始まったならば、ジュリアンもアリシアも私情を挟はさむわけにはいかない。

　咳せき払ばらいをして自分の席に向かったアリシアだがジュリアンはなおも薄うすく笑っており、一部始終を観察していたレイバンも「見ててほんと飽あきないわー」と呟くのだった。




　エンブレン王国王城勤めの女によ官かんの仕事内容は、主に書類整理、手紙の代筆、お茶ちや汲くみに客の接待などである。独身令れい嬢じようの行ぎよう儀ぎ見習いとして、侍じ女じよと並んで人気がある。

　そういうわけで女官といえば、華はなやかで女性らしいきれいな仕事──と思われることが多い。実際、アリシアもそう考えていた。

（でも、そうもいかないわよね）

　アリシアの仕事は、執務室で手を汚よごすことなくできるものばかりではなかった。半分「国王のための雑用係」のような立ち位置であり、花か壇だんの手入れや蜘蛛くもの巣掃そう除じ、汗あせくさい騎き士し団詰つめ所へのお遣つかいなど、なかなかの肉体労働だった。

　そしてアリシアは、法案検討会や企き画かく会議にも積極的に顔を出すようにしていた。

　ジュリアンの秘書的立場としてはもちろん、ひとりの発案者として会議に臨のぞむことも多い。アリシア本人は弁べん舌ぜつなどが得意な方ではないが、祖国をより豊かにするためであれば苦労も、苦手分野に挑いどむことも厭いとわないつもりだ。

「……ということで、国民学校の図書館には学術書だけではなく、子どもの情操教育に役立ちそうな図書の採用も進めるべきだと思います」

　現在構想中の国民学校に関する議論でアリシアがそう述べると、ジュリアンは目を細めて興味深そうに資料を眺ながめた。

「……なるほど。これまでは子どもたちに知識を身につけさせることを最優先していたのだが、豊かな心を育はぐくむためには、これまでにない分野の図書も採用するべきだということか」

「はい。もちろん、図書選定のための人員配置や図書収集方針の改定などに取り組む必要はございますが、エンブレンの未来を担になう子どもたちが幅はば広ひろい知識を身につけ、活用し、想像力を養えるようになるためには有効な方法かと存じます」

「君の意見は分かった。アリシア・スチュワート。……さて、彼女の発案に何か意見は？」

　ジュリアンが促うながすと、官僚や大臣たちから次々に質問や改善点、補足事じ項こうなどが発言される。ほとんどがアリシアの想定内だったのでなめらかに切り返し、検討の余地がありそうなものは持ち帰る旨むねを伝えた。

（なかなかの手て応ごたえだったわ！）

　会議を終えた後、アリシアは軽い足取りで会議室を後にした。すれ違った官僚たちからは、「なかなか興味深い発案だった」「試ためしてみる価値はあるかもしれない」と言葉をもらい、淑しゆく女じよらしい笑え顔がおでお辞儀を返した。

「……ずいぶんと出しゃばっているようだな、アリシア・スチュワート」

　廊ろう下かの角を曲がったとき、愛あい想そのない声で呼びかけられたアリシアは瞬しゆん時じに笑顔を引っ込め、こっそりと嘆たん息そくした。この声には聞き覚えがありすぎる。

（……まあ、突つっかかってくる気はしていたけれど）

「……ごきげんよう。先ほどの会議ではお世話になりました、ホプキンス様」

　鉄てつ壁ぺきの笑顔で振り返ると、そこには予想した通り、瘦そう身しんの男性官僚の姿があった。

　眼光鋭するどくアリシアを睨にらみつけてくる彼の名は、ジェローム・ホプキンス。瘦やせぎすのためフリーサイズのはずの官僚服はぶかぶか。官僚の一人で、アリシアにも真正面から突っかかってくるという、非常に珍めずらしく、非常に面倒くさい人物だった。

　彼はアリシアをじろりと見、ふんと鼻を鳴らした。

「……女官風ふ情ぜいが調子に乗るな。女は黙だまって裏方の仕事をしていればいい」

「いつものことですが、とんだ時代遅おくれの発言ですこと。陛下は性別関係なく人材を登用し、意見を述べる機会を与あたえてくださります」

　イヤミったらしい言葉を吐はいてくるホプキンスだが、アリシアは笑みを崩くずさない。

　伯爵家の遠とお縁えんで、学校を首席で卒業したというホプキンス。頭も要領もよく、着実に昇しよう進しんの道を歩んでいる彼だが、頭が固くて融ゆう通ずうが利かないという欠点があった。

（まあ、彼からしたら女──それもアレクシス様の妃きさきだった私が女官になり、しかも会議でも意見を述べたりするなんて、言語道断なのでしょうけれど）

　だがアリシアとて、挑ちよう発はつされたら丁てい寧ねいにやり返すくらいの度胸は持っていた。何よりも、このホプキンスという男は単純で言い返しやすい。

「今のホプキンス様の発言は、女性の社会進出に理解を示されている陛下への暴言だと考えてもよろしくて？」

「図に乗るな。アレクシス様であれば立場をわきまえてくださったものを、陛下は甘すぎる。女の提案に乗ることでご自分の立場を危あやうくするなどと、考えてらっしゃらないのか」

「そこまでになさいませ。……アレクシス様のことを懐なつかしむのはともかく、先代国王陛下と現国王陛下の方針をいちいち比ひ較かくするのは、あまり風流なことではないのでは？」

　目を細めてそう指し摘てきすると、さっとホプキンスの顔に朱しゆが上った。不ふ摂せつ生せいな生活を送っているらしい彼は、少々赤面した方が健康的な肌はだの色になっているように見えた。

「……減らず口をたたくな。地に墜おちたスチュワート家の名を持つおまえを疎うとむ者は私以外にもいるということ、重々承知しておけ」

「まあ、そうですのね。ご忠告ありがとうございました」

　わざと驚おどろいたように言ってやったが、そんなのずっと前から気づいている。

（今さらなことをわざわざ忠告するなんて、ご親切なお方──ということにしておこうかしら）

　勝手に呼び止めておきながら勝手に腹を立てて去っていった男の背中を見送っていると、傍かたわらから声がした。

「……あいつ、消そっか？」

「息を吐くように物ぶつ騒そうなことを言うのはやめてくれる？」

　大きなため息をつくと、柱の陰かげからひょっこりと赤あか髪がみの護衛騎士が姿を現した。アリシアが会議室を出たときから付いてきていた彼は、ホプキンスが去っていった方向をつまらなそうに見やる。

「あいつ運動がてんでだめだし、俺なら一秒でお片づけできるぜ？」

「確かに態度は悪いし面めん倒どうくさい人だけど官僚、それも結構高位なのよ。私情で王城の床ゆかを赤く染めないでほしいわ」

「はいよ、お嬢じよう様さまがそう言うのなら」

　レイバンはにっこりと笑って了りよう承しようしてくれたが、いつ石造りの床を白から赤へ変えるか分からないのがこの男の怖いところだと、アリシアはよく分かっていた。




　一日の仕事を終えると、アリシアは電光石火でレイバンから荷物を受け取り真っ直すぐ帰宅した。スチュワート家に戻もどると、使用人には食事の前に仕事があるからと告げて自室にこもり、カレンから託たくされた書類をテーブルに広げた。とたん、アリシアの口元に笑みが浮うかぶ。

（さすが、カレン！　すばらしい情報量だわ！）

　紙一枚につき一人の令嬢の情報が書かれている。名前や年ねん齢れいから始まり、趣しゆ味み、特技、家族構成、最近興味があること、色の好み、果ては紅茶に何なん杯ばい砂糖を入れるか、ドレスの胸むな元もとに何枚パッドを入れているかなど、そこまで注文していないようなことまで書かれている。どうやったらこのような情報を集められるのかは、カレンのみぞ知ることである。

　情報の大半はカレンの趣味で集めたようで、アリシアが知るべき「令嬢から国王への関心の度合い」に関する箇か所しよは色つきのインクで書かれていた。

　ただ単に関心のあるなしだけでなく、王おう妃ひになることにどれほど積極的か、父親から結けつ婚こんをせっつかれているのか、父親に国王の外がい戚せきとなる意い欲よくはあるのかなども事細かに書かれている。カレンには今度、彼女が大好きな菓か子しを贈おくろうとアリシアは決めた。

（まずは令れい嬢じようたちの情報を整せい頓とんして、誰だれをお茶会に招くか決めないと）

　アリシアの計画は、こうだ。

　カレンの情報を元に令嬢たちに招待状を書き、アリシア名義でのお茶会を開く。アリシアはアレクシスの寵妃で、ジュリアンにとっては元が付くが義姉あねにあたる。ジュリアンの妃の座を狙ねらう令嬢ならば、アリシア主しゆ催さいの茶会に参加することでジュリアンともお近づきになれると踏ふむはずだ。

　そうして彼女らを集めたら、王妃にふさわしそうな女性を探す。その後にジュリアンと令嬢が交流を持てるような場を設ければ、二者の距きよ離りもより近くなるはずだ。ジュリアンが納なつ得とくするかどうかはアリシア自身の力量が試されるだろうが、ジュリアンも「僕が心変わりするくらいすばらしい令嬢を探してみるといい」と言っていたのだから、アリシアの行動を止めたりはしないはずだ。

（……そう、ジュリアン様にすばらしいお妃様を迎むかえさせることで、アレクシス様もきっと安心できるはずだわ）

　アレクシスは最さい期ごまで、国のことやアリシアのこと、そして十六歳という若さで国王にさせてしまう弟のことを案じていた。ジュリアンが王妃を迎えることができればアレクシスやラーラも天上で安心するだろうし、アリシアも彼らへの恩義を返すことができる。

『君が幸せになれることが、私やラーラの願いだからね』

　そう言って頭を撫なでてくれたアレクシス。

　王妃という絶対的な立場でありながら、寵妃のアリシアをかわいがってくれたラーラ。

「……これが、私の幸せです。アレクシス様、ラーラ様」

　胸に手を当て、アリシアは静かに呟つぶやくのだった。
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　早さつ速そくアリシアはお茶会の計画を立て、令嬢たちに手紙を送った。企き画かく会議では、案の定ホプキンスは始終渋じゆう面めんだったがなんとか皆みなの了承を得られたので、すぐにお茶会の場所として庭園を確保したし、令嬢たちからも色よい返事をもらえた。さらに、既き婚こん者ではあるがカレンも参加してくれるので心強い。

（カレンも協力してくれるのだから、あとは私次し第だいね）

　昔、ラーラにくっついてお茶会に参加したことがある。ラーラが主催する際には手伝いもしたが、アリシアが主催するのは今回が初めてだ。緊きん張ちようするが、失敗するわけにはいかない。

（全すべては、ジュリアン様のため。エンブレン王国の明るい未来のためよ！）

　そうしてお茶会の日まで、着実に準備を進めていたアリシアだったが──

「……アリシア、今度お茶会を開くんだって？」

　執しつ務むの合間、ジュリアンの唇くちびるから零こぼれた言葉にアリシアは目を瞬またたかせた。

「……は、はい。四日後はお仕事がお休みなので、令嬢たちに声を掛かけてお茶会をすることにしたのです」

「それって例の、僕のお妃きさき探しのためだよね」

「……はい」

「ふぅん……まあ、頑がん張ばるといいよ。君がお茶会を主催するのは初めてだよね？　困ったことがあれば相談してくれ」

「……はい。ありがとうございます」

　ジュリアンの反応はいたって冷静で、事務的だ。そこからは、「まあ、どうせ無む駄だだけど」という彼の本心がにじみ出ているようだ。

（でもそれ以上に……「どうでもいい」って感じもするわ）

　アリシアは目を細め、地方領主への手紙の内容を推すい敲こうする主君の姿を少し離はなれたところから見つめた。

　ジュリアンとお互たがい宣戦布告をして、しばらく経たつ。

　この数日間でアリシアが気づいたのは、「ジュリアンの態度が非常に淡たん々たんとしている」ということだ。

　夜の薔ば薇ら園で求きゆう婚こんしたことを思い返すとロマンチックだったな、と思うが、それ以降「口説く」と宣言した彼の態度から、やる気は感じられても愛情は感じられなかった。

（……まあ、あれこれ期待しているわけでもないけれど）

　もともと物事に頓とん着ちやくせず、去る者追わずの精神を持っているジュリアンだから、アリシアへの求婚も愛情があって行おこなったことではないのかもしれない。

（そうしたらますます、私を選ぶ理由が分からなくなるけれど……でも、いつか愛情を持ってどなたかに求婚するようになれば、問題ないわ）

　終わりよければ全てよし、である。

　そのためにもアリシアは、お茶会を成功させなければならないのだ。
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　王城自じ慢まんの庭園のひとつで今、茶会が始まろうとしていた。

　薔薇の蔓つる絡からまるガゼボの外に待機していた侍じ女じよたちが、物音を立てることなくお茶の準備を行う。最初はレースのテーブルクロスが掛けられ庭園の花を生けた花か瓶びんがあるだけだったテーブルに、茶器、カトラリー、茶菓子、指を洗うためのボウルなどが次々に運ばれる。

　だが、華はなやかになっていくテーブルの上とは対照的に、ガゼボに集まった女性たちの間にはえも言えぬ空気が漂ただよっていた。

　集まっている女性の数は、十五人程度。かなり大きめのガゼボなので、籐とうのクリノリンで膨ふくらませたドレスを着ていても十分座席に余よ裕ゆうがある。大半は独身だが、茶会の主しゆ催さい者は未亡人、そしてその隣となりで目をきらきら輝かがやかせている女性は唯ゆい一いつの既婚者である。

「本日はわたくし、アリシア・スチュワート主催のお茶会にお越こしくださり、ありがとうございます」

　主催者であるアリシアは立ち上がり、朗々と挨あい拶さつをした。本日のドレスはアリシアもお気に入りの、若草色のスレンダータイプ。髪はきっちりと結ゆって生花で飾かざっており、隣に座るカレンとおそろいのストールを纏まとっている。

　令嬢たちは、アリシアの挨拶を聞いて目線を上げた。だがその眼まな差ざしは緊張を孕はらんでおり、アリシアの意図を探さぐるかのようにその姿を凝ぎよう視ししている。

（……まあ、警けい戒かいされても仕方ないわね）

　アリシアは内心苦く笑しようし、着席した。侍女たちがカップを温めるために入れていたお湯を捨て、洗練された動作で茶を注いでいく。きっと招かれた令嬢たちは緊張しているだろうと、アリシアは緊張緩かん和わ効果があると言われる花の茶葉を準備していた。

　ガゼボ内に甘い花の香かおりが漂うと、令嬢たちもほんの少しだけ肩かたの力を抜ぬいてくれたようだ。

「……本日はお招きいただき感謝します、アリシア様」

　そう述べたのは、アリシアの正面に座る金きん髪ぱつ巻き毛の美女だ。

　彼女は公こう爵しやく家の令嬢。この茶会に招かれた令嬢の中でもっとも身分が高いので、彼女が皆を代表して挨拶を返すことになっているのだ。

「まずはわたくし、クリスティーナ・サムエルが皆を代表し、お礼を申し上げます。陛下の右みぎ腕うでとしてご活かつ躍やくされているアリシア様にお招きいただけたこと、光栄に存じております。是ぜ非ひとも、陛下のお話を伺うかがいたいところですわ」

（まあ……積極的でとてもすばらしいお方だわ）

　客の方から本題に切り込んでくれたため、アリシアとしてはありがたい限りだ。アリシアはあくまでもホスト側の立場。好こう奇き心丸出しで目を輝かせるカレンと違ちがい、ひとまずのところ感情を抑おさえて令嬢たちをもてなさなければならない。

　アリシアは公爵令嬢クリスティーナに微笑ほほえみかけ、テーブルの上で出番を待っている茶や菓か子したちを手で示した。

「どうぞ召めし上がってくださいな。……女官としての仕事を始めて一年ばかりの未熟者ですので、皆みな様さまのご期待に添そえるようなお話ができるか分からないのが心苦しいですね」

「アレクシス様の寵ちよう妃ひというご身分でありながら、あえて女官の道を選ばれたというアリシア様のご決断には、わたくしたちも驚おどろいたものです」

　別の令嬢もすました態度で言った。彼女は、アリシアとほぼ同列の侯こう爵しやく家令嬢。だがスチュワート家と違って没ぼつ落らくしていないという立場の違いがあるため、アリシアに対して突つっ込んだことを聞いてきてもおかしくはない。

　その令れい嬢じようはほっそりした指先で茶菓子をつまみ、やや芝しば居いがかった仕草でため息をついた。

「巷ちまたでは──その、陛下とアリシア様についてはしたない噂うわさをする者もおりまして、わたくしも心配しておりましたの」

「まあ……。それはどんな噂でして、マーガレット様？」

　アリシアの代わりにカレンが突っ込んでくれた。他の令嬢たちも、好奇心を隠かくせない様子で侯爵令嬢の顔を見ている。

　侯爵令嬢マーガレットは注目されたのが嬉うれしいのか話ができるのが嬉しいのか、それまでの浮うかない表情を瞬しゆん時じに引っ込めた。

「ええ、ええ。それが……アリシア様が王城に残られたのは、その──陛下のご寵愛を得て、今度こそ王おう妃ひになるためではないかと言われていますの」

　なんということだ、とアリシアは目を見開く。

（その噂なら、もう既すでに何百回と聞いているわ！）

　先代国王の寵妃でありながら夫の死後も王城に女官として留とどまるアリシアに対して、「王妃の座を狙ねらう意い地じ汚きたない女」と陰かげ口ぐちをたたく者は一年前から一定数いるし、アリシアだってよく分かっていた。

　それは令嬢たちも同じのはずなのに、彼女らはまるで生まれて初めて聞いたかのように驚いた様子で、目を輝かせてマーガレットに詰つめ寄った。

「まあ！　なんてはしたない噂を！」

「そのような根も葉もない噂を流すなんて、どこの礼れい儀ぎ知らずでしょうか！」

　そのような噂に嬉き々きとして飛びつく令嬢たちもはしたないのではないか、とアリシアは思うが、胸の中だけに秘ひめておいた。

　マーガレットは頷うなずき、ちらっちらっと思わせぶりな視線をアリシアに向けつつ続ける。

「おそらく、アリシア様のご活躍を妬ねたむ者の仕し業わざかと──アリシア様、どうかお気になさらないでくださいませ。このような噂、すぐに立ち消えますからね」

　彼女から気き遣づかい──に見せかけて興味津しん々しんの眼差しを向けられたアリシアは、ふーっと細い息を吐はき出した。

（なるほど。要するに、噂の真しん偽ぎを私に確認しているのね）

　思わず笑えみがこぼれそうになった。

　この令嬢たちは非常に素す直なおで、感情の変化が分かりやすい。本人たちは平静を装っているつもりなのかもしれないが、言葉の選び方や声の調子、目線にその思わくはにじみ出ている。

（いつも無表情で感情を読むのに苦労する官かん僚りようたちと比べれば、なんてことないわ）

　アリシアは紅茶を一口啜すすった。侍女が丁てい寧ねいに淹いれてくれた紅茶は甘く、花の香りがアリシアの心を穏おだやかにしてくれる。

「ええ、わたくしもそう思います。……ちなみに皆様は、どのような女性が陛下の王妃にふさわしいとお考えでしょうか？」

　これならいけるだろう、とアリシアが尋たずねると案の定、令嬢たちは目を輝かせて口々に意見を述べ始める。

「そ、そうですわね……まずは若さでしょうか」

「そうそう、陛下は御おん歳とし十七。これから先御お子こを産むことを考えれば、同じか、若いくらいがよろしいのでは？」

「陛下の隣に立つのですから、やはり容姿もものを言うでしょう」

「陛下との相あい性しようはいかがでしょうか？　これから正妻として生しよう涯がいにわたって陛下をお支えするのですから、陛下がお気に召してくださる者でなければ」

「あとは……実家、でしょうか」

「陛下はまだお若い上、唯一のご親族であられたアレクシス様も亡なき今、頼たよれる存在が必要でしょう」

　なるほど、とアリシアは頷く。隣では、すました顔のカレンがテーブルクロスの下でメモを取っていた。どうやったら、手元を見ずに高速でメモを取ることができるのだろうか。

「そうそう。ですから陛下と年が離はなれていれば……ねぇ？」

「そうそう。後ろ盾だてがある女性でないと……ねぇ？」

　他人ひと事ごとのように言っているが、どう考えてもその言葉の矛ほこ先さきはアリシアに向いている。

　若くもなく、後ろ盾もなく、しかも未亡人というアリシアでは王妃になれない。自分たちの方がふさわしい──と主張しているのだろう。

　うんうんと頷きながら互たがいの話を聞いていた令嬢たちはふと、先ほどから黙だんまりのアリシアの方を見──はっ、と息を吞のんだ。

　アリシアは俯うつむき、小刻みに肩を震ふるわせていたのだ。まるで、自分があてこすられたと気づいて怒いかりに震えているかのように。

　いけない、調子に乗りすぎた、と令嬢たちが後こう悔かいしても遅おそい。

　さらさら──というカレンがペンを走らせる音以外、何も聞こえない、しばしの空白。

　そして──

「……皆様の、おっしゃる通りですわ！」

　歓かん喜きに震えるアリシアの声が、ガゼボに響ひびき渡わたった。

　その表情は本日の空のように晴れ渡っており、緑色の目はきらきら輝かがやいている。

　アリシアが怒おこるか泣くかするのではないかと怯おびえていた令嬢たちは、予想を裏切る反応を見せたアリシアにあっけにとられている。そんな中、アリシアは自分の胸むな元もとに拳こぶしを当ててきりっと眼差しを引き締しめた。

「まさにその通りです！　陛下がお妃に迎むかえるべきなのは、若くて、美しくて、強力な後ろ盾を持ち、陛下を日常面でも精神面でもお支えすることのできる女性！　わたくしのように、どうせ作業用だからと同じドレスを着回しし、床ゆかに座り込んで廃はい棄き書類を紐ひもで束ね、特訓後の陛下にタオルを渡そうと汗あせくさい騎き士し団詰め所に平気で乱入する女ではないのです！」

　言いながら頭の中を駆かけめぐるのは、女官として働いたこの一年間の記き憶おく。

　最初の頃ころはお嬢様生活気分が抜けきらなくてまごまごしていたのだが、そんな恥はじらいは一月もすればすっかり消え去った。

　ジュリアンが待っていると聞けば汗と泥どろと熱気に満ちた騎士団詰め所にも突とつ撃げきするし、床に這はいつくばってクローゼットの下に落ちた書類を拾うし、執しつ務む室に虫が湧わいたらジュリアンが帰ってくる前にレイバンと一いつ緒しよに始末するし、ジュリアンとの舌ぜつ戦せんに疲つかれた大臣の背中をマッサージする。

　普ふ通つうの女官の仕事だけではなく、レイバンと一緒に雑用に走っていた一年間だった。おかげさまで、ふっくらもっちりしていた肌はだは引き締まったし、少々の荒あら事ごとにも冷静に立ち向かえるようになったものである。

　アリシアの魂たましいの演説を聴きいた令嬢たちは、きょとんとしている。彼女らもまさか、元寵妃がそんな仕事をしているとは思わなかったのだろう。

「……それは、使用人の仕事ではないのですか？」

「そうかもしれませんが、わたくしが率そつ先せんして行っているのです」

　一人の令嬢による的確な突っ込みを受けても、アリシアは堂々たる態度を崩くずさない。

　アリシアが行動すれば、ジュリアンが喜ぶ。彼が負うはずだった苦労を一つでも減らし、睡すい眠みん時間を少しでも増やし、使用人を呼ぶ手間を省き、仕事に専念できるようにする。

「ありがとう。助かったよ、アリシア」の言葉と柔やわらかい笑顔をもらえるだけで、アリシアの苦労は報むくわれるのだ。

（でも、これらは女官──臣下の仕事であって、王妃になるべき女の仕事ではないわ）

「わたくしの目標は、これからも女官として陛下にお仕えし、その治世をよりよきものにできるようお手伝いすることです」

「……しかし、陛下とアリシア様は大変懇こん意いになさっていて、陛下がアリシア様に絶大な信しん頼らいを寄せられているのは確かでしょう？」

　そう疑わしげな眼まな差ざしを向けてくるのは、例の公こう爵しやく令嬢クリスティーナ。アリシアが口先では「仕事が大事」と言いながら、実はジュリアンと思いを通わせているのでは──と疑っているのだろう。

　アリシアは晴れやかな微笑ほほえみを浮うかべて頷いた。

「陛下から信頼を受けているのは喜ばしいことですが、それは臣下としての信頼に留まります。皆みな様さまもご存じの通り、わたくしは元寵ちよう妃ひというだけで皆に誇ほこれるような身分を持っておりません。スチュワート侯こう爵しやく家は名ばかりですし、数年前に失しつ踪そうした兄ダミアンの名もまだ貴族年ねん鑑かんから削さく除じよされておらず、彼がわたくしの身内であることにも変わりありませんもの」

　エンブレン王国の貴族年鑑から名前を削除するには、かなり面めん倒どうな手続きが必要なのだ。よほど悪質な前科があれば即そつ刻こく削除されるが兄は事業に失敗した程度で、しかも本人は削除願いを出さず逃とう亡ぼうしている。生死不明の場合も、名前が自動的に削除されるまで五年掛かかる。

　よって、兄ダミアンが逃にげて久しいが未いまだに彼は戸こ籍せき上、アリシアの兄なのだ。犯罪者とまではいかずとも、事業に失敗して尻しりぬぐいを妹に任せたっきりの者が身内にいるなんて外聞が悪すぎる。この点に関しては、「地に墜おちたスチュワート家」とネチネチ言ってくるホプキンスの言う通りである。

　アリシアの言葉に、令嬢たちは居い心地ごこち悪そうに視線を逸そらした。彼女らもスチュワート侯爵家の顚てん末まつは知っているし、場合によってはアリシアを王おう妃ひの座から遠ざけるためのネタにするつもりだったのかもしれない。だが当の本人があっけらかんと話すものだから、逆に気まずくなってしまったのだろう。

　しばらく、お茶会の場に沈ちん黙もくが流れた。蚊帳かやの外であるカレンだけは、重苦しい空気に構うことなく茶ちや菓が子しをぽいぽいと口にしては「あ、これおいしい」と感想を述べている。おかげでアリシアも場の空気に潰つぶされることなく、平静を保つことができた。

「……本気、ですのね」

　やがてぽつんとクリスティーナが呟つぶやいたため、菓子のバターで汚よごれた指先を洗っていたアリシアは、しっかりと頷うなずいた。

「はい。陛下の専属女官として、最高のお妃様を迎えるお手伝いをいたします」

「何か計画でもおありなの？」

　マーガレットが目をらんらんと輝かせて身を乗り出してきたため、アリシアはにっこりと微笑みかけた。

「はい。陛下は即位一年ということで毎日ご多た忙ぼうで、皆様が陛下と見まみえる時間もほぼなかったことでしょう。しかしこれでは、陛下が自国内の優ゆう秀しゆうなご令れい嬢じようとの接点を持つ機会が少なくなってしまいます」

「あなたがその場を取り持ってくださるとでも？」

「おっしゃる通りです。わたくしは陛下のスケジュールの管理もしております。陛下のご公務に支障を来きたさない程度に時間を調整し、皆様との交流の場を設けようと考えております」

　言ってしまえば、お見合いのセッティングである。

（お見合いのためだけ、と言うとジュリアン様にも大臣たちにも渋しぶい顔をされるかもしれない。でも、令嬢たちだって貴族の娘むすめ。自分が有利になるような材料をそろえた上で、お見合いに臨のぞむはず）

　もし国王と一対一で話ができる場を設けられるとなれば、彼女らは父親に相談するだろう。うまくいけば自分が外がい戚せきとなれると知った父親や親戚たちは、娘に様々な「武器」を持たせるはず。
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　それは他国との貿易だったり、商会との繫つながりだったり、自領土の名産品や文化だったり。

　お見合いの場であり政治の場でもあるとなれば、ジュリアンや大臣、官かん僚りようたちも無下にはできないはず。ジュリアンも自国の発展の材料を得られるかもしれないとなると、真ま面じ目めに取り組んでくれるだろう。

　アリシアの予想通り、令嬢たちはきりりと表情を引き締めた。ただ単に色いろ香かで迫せまるだけではジュリアンは落とせないと分かっているのだ。

　家族の協力を得ながらジュリアンを魅み了りようできるだけの「武器」をそろえなければ──彼女らの目はそう語っていた。




　令嬢たちとのお茶会はつつがなく終しゆう了りようした。

　開始当初はぴりぴりした雰ふん囲い気きだった彼女たちも、帰る頃には各自するべきことを頭の中で考えている模様で、「よろしく頼たのみます、アリシア様！」と使命感に燃える眼差しで手を握にぎられたものである。

「カレンもありがとう。おかげでうまくいきそうよ」

「どういたしまして。私としてはおもしろい話を聞けたし、おいしいものもたくさん食べられたから、こちらこそありがとうよ」

　ノースブルック家からの迎えを待つ間に、カレンと言葉を交かわす。彼女は本当に満足したようで、メモを取ったノートを両手に握りしめて満面の笑えみを浮かべていた。

「お嬢様たちの新しい一面も見られたし、これでしばらくは私も楽しめるわ」

「……それは何よりよ。計画に進展があったら、また連れん絡らくするからね」

「うん。……あのね、アリシア。一応聞いてみるけど」

　カレンはそれまでの弾はずんだ調子から、一気に神しん妙みような声になった。

「アリシアは、陛下のことが好きなの？」

「好き──？」

　思わず隣となりに並ぶ親友の顔を振ふり返り見たが、カレンはアリシアには視線を寄よ越こさず、馬車道をゆっくりとこちらに向かってきている伯はく爵しやく家の馬車をじっと見ていた。

「家族愛ではなくて、異性として好きかどうかよ」

「……陛下のことは主君として敬愛しているわ。ただそれだけよ」

　アリシアはかすれた声で言った。

（私たちの間にあるのは、信頼関係から成る愛情）

　互たがいを異性として意識し合っているから生じる愛情ではない。

　なぜなら、ジュリアンからアリシアへの愛情は感じられないのだから。

　馬車が停とまるとカレンは先ほどの問いに対しては何も言わず、「またね」とだけ言って馬車に乗り込んでしまった。

（カレン……最後の最後に、とんでもないことを言ってくれたわね）

　アリシアは親友が乗る馬車を見送り、大きなため息をついてきびすを返す。

「浮かない顔してんなぁ。なに、うちの妹の質問がそんなにこたえた？」

　そう軽い調子で問うてくるのは、レイバン。先ほどのお茶会では庭園の外で待機してもらっていた彼は、アリシアの半歩後ろをついてきながら声を掛かけてくる。

「俺、あんたと陛下はお似合いだと思うんだけどなぁ」

「レイバンは、自分が楽をしたいからそう言っているだけでしょう」

「やだなぁ、いくら面めん倒どくさがりの俺でも、さすがにあんたが陛下にふさわしくないと思ったら関係を薦すすめたりしないって」

　レイバンはへらりと笑い、アリシアの背中をこんこんと軽く小こ突づいた。

「ほらほら、これから陛下にご報告だろう？　せっかくいい感じにまとまったんだから、気合いを入れていけよ」

「……私、あなたが味方なのかそうじゃないのか、分からなくなるわ」

「俺はいつだって、あんたと陛下の味方だよ」

　そう言って笑うが、相変わらず彼の本心を見み抜ぬくことはできなかった。




　アリシアがジュリアンの執しつ務む室に向かったのとほぼ入れ違ちがいに、疲つかれた表情の大臣たちが出てきた。使用人に書類や荷物を持たせた彼らは廊ろう下かに出るなり、壁かべに手を突ついてはーっと深いため息をついている。

「お疲れ様でございます。陛下との協議でしたか？」

　ドレスの裾すそをつまんでアリシアが挨あい拶さつすると、五人の大臣たちは顔を上げて苦く笑しようした。エンブレン王国を半世紀近くにわたって支えてきた忠臣たちは今、周囲にアリシアやレイバンしかいないからか肩かたの力を抜ぬいた様子である。

「おお、アリシア殿どのか。いやはや、陛下との協議は老体にこたえる」

「陛下はお若いだけあり、飲み込みも頭の回転も速くていらっしゃる。我々も協議のしがいがあるというものだ──が」

「もう少し、老人を労いたわってくださってもよいのだがなぁ」

「そうそう、アリシア殿が前に提案した国民学校の図書館の件、次回の会議の議題に挙げることが決まった。後ほど資料を届けるので、目を通しておくように」

「まあ、そうなのですね。かしこまりました」

「ふう、陛下もアリシア殿くらいかわいらしい面があれば、我々も楽なのだが……」

　口々に述べる彼らの背後ではそれぞれの使用人たちが、巨きよ大だいなまち針のような肩かた叩たたきで主人の背中を叩たたいてやっていた。老年の彼らに仕える者たちはその鞄かばんの中に、健康グッズや湿しつ布ぷ代わりの薬草、折りたたみ可能な杖つえなどを大量に備えているのだ。

　アリシアは微笑ほほえみ、胸に手を当ててお辞じ儀ぎをした。

「陛下が皆みな様さまを信しん頼らいされているという証あかしではございませんか。皆様も、そのようなことを仰おおせになりながら大変晴れやかな表情をなさってますよ？」

　つくづく、ジュリアンはよい部下に恵めぐまれているものだと思う。アリシア自身は除外するにしても、五人の大臣に、軽口を叩きつつも職務を忠実にこなすレイバン。官僚たちも、与あたえられた仕事に真しん摯しに向き合っている。

　ただ単にアレクシスの引き継つぎをするだけでは得られなかっただろう、ジュリアン自身の努力で勝ち取った信頼。アリシアの主あるじは、若くも有望な国王なのだ。

　大臣たちにいたわりの言葉を掛け、使用人たちに背中をぽんぽん叩かれつつ去っていった彼らを見送り、アリシアは執務室のドアをノックする。

「アリシア・スチュワートでございます。本日のお茶会の報告に参りました」

「入れ、アリシア」

　そう答えるジュリアンの声は潑はつ剌らつとしている。先ほどの大臣たちのくたびれ具合とは正反対だ。彼は協議のたびに大臣たちから、なけなしの若さや英気を吸い取っているのかもしれない。

　執務室は夕焼けの色に満ちていた。西向きの窓から差し込むオレンジ色の光が、デスクに積まれた書類をもほんのりと暖かな色に染め上げている。

　夕日に照らされると、ジュリアンの漆しつ黒こくの髪かみは赤しやく銅どう色っぽく見える。顔を上げた彼はほんの少し眩まぶしそうに目を細めてソファ席に移動し、アリシアにも座るよう命じた。

「初主しゆ催さいの茶会、ご苦労だった。あらかたのことは官僚から聞いているが──ひとまずはうまくいったそうだな」

「はい。ご令れい嬢じようの皆様にも、ご満足いただけたのではないかと存じます」

　前振りは終わりにし、ここからが本番だ。

　アリシアは、鞄から出した書類をジュリアンに差し出した。

「こちら、本日茶会にご参加いただいたご令嬢たちの情報でございます」

「へぇ」

「皆様は、陛下と交流の時間を取ってはどうかという提案に大変乗り気でいらっしゃいました。おそらく近いうちに皆、各領土の特長や交易関係などをまとめてくることでしょう」

「ほぅ」

「つきましては陛下には、ご令嬢の皆様と交流していただきます。日程はわたくしや官かん僚りようの方で、公務に支障を来きたさぬよう調整します」

「なるほど。で、今のところどんな感じでその交流会を設けるんだ？」

　ジュリアンは淡たん々たんと問うてくる。

　事前に大臣や官僚たちとある程度話を詰つめておいたので、アリシアもよどむことなく答えた。

「名目としては、陛下と国内貴族の会談ですね。本日参加していただいた令嬢は十三名。具体的な時間は未設定ですが、仮に一組一時間とするならばきっかり一時間で切り上げるよう事前に通達します」

　要するに、貴族たちがジュリアンに対してプレゼンテーションを行うのだ。「国王の花はな嫁よめ探し」と言えば語ご弊へいを招きかねず、批判も寄せられるかもしれない。あくまでも、「国王は、自国の発展のために有力貴族を招いて会談する」という建前で行うべきなのである。

　概がい要ようを聞いたジュリアンは、薄うすい唇くちびるの端はしを持ち上げてふふっと笑った。

「……なるほど。お見合いパーティーなどではなく、国王と貴族の親しん睦ぼくを深めるための会談……ね。そうなれば僕も計画を却きやつ下かするわけにはいかないな。考えたな、アリシア」

「いえ」

「……ではアリシア、君は令嬢たちと連れん絡らくを取り合って日程調整してくれ。各令嬢や貴族たちの情報は、官僚たちにまとめさせよう。……国のためとなると、僕も適当な気持ちで臨のぞむわけにはいかないからな。即そく位いしてからそういった時間を持つこともできなかったし──ちょうどいい。こちらも勉強させてもらうよ」

「はい。ご了りよう承しようくださりありがとうございます」

　丁てい寧ねいに礼を述べつつも、アリシアは内心ぐっと拳こぶしを握にぎった。

（よし、これでひとまず約束を取り付けることができたわ！）

　ジュリアンに必要なのは、「出会いの場」だ。

　即位して一年、これまで彼は必死になって動いてきた。兄の死で動どう揺ようする国をまとめ、己おのれを軽視する者たちを納なつ得とくさせられるだけの材料を集め、他国との関かかわりを密にするべく奔ほん走そうしてきた。そういうわけで、国王と貴族が時間を取って会談することができなかったのだ。

　今回のアリシアの計画は王おう妃ひ探しだけでなく、エンブレン王国のため──そしてこれからますます成長するジュリアンのためにもなるのだ。




　一日の仕事を終え、レイバンを伴ともなって廊下を歩いていたアリシアはふと立ち止まる。そしてがさごそと自分の鞄の中をあさり始めた。

「何やってんのアリシア」

「……お茶会の報告書を忘れてしまったわ」

　鞄に手を突っ込んだまま、アリシアは肩を落とした。

　先ほどジュリアンに報告した後、執務室のどこかに置きっぱなしにしてしまっていたようだ。

（あれには、カレンに集めてもらった令嬢の情報も入っているわ……！）

　報告書だけならまだしも、パッドの数や推定お肌はだ年ねん齢れいなど、カレン秘蔵の情報は他人に見られたらまずい。

「ごめんなさい、レイバン。機密書類だから取りに帰るわ」

「そりゃ仕方ないな。了りよう解かい、戻もどるぞ」

　あらゆる物事に関して適当なレイバンだが、仕事関連となると真ま面じ目めになる。彼に申し訳なく思いつつ、アリシアは淑しゆく女じよとして許される最速の歩みで廊下を逆戻りし、執務室に入った。

　応接間にそっと顔を覗のぞかせるが他ほかの日勤の官僚たちも退出済みのようで、夜勤の者たちが続き部屋で引き継ぎ作業をしている声が聞こえる。

（ここには……ないわ。やっぱりジュリアン様の執務室かしら）

　今日座った椅い子すや作業をしたテーブルの周りを確かく認にんした後、アリシアは観念して執務室に向かった。ジュリアンは、夕食まで執務室に残っていることが多いのだ。

「たびたび申し訳ありません、陛下。アリシアでございます」

　一言断ったが、返事はない。

（……もう上がられていたのかしら？）

　そう思ってノブを捻ひねったが、ドアは難なく開いた。ジュリアンは、執務室を無人にすることはない。

　おや、と思いながらアリシアは執務室に顔を覗かせ──

「──アリシア」

　かすんだ紫むらさきの双そう眸ぼうと、視線がぶつかった。




　部屋の主は、窓辺にいた。

　窓の外は夜の色に染まっており、しかも先ほど退出する時は確かに点ついたままだった明かりがなぜか落とされているため、室内には濃こい闇やみが充じゆう満まんしていた。

　そんな中だと、黒くろ髪かみに黒い装いの国王の姿は闇に溶とけ込んでしまう。彼の、男性にしては色白の顔だけがぼんやりと闇に浮うかび上がっていた。

（どうしてこんな暗い部屋で──）

　そう思ったのもつかの間。

　彼の目め尻じりで何かが光った気がして、アリシアは小さく息を吞のむ。

「っ……陛下！」

「……アリシア？」

　気が付けば体が動いていた。

　部屋全体が暗く、しかも足あし下もとへの注意がおろそかになっているのでテーブルの脚あしやソファなどに躓つまずきそうになりながら、窓辺のジュリアンのもとへと駆かけ寄った。

　そうしないと。アリシアが駆け寄らないと、若き国王がそのまま、夜の闇の中に溶けて消えてしまいそうな気がして。

　その強気な眦まなじりから、滴しずくが零こぼれそうになっている気がして。

　なぜだか分からない焦しよう燥そう感かんに駆られるままやってきたアリシアを、ジュリアンは目を瞬またたかせて見つめていた。

「……そんなに急いで、何？」

「……陛下が、お辛つらそうに見えて」

　アリシアはジュリアンの隣となりに並び、自分とほぼ身長の変わらない若き王の瞳ひとみを見つめた。

　……先ほどテーブルを迂う回かいする際、頑がん丈じような角にしたたかにすねをぶつけた。

　だが、足以上に胸が痛かった。

　ジュリアンはアリシアの言葉に怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せ、ふいっと視線を逸そらした。

「……見み間ま違ちがいだろう。僕がそんな弱い面を見せるとでも？」

「では、このアリシアの目を見て同じようにおっしゃってください」

「……夜も更ふけてきた。レイバンを待たせているんだろうし、そろそろ帰れ」

「お断りします」

「帰れと言っている」

　にべもないどころか、明らかな怒ど気きを孕はらんだ声。

　だがアリシアはひるむことなく、数呼吸分間をおいた後、主君の背中に声を掛かけた。

「……アレクシス様はおっしゃっていました。陛下は弱い姿を見せようとしない。そして、本当に自信がある時には真っ直すぐ人の目を見られるけれど、動揺した時、自分の感情を悟さとられまいとする時には、視線を逸らし相手を遠ざけようとする、と」

　それはきっと、ジュリアンなりの処世術だ。

　強く、優ゆう秀しゆうな人でありたい。弱みを見せたくない。

　己を保てそうにない時は、少々荒あらい手を取ってでも相手を遠ざけ──そうすることで相手を傷つけることなく、自分の心も他人のことも守ろうとする人なのだ。

　ほんのわずか、ジュリアンの背中が震ふるえる。その瞬しゆん間かん、それまでは明らかな拒きよ絶ぜつを表していた背中が急に小さく、頼たよりなくなったように感じられた。

（図星……なのね）

　右手を伸のばし、ジュリアンの背中に触ふれた。振ふり払はらわれることも覚かく悟ごしていたが、ジュリアンはおとなしくその場に佇たたずんでいる。

「あなたのお心を煩わずらわせているのは、わたくしにもお話しできないことなのでしょうか」

「……僕は、君に必要以上に頼るつもりはない」

「あら……妙みようなことをおっしゃいますのね。陛下がわたくしを必要としなくなるときは一生来ない、と宣言されたはずでは？」

「それはっ──！」

（ああ、こっちを向いてくださった）

　弾はじかれたように振り返ったジュリアンの顔を見、アリシアはほっと破顔した。

　いつも冷静で、他人を手の内でころころ転がすのが得意な王様。

　そんな彼は今、唇くちびるを嚙かみしめ、目尻を赤くしてアリシアを見つめていた。

　あれほど体てい裁さいにこだわる王が、感情を露あらわにしてアリシアにぶつかってきている。

（嬉うれしい）

　振り向いた拍ひよう子しに背中から外されてしまった手を下ろし、アリシアは軽く頭こうべを垂れた。

「……無体を働いたわたくしに罰ばつをお与あたえになりたいのでしたら、どうぞ」

「……そんなこと、するはずがないだろう。分かっていて言っているな」

「いいえ。陛下がお怒いかりをぶつけるのでしたら、喜んでお受けします。……それで、陛下のお心が安らぐのであれば」

　ジュリアンは黙だまってしまった。アリシアもまた、今の姿勢を崩くずすことなく主君の言葉を待つ。

　やがて、ジュリアンの手がアリシアの肩かたに触れた。その指先の冷たさがドレス越ごしに伝わるようで、思わず身震いしてしまう。

「顔を上げよ。……アリシア、君は僕が情けない男でも、幻げん滅めつしないのだな」

「わたくしはアレクシス様から、陛下のことを常々伺うかがっておりました。蝶ちようを追いかけて池に落ちたことも、剣けん術じゆつ練習で騎き士し団長に負けた日に泣きべそをかいたことも、ご多た忙ぼうなアレクシス様を恋こいしがって部屋の隅すみで丸くなっていじけていたことも存じておりますので、今さらです」

「……。……本当に、君には敵かなわない」

　そう観念したように呟つぶやいたとたん、それまでぴりぴりしていた彼の雰ふん囲い気きが一気に和やわらいだ。

　星明かりに横顔を照らされたジュリアンは苦く笑った後、夜空へと視線を滑すべらせた。何も言われずとも、アリシアも彼に倣ならって外を見やる。

「……皆みなは僕のことを、年ねん齢れいのくせに口が達者で図太い男だと思っているかもしれない」

「ええ、それが陛下の魅み力りよくだと思います」

「そうだな。そう見えるように努力している。だが……たまに、やるせない気持ちになるんだ」

　肩に触れていたジュリアンの手が離はなれ、まるで窓の外の星を摑つかみ取ろうとしているかのように宙に差し伸べられた。

「未いまだにいるんだよね。僕と兄上を比べて、アレクシス様だったら……とか言う連中」

「……同じ臣下として恥はずかしく思います」

「いいんだよ。僕を馬ば鹿かにしたやつは倍にして返してやる。どうやってやり返してやろうかって考えるのも楽しいからね。……でも、たまにぽかっと胸に穴が空いたような気持ちになる。本当に、僕はこれでいいんだろうか……ってね」

　アリシアは目を瞬かせた。ジュリアンが自分に自信を持てなくなるなんて、珍めずらしい。

（……いいえ。きっとこれもジュリアン様の一面なのね）

　アリシアもまた、手を挙げた。彼と並んで窓ガラスに手のひらを当てる。

「……陛下は、迷われているのですか」

「……僕だって人間だから、迷うこともある。ただ、それを皆に見せまいとしているだけだ」

　一息ついた後、ジュリアンは「君は」とゆったりとした口調で続けた。

「兄上が亡なくなった後、城に留とどまるにしても、先代国王の妃きさきとして威い張ばることもできた。それなのに君はあえて、僕の女によ官かんになるという茨いばらの道を選んだ。君はそれを悔くいていないのか？　僕のように、迷ったりはしないのか？」

　茨の道──と、アリシアの唇が反はん芻すうする。

（確かに、この一年間は楽しいことばかりじゃなかったわ）

　令れい嬢じようたちにも暴ばく露ろしたように、国王付き女官なんて名ばかりだ。少々の汚よごれ仕事もするし、筋肉痛にだってなるし、陰かげ口ぐちをたたかれることなんてしょっちゅうだ。

　だが──

「陛下。わたくしは進んでこの道を選びました。……あなた一人に、茨の道を歩ませたくなかったから」

　アリシアと並ぶジュリアンの手は、アレクシスやレイバンよりは小さく、だがアリシアよりも大きくてしっかりしている。

「わたくしは陛下の情けない姿を存じておりますが、それ以上にすばらしいところをたくさん存じております。アレクシス様と陛下は違ちがって当然です。いちいちお二人を比べようとするなんて、無意味なこと。……陛下、あなたはわたくしが胸を張って自じ慢まんできる主君です。あなたにお仕えできていることを、誇ほこりに思っております」

「……そうか」

「はい。……あなたのことをよく知りもしない人に陰口をたたかれようと、気になさらないでください。いつもの陛下のように、鼻で笑い飛ばしてやってください。……そして、たまにでいいので。辛くなったら、吐はき出してください」

「……」

「わたくしでは力不足とお思いでしたら、レイバンでも大だい丈じよう夫ぶだと思います。大臣の皆みな様さまも、きっと親身になって相談に乗ってくださるでしょう」

　なぜなら、皆ジュリアンのことを敬愛しているから。

　無理をしてほしくない、少しでも苦労を減らして差し上げたい、自分にできることをしたい、と思っているから。

「共に、茨の道を歩みましょう」

　アリシアがいることで、ジュリアンの苦しみが少しでも緩かん和わされるなら。

　白く柔やわらかかった手が茨で傷つき、美しかったドレスがぼろぼろになっても、主君が少しでも楽に歩けるのならば、十分。

　それが、アリシアの幸せなのだから。

　ジュリアンの紫むらさきの目が、見開かれる。薄うすく開かれた唇で浅く呼吸をした後、彼は手を下ろしてアリシアに背を向けた。アリシアも何も言わず手を下ろし、若き王の背中を見守る。

「……明日あしたからは、いつも通りのジュリアンに戻もどる」

「はい」

「……今夜起きたことは、君の胸の中だけに隠かくしておいてくれ。僕だって、見み栄えは張りたいからな」

　そう言って振り返ったジュリアンは、いつもの不敵な笑えみを浮うかべていた。

　無理をしているわけではない、彼らしい笑顔を見、アリシアは微笑ほほえんで頭を垂れた。

「はい。……陛下の仰おおせの通りに」
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　庭園には、庭師が丹たん誠せい込めて世話をした薔ば薇らが咲さき乱れている。赤、白、黄色、ピンク色。中には、最近研究者が開発した緑色っぽい花弁を持つ珍しい薔薇も咲いていた。

　薔薇園の中央に佇む白銀のガゼボには、小さな紫むらさき色いろの花を付ける蔓つるが絡からまっている。花々が見守る中、ガゼボでは一組の男女が語り合っていた。

　男性は、黒くろ髪かみに紫色の目の若者。切れ長の目を細め、テーブルに肘ひじを突ついて目の前にいる女性を見つめていた。彼の好きな色であるモノトーンでまとめられた衣装は上質な仕立てで、簡素な意い匠しようであることが却かえって、彼自身の魅力を引き出しているようだ。
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　対する女性は、亜あ麻ま色いろの巻き毛を持つ美少女。初夏の空と同じ晴れ渡わたった水色のドレスを纏まとう彼女は頰ほおを赤らめ、熱心に目の前の男性に語りかけている。

　薔薇園に佇たたずむガゼボ。

　その中で語り合う美男美女。

「……最っ高の構図だわ！」

　──そんな彼らを少し離れたところから見守る、怪あやしい集団。

　ドレスを汚さないようマットを敷しいた地面に座り込んでいる淑しゆく女じよは、生いけ垣がきの隙すき間まからガゼボの様子を窺うかがい、興奮した声を上げた。

「なんて絵になる光景──私が求めていたのは、こういうのよ！」

「確かに、微笑ましいカップルって感じがするわね」

「あんたら、傍はた目めから見たらただの不ふ審しん者だぞ」

　地面に座る淑女たちのために日ひ傘がさを差しているレイバンは、やれやれと肩をすくめた。

　今、ジュリアンは令嬢との会談の真っ最中である。周りに控ひかえるのは護衛の騎士や世話係の侍じ女じよだけなので、会談の場を設けた張本人であるもののアリシアは近くで観察することはできない。

　よって、興味津しん々しんのカレンに誘さそいを掛かけ、面めん倒どうくさそうな顔をするレイバンを引きずり、少し離れたところから顚てん末まつを見守ることにしたのだ。

　カレンにはお得意の速記でメモ係を任せ、アリシアはオペラグラスを覗のぞき込んでジュリアンの様子を見守る。不審者と言われようと何だろうと、気にしない。

　ジュリアンと令嬢たちの会談の場──別名「陛下と令嬢を相思相愛にしよう作戦」──は官かん僚りようや貴族たちからの評判もおおむね良好で、アリシアたちが仕上げたスケジュールや報告書はすぐに皆みなの了りよう承しようを得ることができた。彼らも、即そく位いしてからというもの連日仕事漬づけの主君に出会いの場を設けたいと思っていたようだ。

「ご令嬢は皆大喜びだし、陛下もまんざらでもなさそうね」

　ふふふ、とアリシアは歓かん喜きの声を抑おさえることができない。

「これまで陛下に、出会いや交流の場がなかったのがまずかったのよ。女性と触ふれあう機会がなかったから、一番近くでうろうろしていた私にばかり意識を向けてしまっただけよ」

「そんなに単純な話か？　確かに陛下は楽しそうにしてるけど、アリシアと一いつ緒しよのときとはちょっと違う気がするんだが」

「日傘がずれるから動かないで、お兄様」

「動かないでって……もう開始してから何時間も経たってるんだぜ？　俺、そろそろ腰こしが逝いっちまいそうなんだけど」

「これも鍛たん錬れんの一つと思ってくださいな」

「もうちょっとお願いね、レイバン。あと三人だから」

「……あんたら、不審者じゃなくて悪女だったのか」

「お兄様うるさい」

「話が聞こえないから、ちょっと黙だまってて、レイバン」

「……かしこまりました」

　口が達者なレイバンも、本気になった女性陣じんには勝てなかったようである。




　ジュリアンと令嬢の会談が日程通りに終わった翌日、アリシアは令嬢たちを集めた。

「昨日は大変お世話になりました。穏おだやかな時間を過ごされたと、護衛や侍女から伺うかがっております」

　オペラグラスを持ってつぶさに言動を観察していました、なんてことは胸の中に秘ひめておき、アリシアは満面の笑みで皆に言った。

　最初に反応を見せたのは、公こう爵しやく令嬢クリスティーナ。彼女はくるくるの癖くせのある髪を搔かき上げ、満足そうに微笑んだ。

「ええ。陛下、たいそう乗り気でわたくしたちの話を聞いてくださったのですよ」

「そうですわ。会談の場を設けてくださったアリシア様に、感謝いたします」

「有意義な時間を過ごすことができました」

　侯こう爵しやく令れい嬢じようマーガレットや他ほかの令嬢たちも口々に感想を述べる。

　皆の表情を見る限り、会談は大成功のようだ。

（……よし、計画通りだわ！）

　内心ではぐっと握にぎり拳こぶしを固めながら、アリシアは努めて淑しとやかに微笑んだ。

「そうでしたのね。皆様は、陛下とどのようなお話をなさったのでしょうか？」

「わたくしは陛下に、恋こいする女性はいらっしゃらないのかお尋たずねしました」

　マーガレットの言葉に、皆は一いつ斉せいに目を丸くした。

「まあ……マーガレット様は勇気がおありですのね」

「わたくしは、『お会いできて光栄です』としか申せませんでした」

「それで、マーガレット様のご質問に陛下は何と？」

　クリスティーナが問うたので、他の令嬢に混じってアリシアもごくっと唾つばを吞のみ、マーガレットの顔に注目した。

　するとマーガレットは豊かな胸を張り──そして一いつ瞬しゆんだけ、試ためすような眼まな差ざしをアリシアに向け──朗々と言った。

「『そういう女性は特にはいない』とのことでした」

　マーガレットの言葉に。

　ああ、よかった、と令嬢の誰だれかが安あん堵どの息をつく。

　アリシアの方をちらっと見た後、そうでしたのね、安心しましたわ、と嬉うれしそうに言っている者もいる。

（……ジュリアン様は、私に恋をしていない）

　すとん、とその言葉は、アリシアの胸に落ち着いた。

「きっとそうだろう」とは思っていた。だがマーガレットの発言により、それが照れ隠しでも何でもない事実なのだと明らかになった。

（恋をしているから王おう妃ひにしたいわけじゃない。ジュリアン様がお望みなのは、私の能力のみ）

　それならば確かに、公務や外交などでも王に同行する王妃になれば、ジュリアンとしてもありがたいだろう。

　……先日の夜、感情を露あらわにし、心の内を吐はき出してくれたジュリアン。

　アリシアも自分なりに彼を励はげましたつもりだが、もっと優やさしく彼を包み込み、慰なぐさめ、心の支えになってくれる令嬢が現れるはず。そうすればきっと、夜に一人でやるせない思いに身を揉もむこともなくなるはずだ。

（この交流会によって、ジュリアン様にとって大切な方が現れますように）
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　令嬢たちを見送ったアリシアは、執しつ務む室に向かった。

　事前予約を取っていないので「また後日に」と追い返されても仕方がないと思いつつジュリアンとの面会を申し入れたのだが、侍じ従じゆうはすぐに部屋に通してくれた。

（もしかして、私が来ると予想して時間を空けてらっしゃったのではないかしら）

　予想通り、執務室で待っていたジュリアンは晴れやかな表情でアリシアを出で迎むかえた。

「やあ、アリシア。今日は令嬢たちとお茶会だったそうだね」

「ええ。昨日の交流会について、皆みな様さまからよいお返事をいただけました」

「そうか。君が一いつ生しよう懸けん命めい計画を立てたのだから、僕も頑がん張ばらせてもらったよ」

「ええ。……して、陛下。今回お会いになった令嬢の中に、気になった方はいらっしゃいますか？」

　そわそわとアリシアが振ふると、ジュリアンは目を丸くして数秒黙った後、ふっと微笑ほほえんだ。

「……ああ、そうだね。何人か、気になっている女性がいる」

「まことですか！」

　アリシアは思わず身を乗り出した。

　令嬢たちは積極的に自分を売り込んでくれたようだが、誰を選ぶかの決定権は主にジュリアンにある。多少は大臣たちの意見も聞くだろうが、ジュリアンが「絶対嫌いやだ」と言ったなら彼らだって無む理り強じいはしないはずだ。

　メモ魔まのカレンのようにいつでもメモ帳とペンを持っているわけでもないので、しっかり脳みそに刻み込んでおこう、とアリシアは気合いを入れ、ジュリアンに重ねて尋ねる。

「そ、それはどちらのお方ですか？」

「うん。まずはサムエル公爵令嬢。彼女の実家は最近、領地に新たな交易路を通した。前々からサムエル公爵領に主要な交易路がほしいと思っていたんだが、公爵令嬢が持ち込んだデータによれば、交易路開通にかかった費用と開通後の収益を照らし合わせると、早くも効果が現れたことが判明した。近いうちに公爵を招き、さらなる交易路開通の相談をしたいと思っている」

「はい」

「それから、メイシー侯爵令嬢。我が国は近年、植物の品種改良に取り組んでいるけれど、メイシー侯爵からは多額の寄付金をもらっている。マーガレット嬢じようの兄も植物学に関心を示しているそうだから、今後もさらなる品種改良のために是ぜ非ひ話を伺いたいと考えている」

「……はい」

「それからロビィ子爵令嬢。あそこの領土は狭せまい方だが、最近ワイン醸じよう造ぞうに着手しているらしく──」

　これはどういうことだ、とアリシアはジュリアンの言葉に相づちを打ちつつ思う。

（……私が求めているのは、そういうことではないのだけど）

　もちろん、諸領主たちの経営方針や改革計画に耳を傾かたむけ、関心を持つのはよいことだ。だが贅ぜい沢たくを言うならば、今聞きたいのはそういう方面の話ではない。

「……あの、陛下。発言してもよろしいですか」

「もちろんだよ。どうぞ」

「交流会を通して陛下が諸貴族の経営に関心を持たれたのは、わたくしとしても非常に嬉しいことです。ただ……できるなら、ご令嬢本人に関して何かご意見を伺えたらと存じます」

「ん？　皆みな美しかったよ」

　だからどうした、とばかりのあっさり具合で、逆にアリシアの方が拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　アリシアが声を掛かけたのは、みずみずしくて美しい令嬢十数名。容よう貌ぼうの美しさ、腰こしの細さ、まつげの長さ、胸の大きさなどの見目はもちろん、洗練された仕草に見事な話術、蜂はち蜜みつのように甘い声と心地ここちよい笑い声など、美点を挙げればいくらでもあるというのに。

（それら全すべてひっくるめて、「皆美しかった」で終わりなの……？）

　とりわけ気合いを入れていたクリスティーナやマーガレットが聞けば、さぞ落らく胆たんすることだろう。

「……えっとですね。陛下もご存じの通り、わたくしとしては陛下が恋をするようなお方を集めたつもりなのですが」

「うーん……皆才覚があって美しいし、自国の民たみとしては誇ほこれる令嬢だ。でも、僕の好みの女性は誰かと言われても返答に困るね」

「……さようですか」

　ずんっ、とアリシアの体がソファにめり込む。

　感かん触しよくは悪くないようだが、ジュリアンが激しい恋に落ちるような相手はいなかったということだ。

（なんてことかしら……これは、私の計画が甘かったということなの……？）

　一方、ジュリアンはそんなアリシアのつむじを見つめていた。眉み間けんに皺しわを寄せ、思案にふけっているかのような、気に入らないことでもあるかのような、何かに戸と惑まどっているかのような、様々な感情がない交ぜになった眼差しで。

　……やがて彼はふっと目元を緩ゆるめると、ベルを鳴らしてレイバンを呼んだ。

「アリシアも疲つかれただろうし、今日はゆっくり休むといい。明日あしたからまた、仕事を頼たのむよ」

「……かしこまりました、陛下」

　アリシアは席を立つ。いつもならば余計な一言を投げつけてくるレイバンだが、「まあ、ゆっくり休めよ」といやに優しい言葉を掛けてくれた。

「……どうしよう、レイバン」

「どうかしたか？」

「レイバンが私を労ねぎらってくれるなんて……明日、空から魚が降ってくるかもしれないわ」

「あんたって、結構失礼だよな」




「ただいま戻もどりました。……陛下？」

「ん？　……ああ、ご苦労だった」

　レイバンに声を掛けられたジュリアンは数度瞬まばたきし、いつの間にか執務室の入り口に立っていた護衛騎き士しの姿を目にして額を搔かいた。

「……アリシアの見送り、ありがとう」

「いえいえ。……陛下、俺が入ってきたことに気づいていなかったでしょう？　俺が狼ろう藉ぜき者だったら今いま頃ごろ、陛下の首と胴どう体たいがサヨナラしてましたよ？」

「……そうだな。少し、考え事をしていた」

　ジュリアンは指先をあごにあてがい、軽く上向いて天てん井じようを見上げた。

「……さっき、アリシアと交流会の話をしたのだけれど──なんとなく、すっきりしなくて」

「素行の怪あやしい令れい嬢じようがいるなら、俺がさくっと始末しますよ？」

「そういうわけじゃない。僕が特にどの令嬢にも強い関心を示さなかったことを伝えたら、アリシアが残念そうな顔をしていてね。それを見ていたら──なんだか、胸の奥がざわついて」

「ほう？」

　きらん、とレイバンの目が輝かがやいたが、彼から視線を逸そらしているジュリアンは気づかない。

「と言いますと？」

「アリシアが僕や国のために奔ほん走そうしているというのは嬉うれしいことだし、見ていて楽しい。だが……僕の妃きさきを必死で見つけようとする姿を見ていると、胸の奥がもやっとするようになった」

「ほっほー……なるほど。もしかすると、アリシアを落とす方法を変える必要があるかもしれませんね。陛下のもやもやを取り払はらうきっかけになるかもしれませんよ」

「……それもそうだな」

　やたらレイバンがにやにやしているのは気になるが、彼の言うことももっともなのでひとまず考こう慮りよに入れることにしておいた。

　ジュリアンは視線を下ろし──レイバンが手に封ふう筒とうを持っているのに気づいて、すっと目を細めた。

「レイバン。それは？」

「先ほど、俺の『オトモダチ』から預かりました」

『オトモダチ』なる言葉にジュリアンは目を見開き、その場にいた侍じ従じゆうを退出させてレイバンと二人きりになる。

　レイバンの言う『オトモダチ』とは、ただの友人ではない。

「……何か気になることでも？」

　姿勢を正したジュリアンが問うと、デスクを挟はさんで彼と向き合ったレイバンは頷うなずき、封筒から出した紙を差し出した。

「大半は恒こう例れいの報告なのですが、ちょっと引っかかる点がありまして」

　そう言ってレイバンが無言で、書類のある箇か所しよを指でなぞる。それを見たジュリアンの眉間に、皺が寄った。

「……なぜ今さら？　……いや、これはまさか──」

　ジュリアンが呟つぶやく。

　窓の向こうでは、うっすらと夜の色に染まりつつある夕暮れ時の空が、エンブレン城下町に薄うす暗ぐらい影かげを落としていた。
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　休日にアリシアが自じ邸ていの居間でくつろいでいると、ジュリアンからの手紙が届いた。

「陛下から……。急ぎの案件かしら」

　アリシアは籐とう編みの椅い子すから身を起こす。先ほどから門の前に立派な馬車が停とまっているのが見えており、身構えていたところだった。

（急な出仕の命令かもしれないわね……）

　だが使用人はペーパーナイフで封を切った手紙をアリシアに渡わたし、首を横に振ふった。

「出仕のご命令ではないそうです。ただ、手紙を届けにいらっしゃった王城の官かん僚りようはまだ表で待っておいでなので、できるなら今すぐ返事がほしいとのことです」

「……え？　そうなの？」

　アリシアは渡された封筒をまじまじと見つめた。

（これは……業務用の封筒ではないわね。国王の印も押されていないし）

　それどころか、隅すみに金の箔はく押おしで繊せん細さいな蔦つたと花の文様が描えがかれている。宛あて名なの「アリシア・スチュワート嬢じようへ」の文字も業務用耐たい水すい性インクではなく、高級なブルーインクを使い、繊細なタッチで記されていた。

（しかもこれ、官僚の代筆じゃなくてジュリアン様の直筆だわ……）

　おそるおそる便せんを取り出す。こちらも量産型のざらざらした硬かたい紙ではなく、薄うすく柔やわらかな上質紙で、花の汁しるでほんのり薄うす紫むらさき色いろに染められている。

　二つ折りになっていた便せんは一枚のみで、記されている内容もそれほど多くはなかった。







　ざっと文面をあらためたアリシアは、侍じ女じよに茶を淹いれるよう命じた。湯が沸ふつ騰とうするのを待つ間、アリシアは何度も文面を読み返す。

（これって、恋こい文ぶみ──じゃないわね）

「王おう妃ひになってほしい」と真顔で言ってくる人にしてはぎこちない文面。「恋文」という段階にすら届いていないような、微笑ほほえましささえ感じられる「手紙」だった。

　アリシアはテーブルに便せんを広げ、使用人に筆記用具を持ってこさせた。いつ手紙を書くことになってもいいように、何種類ものレターセットを常備しているのだ。今回はその中から男性に送っても差し支つかえがなさそうな、この新緑の季節にぴったりな若草色のものを選んだ。

（まさか、ジュリアン様直筆のお手紙が送られてくるなんて……）

　仕事上の連れん絡らくならともかく、個人的に送られるとは思っていなかった。

　普ふ通つうの貴族の令嬢だったら、年とし頃ごろになればあちこちの貴公子から恋文が送られてくるものだ。返事をするとなっても、令嬢本人がペンを執とるよりも代筆させることの方が多い。本人の肉筆で書かれるのは、相手の貴公子に対して本気になっているという証あかしでもあるのだ。

（そんなのも、恋れん愛あいの過程をすっ飛ばして結けつ婚こんした私にとっては、未知の世界だったわ）

　令嬢たちは返事を書く際にも、遊びで付き合おうとか、父親同士の事業のために返事を書こうとか、本命に振り向いてもらえなかったときのスペアとして唾つばを付けておこうなどと画策するのだという。皆みな、恋愛に関して妥だ協きようしたりしないのだ。

　──ということを話には聞いていても、自分が恋文を受け取ることは今までなかった。結婚してから淑しゆく女じよ教育を受けているときに男性への手紙の書き方も習った際、「こんな能力を発揮する日が来るのだろうか」と思っていたのだが、人生何が起こるか分からないものである。

　返事の内容に悩なやんだのはほんの数秒で、アリシアの手は自分でも驚くほどなめらかに動いた。

（それにしても、やっぱりジュリアン様はお上手ね。私にとって、言われて嬉しい言葉を見事に選んでしまうのだから）

「尊敬している」「信頼している」──それは、ジュリアンの力になりたい、役に立ちたい、頼たよってほしい、と思っているアリシアにとってこれ以上ないほめ言葉であり──同時に、殺し文句でもあった。

（でもいきなりどうして……あっ、さてはこれも、私を「落とす」ための作戦なのかも……？）
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　先日も、薄く笑えみを浮うかべて「まだ降参しないの？」と言ってきた彼にしては、なかなかの変化球だ。だが彼の側には、おもしろいことと楽のできることが大好きなレイバンがいる。彼の入れ知ぢ恵えかもしれない。

（だからといって、やられっぱなしにはならないわ）

　先日のお見合い計画はジュリアンのペースに巻き込まれてしまったが、どうやっても彼に勝てないわけではない。確かにジュリアンは知恵が働くし弁が立つが、その正体はまだ少年の面おも影かげを残す十七歳の若者だ。

　ジュリアンとて、何にも動じぬ超ちよう人じんではない。それはアリシアもよく分かっていた。





　拝はい啓けい陛下。

　そう簡単には、落とされませんよ？
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　ジュリアンと手紙のやり取りをした翌朝、いつものように女によ官かんの装いで執しつ務む室を訪おとずれたアリシアは、ジュリアンの笑顔に迎むかえられた。

「おはようございます、陛下」

「おはよう、アリシア。今日はとてもいい天気だな」

「曇くもりでございます」

「そうじゃない。僕の心の中は、雲一つない快晴なんだ」

「それはそれは……」

（妙みようにご機き嫌げんがよろしいわね）

　主君の機嫌がいいのは、悪いことではない。だが、薄い笑みが基本である彼にしては、感情を露あらわにした無む邪じや気きな笑みであるのが不思議だ。

　先に執務室に到とう着ちやくしてスケジュールの確かく認にんを行っていたレイバンが、二人のやり取りを耳にしてさっと顔を上げた。案の定、彼の琥こ珀はく色の目は好物を目の前に吊つり下げられた猫ねこのようにらんらんと輝かがやいている。

　そしてジュリアンが隣りん室しつにいる官僚のもとに話をしに行った隙すきに、驚くべき速さでレイバンがアリシアとの距きよ離りを詰つめてきた。

「近いわよ、レイバン」

「まあそう言うなって。……なあ、レイバン君の耳寄り情報、聞きたくないか？」

「無料なら教えてちょうだい」

「もちろんだとも。……あのな、陛下は昨夜、あんたからの手紙を受け取ってからずーっとあの調子でご機嫌なんだよ」

「……私からの手紙？」

「あんたからの手紙」と言われて思い当たるのは一つだけだ。

「確かに手紙のやり取りはしたけれど、世間話の延長みたいな内容よ」

「甘いなぁ、アリシアは。陛下はな、あんたが事務連絡じゃないその『世間話の延長みたいな内容』の手紙を返してくれたことが嬉うれしくて嬉しくてたまらないんだよ」

「……まさか」

　アリシアはいつの間にか肩かたにこもっていた力を抜ぬき、疲つかれたように笑った。

「陛下はあんなにさらっと私に求きゆう婚こんしてくるお方なのよ。そんな陛下が私の手紙ごときであそこまで表情を崩くずされるわけないわよ。レイバン君の情報も、たいしたことがなかったわね」

「えー、俺の目に狂くるいはないのに」

「次回はもっと有益な情報を期待するわ」

　アリシアはつんとそっぽを向き、官僚との話を終えて執務室に戻もどってきたジュリアンを迎えた。

「そろそろ始業時間でしょうか」

「そうだね。君のかわいらしい顔を見ていたら、今日も一日頑がん張ばろうって思えるよ」

「……」

　今、この青年は何を言ったのか。

「アリシア？」

「……いえ、何でもないです」

　今のはきっと、聞き間ま違ちがえたのだろう。そう信じることにした。




「あら」

「あらまぁ」

「ごきげんよう、アリシア様」

「お仕事、お疲れ様です」

　アリシアも歩けば令れい嬢じようと遭そう遇ぐうする。

　届け物をした帰り道。季節の花が咲さき乱れる庭園を上階から愛めでようと思って、いつもとは違ちがう道を通ったのが間違いだったようだ。

　王城三階の渡わたり廊ろう下かは、庭園に降りずとも色とりどりの花であふれていた。どれも、アリシアより若くてみずみずしく、化け粧しようも服装もばっちりの年頃の花である。

　回かい避ひを早々に諦あきらめたアリシアは観念して足を止め、スカートの裾すそをつまんでお辞じ儀ぎをした。

「こんにちは、皆みな様さま。本日はあいにくの曇どん天てんですが、皆様がいらっしゃると、この廊下にだけ日光が差し込んできたかのように眩まぶしいですわ」

「あら、お褒ほめの言葉ありがとう」

　そう言ったのは、初夏の太陽のような淡あわい色合いのドレスを着た侯こう爵しやく令嬢マーガレット。その隣となりにいるのは公爵令嬢クリスティーナで、二人を取り囲むように位置している令嬢全すべてに見覚えがあった。皆、交流会に参加した令嬢たちだ。

「お仕事中ごめんあそばせ。少々お時間いただいてもよろしいでしょうか」

　来たか、とアリシアはクリスティーナの申し出を聞いて腹に力を入れ、鉄てつ壁ぺきの笑顔で頷うなずいた。

「はい。今届け物が終わったところなので、少しであれば」

「……わたくしたち、先ほどサロンで編み物会をしておりましたの」

　クリスティーナに言われ、そういえば今日は応接間の一つを令嬢たちが借り切る予定になっていたと思い出す。見ると、彼女らの背後に控ひかえる侍じ女じよたちは、毛糸玉やかぎ針が覗のぞく手て提さげ籠かごを持っていた。

「そのときに編み物をしながら、アリシア様と陛下の話になりまして」

「わたくしたち、最初はあなたと陛下の仲を疑っておりました。でもあなたがすばらしい交流会を企き画かくしてくださり、わたくしたちも陛下と一対一でお話しすることができました。この機会を無む駄だにするまいと、王おう妃ひになるために努力してきたのです」

　うんうん、とアリシアは心の中で激しく首を縦に振ふる。

　クリスティーナやマーガレットたちが自分磨みがきをしていることも、ジュリアンに手紙を送っていることも、アリシアはよく知っている。手紙の選別だけはアリシアがしたが、ジュリアンも「返信したよ」と言っていたので間違いない。

　だが──それだけ活動していると言うわりに、令嬢たちの表情はどことなく浮かない。だんだんとアリシアも不安になってきて、やがてはっと気づいた。

「……あ、あの。さてはわたくしの企画に何か不備でもございましたか？」

「いえ、そうではありませんの。ただ──」

　ねぇ？　とクリスティーナに問われ、ねぇ？　とマーガレットも頷く。何のことだろうか。

「……以前わたくしは陛下に、恋こいする相手がいらっしゃるかお尋たずねしました」

「ええ。確か陛下のお答えは、『そういう女性は特にはいない』だったのですよね」

　アリシアが答えると、マーガレットはこっくり頷いた。

「そうです。ですから正直、あなたがわたくしたちのライバルになることはないだろうと思っていました。陛下は主君として臣下のあなたを評価しているだけで、そこに恋れん愛あい感情はないと」

「しかし、あれから陛下のご様子を拝見していたのですが……どうもそうではないらしいと思うようになりました」

　別の令嬢の指し摘てきに、アリシアはどきっとして彼女を見つめる。

「そうではない……とは？」

「わたくしたち、陛下の日常を観察してきましたの」

「練兵場で訓練風景を眺ながめ、廏うまやで愛馬の世話をなさるお姿を拝見し、書庫で資料探しをなさるお姿を窓から見守ってきたのです」

　令嬢たちの行動力、凄すさまじい。カレンもなかなか活発な女性だとは思っていたが、もしかしてアリシアが思っている以上に、世の中の令嬢は根こん性じようがあるのではないだろうか。

「その際、陛下が騎き士しや官かん僚りよう、大臣たちとお話をされるときもありましたが──アリシア様、よろしいですか？　陛下はですね、あなたの話題になったとたん、明らかに表情が変わりましたの」

「……は、はい？」

　無礼で不作法だとは分かっていても、間ま抜ぬけな声が出てしまった。

（私の話題になったら、ジュリアン様の表情が変わる──？）

「……どういうことでしょうか」

「わたくしたち、考えましたの。陛下は御おん歳とし十六歳でアレクシス様の跡あとを継つがれました。頼たよれるご家族もいらっしゃらない中、この一年間を乗り切られた陛下のご心労はいかばかりでしょうか。そんな陛下をお側そばでお慰なぐさめすることこそがわたくしの使命だと思っております──いえ、思っておりました。でも、それが陛下のためになるのでしょうか」

　マーガレットが熱弁を振るうのを、皆は熱い眼まな差ざしで見守っている──が。

（……これ、どういうことなの？）

　アリシアの指先がふるふる震ふるえる。なんだか、自分にとって非常に困った方向に物事が進んでいるような気がしたが、一度火の付いた令嬢を止める勇気はアリシアにはなかった。

「陛下は、十七歳という若さでエンブレン王国を背負ってらっしゃいます。これまで様々なものを犠ぎ牲せいにし、ご自分のお気持ちよりも国のことを考えてこられたのですから、せめて王妃くらいは陛下に選ばせて差し上げては──と思うようになったのです。……ねぇ、アリシア様？」

「ひえっ」

　異様な光を湛たたえる双そう眸ぼうにじろりと見つめられ、アリシアはひっくり返った声を上げてしまう。「いや、そんなことないでしょう」と言おうと口を開いたが、十数対の目に見つめられると、喉のどまで出かけた言葉はそのまま心臓まで戻ってしまった。

「陛下がアリシア様について語るときの眼差しを見ていて、思ったことがございますの」

「は、はい」

「アリシア様は気づかれていないようですが、陛下はアリシア様に格別の想おもいを抱いだいていらっしゃるご様子です」

「はい？」

「となれば、身分や年ねん齢れい、体型や容姿云うん々ぬんを差し置いても、陛下にふさわしいのはアリシア様なのではないかとわたくしは思うようになったのです」

「……は、はい？」

　さりげなく自分の見た目にケチを付けられたような気がするが、それは置いておいて。

　マーガレットの言葉に、それまで険しい顔をしていたクリスティーナも考え考え言った。

「……陛下のお気持ちを最優先するのであれば、陛下が格別の感情を抱かれる女性を王妃にすべき。つまり、陛下のことを公務面でも精神面でもお支えできるアリシア様が王妃になるべきだと、わたくしたちは考えましたの」

「え？　でも、陛下は──」

（確かに私に求きゆう婚こんしたけれど、「格別の想い」って……？）

　改めて彼の言動を思い返してみても、「王妃になってほしい」とは言われても、「好きだ」とか「愛している」なんてことを言われた覚えはない。

　アリシアとしても、軽々しく愛の言葉を口にするような相手は信用ならない。だから「そういうものか」と思っていたのに、ジュリアンはよそではアリシアへの思し慕ぼの欠片かけらを見せているというのか。

（……いや、問題はそこじゃないわ！）

「あ、あのですね。わたくしは王妃になるべき女では──」

「それでですね、アリシア様」

「あ、はい」

　どうやらアリシアに意見を述べる権利はないようだ。

「わたくしたちも熟考の末、わたくしたち国民を守ってくださる陛下の幸せこそ、わたくしたちの幸せだと考えましたの。陛下の幸福を一番に考えるのでしたら、アリシア様が王妃になるのが一番。なんならわたくしたちは寵ちよう妃ひでも構いません」

「えっ、そこは構ってくださいよ……」

「そんな贅ぜい沢たく申せませんわ！　わたくしたちとて、人を見る目を持っている自覚はあります。そして陛下の儚はかない恋心を叶かなえて差し上げるのが貴族として、国民としての義務だと思いました」

「そういうことでわたくしたち、あなたの噂うわさを皆に広めておりますのよ」

　自信満々に胸を張ったマーガレットの言葉に、とうとうアリシアは外面を取り繕つくろうこともできず、愕がく然ぜんと目を見開いた。

（私の噂を……はい？）

「……そ、その、それはどういうことでして？」

「言葉の通りです。陛下は忠実な臣下であるアリシア・スチュワートに恋をしておいでのようですが、二人の恋は前ぜん途と多難。国民としては、十七歳という若さで一国を背負う陛下の幸せのため、応おう援えんすべきではないか──と」

　それは何という、恋愛小説的展開だろうか。昔ラーラに貸してもらった小説の中に、これとそっくりのストーリーのものがあった気がする。確か、その年にもっとも売れた書しよ籍せきの一つだったと言っていた。

（広めてるって……ええ？）

　ここで、国民の立場になって考えてみよう。

　十六歳で即そく位い、現在十七歳の若き国王陛下。

　国民は彼の治世に感謝しつつも、そろそろ妃きさきを迎むかえてもいいのではないかと思っている。

　そんな中もたらされたのは、「陛下が女によ官かんに恋をしているらしい」という噂。

　肉親を喪うしない、孤こ独どくの中で執しつ務むに励はげむ国王陛下。彼に想う君がいる。

　数年前に流行はやった恋愛小説そっくりの展開を目まの当たりにした、国民たちは──

（間ま違ちがいなく、大乗り気で噂を広めるわ！）

　アリシアだって、当事者でなく一いつ般ぱん市民だったら喜んで噂話に飛びついただろう。そして今いま頃ごろ、ラーラに貸してもらった例の小説はこれ幸いとばかりにアオリを付けて売り出されていることだろう。間違いない。

　だが、当の本人である以上は手放しで喜ぶわけにいかない。

「そ、そんなものを広めてどうするのですか──」

「どうするって……全員で応援するだけでしょう？」

「わたくしたちは陛下から一番の愛情を得られずとも、寵妃になれれば幸い。もし陛下がアリシア様以外の妃を迎えられなかったとしても、交流会で陛下とお話ししたことは無む駄だではありませんわ。今後我が家を積極的に登用してくださるよう働きかけるなり、よい嫁とつぎ先を斡あつ旋せんするなりしてくだされば、わたくしとしては大満足ですもの」

　荒あれ狂くるう波のような社交界を生き延びてきた令れい嬢じようたちは、かなりたくましいようだ。

「そういうわけで、わたくしたちは応援していますよ」

「できれば我がメイシー侯こう爵しやく家をご贔屓ひいきに、と陛下にお伝えくださいませ」

「ああ、抜ぬけ駆がけはずるいですわ、マーガレット様！」

「アリシア様、王おう妃ひになられた暁あかつきには、わたくしたちのこともよろしくお伝えくださいませ！」

　令嬢たちに力強くもしたたかな言葉を掛かけられたアリシアだが、既すでに魂たましいは半分以上抜け出ていたのだった。




（……なんということなの）

　執務室に戻もどったアリシアは、昼休きゆう憩けいになったとたんにぐったりとソファに伸のびてしまった。

　届け物の帰りに花を愛めでようとしたら、別の花と遭そう遇ぐうしてしまった。それはどれも美しいが、アリシアの胸に凄すさまじい衝しよう撃げきを与あたえていくというとんでもなくアクティブな花だった。

「おーい、アリシア。飯のことだけどよー」

　同じく昼休憩時間になったレイバンに声を掛けられ、アリシアは近くにジュリアンがいないのをいいことにテーブルに伏ふせたまま、両手でバツの印を作る。

「……ちょっと今は食べられそうにないわ」

「あー、そうじゃないんだ。さっき大臣たちが、あんたと飯を食いながら話がしたいって言ってたんだ。もう準備もしているらしいから、特別な用事がない限り来てくれって」

「大臣たちが？」

　アリシアはだるい体に鞭むち打うち、上体を起こした。大臣たちの命令であれば、少々気分が落ち込んでいるからといって断ることはできない。

（でも……嫌いやな予感しかしないわ）

　これまでの経験上、大臣たちから「食事を摂とりながら相談したいことがある」と提案されて、和なごやかな時間を過ごせた例ためしがなかった。財務部のやらかした決算書の計算間違いの尻しりぬぐいをしたり、騎き士し団で起きている異い臭しゆう騒さわぎの解決策を講じたり、厨ちゆう房ぼうで発注ミスが起きたために届いてしまった大量の食材の始末を考えたりと、料理をおいしく食べられないような案件ばかりを持ってこられるのだ。

（さて、今日はどこの誰だれがやらかしたことの報告会になるのかしら……）

　空腹を訴うつたえる腹に力を込め、アリシアは侍じ従じゆうに案内されて続き部屋に向かう。そこでは既に昼食の仕し度たくが調ととのっており、甘あま酸ずっぱいフルーツドレッシングの掛かったサラダに、バスケットに山盛りの焼きたてのパンが待っていた。

　既に着席していた大臣たちに挨あい拶さつをして席につくと、すぐに黄金こがね色のスープが皿に注がれた。給きゆう仕じが「川魚の香こう草そうチーズ焼きをお持ちします」と告げたため、アリシアは眉まゆ根ねを寄せる。

　スープも魚の香草チーズ焼きも、アリシアの好物だ。

（……私の好物ばかりって時点で、もう嫌な予感しかしないわ）

　今までもそうだ。大臣たちは提示する案件が難題であればあるほど、アリシアの好物をそろえたメニューを設定するのだ。食後には、アリシアの大好きなイチゴのババロアがやってくるだろう。間違いない。

「さて……先日の交流会は大だい盛せい況きようだったようで、アリシア殿どのの手しゆ腕わんには誠まことに恐おそれ入る」

　食事が始まると同時に大臣に言われ、アリシアは素す直なおに頭こうべを垂れた。

「いえ、これも助言してくださった皆みな様さまの存在があってこその成功です」

「謙けん遜そんすることはない。……実は、アリシア殿の名は既に城下町で広まっていてな」

　まさかの、追つい撃げきである。

　アリシアはスープでむせることだけはなんとか避さけ、口元をナプキンで拭ぬぐいながら大臣たちの顔を順に見み渡わたした。

「……えっと、わたくしも先ほどご令嬢たちから伺うかがったのですが……その噂を放置してもよろしいのでしょうか」

　アリシアは指し摘てきしたが、大臣たちは互たがいに顔を見合わせ、全く同じ動きで首を傾かしげた。五人兄弟というわけではないのだが、長年同じ職に就ついているからか、彼らの動きはやたらそろうことが多い。

「放置も何も、わざわざ規制する必要もなかろう」

「根も葉もない出任せであればともかく、こちらに報告された内容をまとめた限り問題はない。陛下やアリシア殿にとって不利益になるような話であればこちらも対策を講じねばならんが、むしろ国民を活気づけるきっかけになっている」

「そ、そんな他人ひと事ごとのように──」

「国民たちにとっては他人事であり、我々にとっては国家としての一大事である。陛下が妃を迎えられるとなっても、一市民からすれば雲の上の話。むしろ国家安あん泰たいの礎いしずえになるのであるから、吉きつ報ぽうだと捉とらえてもおかしくなかろう」

　それはアリシアも考えていたので、ぐうの音も出ない。

（……いいえ！　今のところ噂は国内で広まっているのみ。国内の令嬢が対たい抗こう馬になってくれないのなら、もっと広いところまで手を伸ばすのみよ！）

　くじけそうになった己おのれの心に活を入れ、アリシアは大臣たちをきりっと見み据すえた。

「……王妃選定となれば、国内の事情だけで進めることはできないはずです。国家間の繫つながりを強めるために、他国の王おう侯こう貴族と婚こん姻いん関係を結ぶのはいかがでしょうか」

　これまでは、「国内の他ほかのご令嬢と恋こいに落ちればいい」と思っていたので口にはしなかったが、エンブレン王国近きん隣りんの国家から花はな嫁よめを迎えるという手もある。

「政略結婚の例は多数ございますが──たとえば、第十二代国王アドルフは海産資源豊富なバッサーニ北方諸国の王妹を王妃にし、ご自身の妹のヒルデガード姫ひめをバッサーニ王に嫁がせました。そのことが、バッサーニ産の鉱石をコンスタントに輸入する礎になったのです」

　つまり、とアリシアは緑色の目を細めて腹の底から声を発する。

「国内の貴族でなくとも、エンブレン王国をより豊かにするために他国の姫との政略結婚を考こう慮りよしてもよろしいかと存じます」

「却きやつ下か」

「なぜっ!?」

　発言後一秒で提案を却下されたアリシアは目を剝むくが、大臣たちは食事の手を止めることなく順に述べた。

「政略結婚は、陛下のご意志に背そむくことになるからだ。陛下に想おもう君がいないのならばまだしも、今の陛下はアリシア殿に格別の想いを抱いだいている。だというのに陛下の恋心を殺し、顔も知らないような姫と婚姻せよと進言するのか？」

「それに、国境を越こえた婚姻が必ずしも利益を生むとは限らん。アリシア殿は気軽に政略結婚を提案したが、エンブレンと相手国両方にとって利益を生むような婚姻を成立させられなければならん。陛下は、エンブレンだけ利益を啜すすり取れるような関係は望まれなかろう」

「今こん日にちのエンブレンと他国の情勢を見る限りでは、早急に王族同士の婚姻関係を結ばねばならないような事案は見つからん。陛下が結婚することのみを念頭に置いて事を進めて、後々悶もん着ちやくを起こすようなことがあってはならないのだ」

「それくらいならば、国内貴族と婚姻関係を結んだ方がよかろう」

「そしてできることなら、アリシア殿が王妃として陛下を末永くお支えするのがよかろう」

　一人がしゃべる間に他の四人が食事をする五大臣、見事なチームワークである。おかげで、彼らの皿が空っぽになってもアリシアは好物の香草チーズ焼きにナイフを入れることすらできていなかった。

（皆みなの言うことも、もっともだわ）

　もっともすぎて、自分が王妃になりたくないあまりに軽けい率そつに「他国の姫との婚姻関係を結んではどうか」と提案した己が情けなくなり、アリシアは赤い頰ほおを隠かくすように俯うつむいてしまう。

（……そうだわ。私は、ジュリアン様のお気持ちを一いつ切さい考えなかった）

　ジュリアンの側近を名乗っておきながら、浅はかであった。

　アリシアはぐっと唇くちびるを嚙かみしめると、深々と頭を垂れた。

「……仰おおせの通りでございます。軽率な発言をしてしまい申し訳ありません」

「構わん。アリシア殿はまだ若い。今回は我々しか耳にせぬことだったからよいものの、以後は気を付けるように」

「はい……」

「そしてできることなら、陛下の求婚をさっくりと受けるように」

「却下です」

　せっかくの料理が冷えてしまう前に、川魚にナイフを入れる。案の定冷めており、チーズが固まっていた。大臣たちが食べているときは、まだ少しだけ伸びていたのに。

「……まあ、求婚を受けるか受けないかは今はいいとして」

「アリシア殿も肝きもに銘めいじておかねばならないことがある」

　食後の茶を楽しんでいた大臣たちの視線を受け、アリシアは口元をナプキンで拭って姿勢を正す。

「先ほど述べたように、アリシア・スチュワートの名は城下町でも広く伝わっておる」

「それこそ、政界から縁えん遠どおい一いつ般ぱん市民にまで、な」

「中には、アリシア殿の存在を疎うとましく思う者もいるだろう」

　本日一番緊きん張ちようを孕はらんだ大臣の言葉に、アリシアはこくっと唾つばを飲み込む。

　──それは、アリシアもうすうす感じていたことだ。

　アリシアがジュリアンの寵ちようを受けているというのは、大半の国民にとっては我関せずのこと、もしくは手放しで喜べる話題だ。

（でも……私を排はい除じよしようとする者だっているはず）

　それは自分の娘むすめをジュリアンの妃きさきにしようと企たくらむ者だったり、エンブレン王家の弱体化を狙ねらう者だったり。今は近隣諸国と比ひ較かく的てき穏おだやかな関係を築けているとはいえ、他国からの間者が乗り込んでアリシアを狙ってくる可能性だってあるだろう。

　大臣たちに遅おくれて食事を食べ終えたので、アリシアの前にも茶と菓か子しが置かれる。ふるふる震ふるえるピンク色のババロア。予想通りである。

「……わたくしが王おう妃ひ候補だと知ると、狼ろう藉ぜき者が私の誘ゆう拐かいや暗殺を企くわだてるかもしれないのですね」

「十分に考えられることだ」

　大臣たちも重々しく頷うなずく。

「アリシア殿という存在は陛下にとっての安定剤ざいであるが、反面弱点にもなりうるのだ」

「アリシア殿が望んだことではないのは、我々とて重々承知しておる。だが……自分の身を大事にすることだ」

「……かしこまりました」

　アリシアは目を瞑つぶり、頭を下げた。

　緊張で身を固くするアリシアを、ババロアの優やさしいイチゴの香かおりが慰なぐさめてくれるようだった。




　食事を終え、アリシアがふらふらの足取りで部屋を出て行く。

　その場に残っていた五大臣は食後の茶をまったりと楽しみつつ、アリシアの背中を見送った。

「……アリシア殿どのも粘ねばられるものよな」

「しかし、すぐには折れないそういった気質が、陛下の心を摑つかんで離はなさぬのかもしれぬ」

「まっこと。陛下は気の強い年上の女性の尻しりに敷しかれるのがお好きなのかもしれぬ」

「……それにしても、最近の陛下の変化には我々も驚おどろかされる」

「そうだな。……陛下がアリシア殿に求婚をなさってからしばらく経たつが、陛下の中でも少しずつ変化が起きているようで、誠まことに嬉うれしい」

「恋心は人を強くする……といったものか。最近の陛下は表情が豊かになり、お優しくなられた。これはよい傾けい向こうだろう」

「うむ。これにより我々の胃痛も少しは緩かん和わされればよいのだが」

「無理だろう」

「無理だな」

　茶を飲みながら主君とその専属女によ官かんの話をする大臣たちは──孫の成長を見守る祖父の顔をしていた。
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　昼食時間に、大臣たちから忠告を受けた日の夕方。

　執しつ務む室の続き部屋のテーブルクロスに解ほつれがあったため裁さい縫ほうしていたアリシアは、終業時間を告げる声を耳にして腰こしを上げた──が。

「……アリシア。片づけが終わった後、少しだけ時間を取らせてくれ」

　背後からジュリアンの声が掛かかり、はっと短く息を吸う。

　なんとなく、仕事の後で彼に呼ばれそうだと予想していた。アリシアは裁縫道具を戸と棚だなにしまって繕つくろい途と中ちゆうのテーブルクロスをまとめると、ジュリアンの前でお辞じ儀ぎをした。

「……お待たせしました」

「座ってくれ。……城下町で君の名が広まっているということについて、話をさせてほしい」

　ジュリアンが提示した話題も、アリシアの予想通りだ。

　アリシアがおとなしくソファに座ると、ジュリアンはデスクに広げられていた書類を脇わきに退のけ、真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。

「……今日の昼食時間に、大臣たちから話は聞いているのではないか？」

「はい……わたくしが陛下の寵愛を受けており、王妃にふさわしいのではないか、という話が広まっている件ですね」

「そう。国民も僕の結けつ婚こんについては強い関心を持っていることだろう。君はスチュワート侯こう爵しやく家の者であり、身分ははっきりしている。多くの国民は君が王妃になったとしても反対はしないだろうし、他国の君主たちにも説明できるだけの材料もある。……ただ、全すべての人間が賛同してくれるとは限らない」

　重々しいジュリアンの言葉に、アリシアはゆっくり頷く。

「これから君にはいっそう、身辺に注意を払はらってもらいたい。城下町の視察に行く際には、いつもより警護を多くするなどの手配をしようと思う。……僕が君に求婚したからこそ、君に不自由な思いをさせてしまう」

「……陛下、それは──」

「だからこそ、僕は決して自分の発言を撤てつ回かいしたりはしない」

　ジュリアンをなだめようと思わず身を乗り出していたアリシアは、凜りんとした主君の声に息を吞のんだ。

　机上のランプの明かりを受け、ジュリアンの紫むらさき色いろの目が銅色に燃え上がって見える。

「君に求婚すると決めたからには、途中で心変わりなんてしない。君に害が及およばないよう手配し、よりいっそう警備を強化する」

「……わたくし一人のために、そのようなことは──」

「もちろん、最終的には君を守ることに繫つながる。だが城内や城下町の警備を強化するというのは、君一人ではなく皆みなのためにもなる。いっそ、僕が本気だということを皆に知らしめるくらいの勢いで進めればいい」

「それは……確かにその通りですが」

「アリシア、僕は君のことを活力源にはしても、弱点にはしない」

　はっきりと言い切ったジュリアンの言葉に大臣たちの忠告がよみがえり、アリシアはひゅっと息を吸った。

（彼らも、私の存在がジュリアン様の弱点になりかねないと言っていたわ）

　ジュリアンが何よりも優先するだろう存在。

　死ねば、ジュリアンを何よりも傷つけることができるだろう存在。

　ジュリアンはそれまでつり上げていた眦まなじりをほんの少し緩ゆるめ、儚はかない笑え顔がおでアリシアを見つめてきた。

「君が僕の求婚を受けてくれても受けてくれなくても、僕にとって君の存在は計り知れないほど大きい。だから、たとえ王妃にならなくても君を大切な臣下として守るよ。今回はただ、想定より早めに事を起こすだけ。君主が優ゆう秀しゆうな臣下を──国民を守るのは当然のことだろう」

「……詭き弁べんだと思われないでしょうか」

「思わせておけばいい。終わりよければ全てよし、だ」

　ほんの少しおどけたように言われたので、アリシアもついついくすっと笑ってしまった。

「……ありがとうございます、陛下」

「お礼なら、僕のお嫁よめさんになってくれればそれで」

「却きやつ下かします」

「それは残念。……でもまあ、君はこれまで通り僕の側そばにいてくれればいいよ」

「……かしこまりました。ただ、王妃にはなりませんからね」

「そうだね、そういう頑かたくななところもかわいいよ」

　ぽんぽんと調子よく言葉が交かわされている最中、突とつ如じよとして放ほうり込まれた「かわいい」。

「……っ！　陛下！」

「何か？」

　思わず声を上げたアリシアだが、対するジュリアンはかわいらしく首を傾かしげる。なんとなく、「この角度で傾げると愛あい嬌きようがある」と分かってやっているかのようなあざとさがあった。

「そ、その……陛下はわたくしのことをか、かわいいとか、そんなこと仰おおせになって──」

「かわいいと思う人のことをかわいいと言うのはいけないことなのかい？」

　さらっと返され、アリシアは答えに窮きゆうしてしまう。

　別に、悪いことではない。

　アリシアだって、褒ほめられたら嬉しい。

（でも、それはジュリアン様の言うべき台詞せりふじゃないわ！）

　アリシアは熱を放ち始めた頰ほおを隠かくすようにさっと扇おうぎを広げ、その隙すき間まからジュリアンの様子を窺うかがい見る。

　向かいの席に座る王様は柔やわらかい笑みを浮うかべ、アリシアを見ていた。それを見ていると、彼が口にした「かわいい」がお世辞ではなく、本心からの言葉なのだと分かり──どうしようもなく、気き恥はずかしくなってしまった。




（ジュリアン様、どうなさってしまったのかしら……）

　執務室を辞したアリシアは、きりきりと痛み始めた腹部を手で押さえた。護衛の騎き士しが「いかがなさいましたか？」と心配そうな顔をするので、苦笑いして手を振ふる。今日の護衛当番はレイバンの部下二人組だった。

「なんでもないわ。部屋に戻もどるので、護衛を頼たのむわ」

「はい、お任せを」

　アリシアとほぼ年の変わらないだろう若い騎士は一礼し、片方がアリシアの荷物を持って歩き出した。

（そういえば、彼らは私たちの関係をどのように思っているのかしら）

　自分の歩ほ幅はばに合わせてゆっくりと歩いてくれる騎士の後頭部を見て、ふとアリシアは思った。

　令れい嬢じようたちによって、ジュリアンとアリシアの関係は城下町まで広まっているという。当然城仕えの彼らの耳にだって入っていることだろう。

（レイバンや大臣たちはおおむね好意的に捉とらえていたけれど、全ての人がそうとは限らないわよね……）

　そんなことを考えていたが、前方を歩いていた騎士が足を止め、さっと片かた腕うでを伸のばしてアリシアの動きを止めた。

　あれっ、と思って足を止めた矢先──

「……ごきげんよう、アリシア・スチュワート」

（こ、この低くねちっこくてイヤミたっぷりの声は！）

　名を呼ばれたアリシアは、弾はじかれたように顔を上げる。そこには思った通り、蠟ろう人にん形ぎようも真っ青になるほど顔色の悪い男──ホプキンスがいた。

　おそらく今日も何か文句を言いに来たのだろう。いつもなら無理矢理笑え顔がおを取り繕うアリシアだが、今は目の前の不健康な男を見たとたん、ぱあっと視界が開けたように感じられた。

（そう、そうよ！　この人がいたのを忘れていたわ！）

　アリシアの行動全てを否定してくる、この、遭そう遇ぐう率のわりに意識に残りにくい男がいたではないか。

　ホプキンスは護衛に警けい戒かいされながら守られるアリシアを見、いつも通り鼻を鳴らした。

「……男に守られるしか能がないのならば、うろうろするな」

「ごきげんよう、ホプキンス様。あなたよりは腕わん力りよくがある自信がありますけどね」

「は？」

「あ、いえ。それより何かご用ですか？」

　ついつい本音を言ってしまった口を扇で隠しつつおほほ、と笑うと、ホプキンスは気持ち悪がるような目をアリシアに向け、持っていた資料をいらいらしたように手に打ち付けた。

「……おまえは、陛下とご令嬢の仲を取り持つために交流会を企き画かくしたのだろう。だが、現状をどう説明するのだ？　令嬢の大半はおまえの肩かたを持ち、陛下に想おもいを寄せられているという噂うわさが出回っている。……これは、どういうことだ？　さては全すべておまえの策略ではないのか？」

「策略だなんてとんでもない。わたくしはただ、陛下とご令嬢の関係が親密になるように取りはからっただけで──」

「そう言いながら、陛下の寵を受けているではないか？　そしてそんな自分に酔よい、陛下に選ばれるわけがないと分かっていながら令嬢たちを言いくるめて交流会を設けた。結果としておまえが王おう妃ひにふさわしい、などと皆に思わせたのだろう。出しゃばりで頭でっかちな女らしい策略だ」

　自信満々に言うホプキンスには申し訳ないが、してやられたのはアリシアも同じだ。彼の言うことが正しいのならば、「出しゃばりで頭でっかちな策略家」はアリシアではなく、ジュリアンを指してしまうのではないだろうか。

「いえ、わたくしとしては本当に、陛下には有名貴族の淑しゆく女じよと恋こいに落ちていただきたくて」

「口ではなんとでも言える。私は陛下とおまえの仲なんて認めない。陛下にはエンブレン王国史に名を残すような王妃を迎むかえていただかなければならん。それはおまえではないのだ、アリシア・スチュワート」

「はい！　わたくしもそう思います！」

「……は？」

　だんだんとアリシアも気分が乗ってきた。これで相手がホプキンスではなかったら、手を取り合って喜んでいたかもしれない。

（そうよ、ホプキンスなら私の味方になってくれるわ！）

　こんな近くに味方がいたなんて、思ってもいなかった。これからはもう少し、ホプキンスと話をする時間を設けるべきかもしれない。

「ホプキンス様。陛下のために、わたくしなんて目ではないほどの素す敵てきな令嬢を王妃に迎えられるよう取りはからってください！　あの噂には、わたくしだってうんざりしておりますもの」

「……はぁ？」

「そういうわけで、今後もよろしくお願いしますね」

　ばさっと扇を振って笑顔で会え釈しやくしたアリシアだが、ホプキンスは新種の生き物でも前にしたかのような目でアリシアを凝ぎよう視しするだけだった。

（ホプキンスが動いてくれたとしたら、少しは私も楽になるかしら？）

「お待たせしました。さあ、行きましょう」

　それまで沈ちん黙もくして成り行きを見守っていた騎士たちに声を掛かけると、彼らは互たがいに視線を交わし合い、不可解そうな表情を浮かべた。

「……その、アリシア様は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「とても元気よ、ありがとう」

「それならばいいのですが……」

　なおも戸と惑まどった様子の騎士たちだが、アリシアはご機き嫌げんで廊ろう下かを歩いていくのだった。




　アリシアがホプキンスと対たい峙じしている、ちょうどその頃ころ。

「……レイバン」

「何でしょうか、陛下」

　戸と棚だなから資料を取り出していたレイバンが動きを止め、反応した。

　灰色の空をぼんやりと眺ながめていたジュリアンはいったん口を閉とざして唇くちびるを舐なめ、感情の薄うすい声で言った。

「最近、アリシアに突つっかかる官かん僚りようがいるな」

「はい。ジェローム・ホプキンスとかいう、枯かれ草の妖よう精せいのような男ですね」

「君から見て、どう思う？」

「鬱うつ陶とうしいのでお片づけしたいというのが本音ですが、アリシアがそれを望まないので。……もちろん、陛下のご命令があれば」

「いや、いい。アリシアはそれくらいではめげないだろうし、そもそも臣下一人に個人的な情を掛けることはできない」

「かしこまりました。しかし、もしホプキンスが暴力を振るうに至りそうな場面が来ましたら、力ずくでも止めますので」

「……そうしてくれ。ただ、アリシアの方が返り討うちにしそうな気がするのは、僕だけかな」

「ご安心を、俺もです」

　しばし、沈黙が流れた。

　ジュリアンは窓の外を眺めたまま、再び護衛騎士の名を呼ぶ。

「もし、アリシアの命を狙ねらう者が彼女を捕とらえ、僕の命と引き替かえにするよう要求したら、君はどうする？」

「アリシアを見殺しにし、陛下をお守りします」

　即そく答とうだった。

　ジュリアンも予想していた回答だったので、苦笑して振り返る。

「もし、アリシアが死んだのだから僕も死ぬ、と言えば？」

「殴なぐってでも陛下をお止めしますが、どうしてもとおっしゃるのであればせめて、跡あと継つぎだけ残された後に心おきなく死んでください」

「……君はどこまでも正しくて、容よう赦しやがないね」

「アリシアの方を優先せよと命じられたなら、そうしますが？」

「いや、君はそれでいい」

　ジュリアンは軽く手を振ふり、護衛騎き士しを見つめた。

　部屋の隅すみに立っている彼は暗がりに包まれるようになっているため、派手な赤い髪かみもくすんだ色に見えていた。だが、その琥こ珀はくの目は肉食動物のような獰どう猛もうな光を湛たたえており、口元には野心漂ただよう笑えみを浮うかべている。

　いつも飄ひよう々ひようとしており、アリシアをからかったりちょっかいを掛けたりするのが大好き。ジュリアンに対しても、「陛下って生意気ですねぇ」なんて言葉を吐はいたりする。己おのれの欲よく望ぼうに忠実で、非常に扱あつかいにくい男。

　だが、レイバンはそれでいい。

　ジュリアンが迷い、暗君に成り下がりそうなことがあれば、冷れい徹てつと言えるやり方を取ってでも正してくれる。
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　それくらいでいい。そんなレイバンだからこそ、信しん頼らいできるのだ。

「……僕は未熟な王だ。僕が情に負けて流されそうになったときは、全力で止めてくれ──いや、止めろ」

　ジュリアンの命令を耳にしたレイバンは、結ゆわえた髪の房ふさを揺ゆらして小首を傾かしげる。そしてにっと笑むと腰こしに下げていた剣けんを鞘さやごと外し、ジュリアンのデスクに据すえた。剣の柄つかは、ジュリアンの利きき手に合わせて置かれている。

「……かしこまりました。エンブレン王国の未来のため、拝命いたします」

　そう言って顔を上げたレイバンは、いつものように不敵な笑みを浮かべていた。
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　本日は、丸一日の休きゆう暇かをもらっていた。

　女によ官かんであるアリシアは決まった休みがあるわけではなく、「十日間で三日分の休暇を取る」のように設定されていた。三日分、という基準なので、たとえば十日のうち一日勤務をするのは四日、残りの六日は午後だけの半日勤務という取り方をする者もいる。家庭のある者は家族と過ごす時間を取る都合などもあり、自分の予定に合うように休暇申しん請せいをしていた。

　そういうわけで昨晩はいつもより夜よ更ふかしを、今朝は朝あさ寝ね坊ぼうをし、本でも読みながらまったりと過ごそうと考えていた。

　──昼前に、赤髪の騎士が突とつ撃げきしてくるまでは。

「はいこんにちはー、郵便でーす！」

「……近この衛え騎士団の制服を着て、帯剣までしている郵便屋なんかがいたらたまらないわ」

　使用人に呼ばれて応接間に降りたアリシアを迎えたのは、いつも元気なレイバンだった。

　長い足を組んで座っていた彼は片手を挙げ、にやりと笑う。

「よう、アリシア。それ、部屋着用ドレスか？　似合ってるぜ」

「はいありがとう。……くつろぐのはいいけれど、あなたがお尻しりに敷しいているクッション、私のお気に入りなのよね」

「ん？　ああ、そりゃ悪い」

　レイバンは尻を退どけてくれたが、男の体重を受けたためかわいらしい花はな柄がらのクッションは見る影かげもないくらいぺしゃんこになっていた。

　使用人が一いつ生しよう懸けん命めいクッションを叩たたいて膨ふくらましてくれている間にアリシアは向かいの席に座り、侍じ女じよが淹いれた茶を啜すすった。

「……それで？　午前中勤務のはずの侯こう爵しやく家の貴公子は、何を届けに来てくれたのかしら？」

「そりゃあ決まってるだろう。陛下からの愛とか恋とかいろんなものが詰つまったお手紙だよ」

　ほら、とレイバンは鞄かばんから平べったい箱を取り出す。側面に付いている留め金を外すと、中からベルベットの台座に載のった手紙が姿を現した。

「……ありがとう。でも、ここまでしてくれなくてもよかったんじゃなくて？」

「いやいや、陛下からのお手紙だ。染しみ一つ皺しわ一つ付けるわけにもいかないんでね」

　妙みようなところで真ま面じ目めな男である。

　ジュリアンから個人的な手紙を受け取るのは、これで二度目だ。前回は手紙単体だったが、今回は薄うす紅べに色の封ふう筒とうに小さな薔ば薇らの花が添そえられていた。花全体が親指ほどの長さのミニ薔薇は確か、最近品種改良で生み出されたものだったと思う。

　侍女にペーパーナイフで封ふうを切ってもらうと、中からはほんのりと香こう水すいの香かおりがした。どうやらジュリアンも、回数を重ねることで文ふみをしたためる能力が向上しているようだ。

　向かいの席でレイバンが焼き菓が子しを食べる音を背景に、アリシアはジュリアンからの手紙を黙もく読どくする。

「……陛下、なんて書いてる？」

「前と同じ、世間話の延長よ。今日はゆっくり体を休めるようにということ、私に感謝しているということ、それから近いうちに二人っきりでお茶の時間を取りたいってことくらいよ」

「えー、つまんね。今夜ベッドで待っているように、とか書いてありゃおもしれーのに」

　子どものように唇を尖とがらせたレイバンは控ひかえていた使用人を呼び、「うまかった。おかわり！」と空になった皿を差し出した。他人の家だというのに図ずう々ずうしい男である。

「陛下はあなたと違ちがって、そんなはしたないことは考えられませんっ」

「いや、陛下ってあんたが思っている以上に……まあいいや。返事を書くなら、俺が持って行くけど」

　おかわりも遠えん慮りよなく食すレイバンに申し出られたアリシアは、少し考えた後、首を横に振った。

「……それはさすがに申し訳ないわ。あなたは午前勤務なのだから、これを届け終えたら屋や敷しきに戻もどるべきでしょう」

「ところがどっこい、陛下の護衛任務は終わりでも、騎士団で野や暮ぼ用があるんだよなぁ。さよなら俺の午後休。あー、家で俺の帰りを待って癒いやしてくれる天使がいねぇかなぁ……あ、目の前にいい女みーっけ。アリシア、どうだ？」

「何が『どうだ？』なのか、ちっとも分からないわ」

　とにかく、レイバンが手紙を届けてくれるのならば厚こう意いに甘えようと思う。

　レイバンを応接間で待たせて使用人には彼をもてなすように言い、いったんアリシアは自室へ上がった。

　デスクに筆記用具を並べ、改めてジュリアンからの手紙を読む。





　──レイバンやノースブルック伯はく爵しやく夫人がいると、その場は茶会じゃなくって宴えん会かいになってしまいそうだから、アリシアと二人きりで語り合える時間がほしい。

　そろそろエンブレンも夏を迎むかえるね。庭園の薔薇も夏仕様になって、見み頃ごろだそうだ。本格的に暑くなる前に、アリシアと一いつ緒しよに薔薇を愛めでたいな。






（いつもはきりりとしていらっしゃるジュリアン様が、こんなに微笑ほほえましいお手紙を書かれるなんて……）

　頰ほおに手を当て、思わずアリシアはほんのり笑ってしまう。

「かわいい」と少年期特有の高さとざらつきのある声で囁ささやかれると、どきっとする。一方、素す直なおな思いが込められた手紙を読むときゅんっとする。

　もしこれもジュリアンの計算のうちだとしたら、彼はとんだ策略家だ。

　見た目は甘さを含ふくむ爽さわやかな美青年、その正体は計算高く知ち恵えの回る策略家。ひょっとしたら彼は、自分のこういった二面性をもうまく利用しているのではないだろうか。

（ううん、負けていられないわ）

　爽やか系腹黒の手の中で、ころころと転がされるわけにはいかない。

　アリシアには、女官として生しよう涯がい王家に仕えるという永年の目標があるのだから。




「それじゃあ、陛下によろしくね。今日はありがとう、レイバン」

「いいってことよ。お礼を言うくらいなら、さっさと陛下とくっついちまえ」

「気を付けて帰ってね」

　アリシアの笑顔は鉄てつ壁ぺきだ。最初の頃は焦あせりや戸と惑まどいの表情を見せることの多かった彼女も最近では、レイバンの言葉も「はいはい」と流してしまうようになった。

　やはりアリシアは、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「陛下も、面めん倒どうな女に惚ほれちまったなぁ」

　アリシアからの返事を例の箱に収納し、レイバンはスチュワート邸ていの前に停とめていた馬車に乗り込もうとした──だが。

　馬車のステップに足を掛かけた姿勢のまま、ぴたりとレイバンは動きを止めた。そして呼吸を浅くし、目を閉じて聴ちよう覚かくを研とぎ澄すませる。レイバンを待っていたフルフォード家の御ぎよ者しやも主人の様子を察し、急せかすことなく息を潜ひそめてくれたのがありがたい。

　──屋敷の東側。煉れん瓦が塀べいの向こうに、気配が二つ。

　レイバンが肩かたの力を抜ぬいたところで、御者がそうっと顔を覗のぞかせてきた。

「……ぼっちゃま、跡あとをつけさせますか？」

「いや、今追いかけても大通りに逃にげられるだけだ。ただ、痕こん跡せきが残っていないかの調査だけさせる。調査と、スチュワート家への報告の手配を」

「かしこまりました」

　御者は恭うやうやしく頭こうべを垂れ、すぐさま伝令の準備を始める。

　馬車に乗ったレイバンは鞄に入れた手紙箱の存在を確かく認にんし、ふーっと息をついた。

「……あんたを狙ねらうのは、凶きよう器きを持った者だけじゃないってことだな、アリシア」
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　エンブレン王国は遥はるか昔、山さん岳がく地帯だった。当時は国家間の諍いさかいが絶えず、戦乱から逃げてきた者たちが山々を切り開いて作った国家である。

　住みやすく、また四季折々の美しい花に恵めぐまれるエンブレンも、真夏はかなりの高温になる。山岳地帯を吹ふき抜ける季節風のおかげでからりと爽やかな夏日になることが多いが、強い日光は貴婦人にとってお肌はだの天敵だ。日ひ傘がさやグローブである程度防ぼう御ぎよできるものの、夏場はやたら外出しないのが一番だ。

　そういうわけで、春の間は頻ひん繁ぱんに開かれていた庭園でのお茶会や薔薇園散策も日光が弱まるまではしばらくお預けで、代わりに風通しのよい室内でお茶会やゲーム大会が開かれる。

「よく来てくれたね、アリシア」

「お招きくださりありがとうございます、陛下」

　本日アリシアは休日だったが、ジュリアンに招かれて応接間でお茶会をすることになった。

　ジュリアンは、「交流会を企き画かくしてくれたアリシアを労ねぎらうため」なんて建前を言っていたが、彼自身がアリシアと一緒に過ごしたいのではないだろうか──と、最近のジュリアンの行動を見たアリシアは結論づけた。アリシアとしては親密度が高まるような行こう為いはなるべく避さけたいのだが、ジュリアンから誘さそわれたのだから否いなとは言えなかった。

　椅い子すに座ると、すぐさま侍じ女じよたちが茶の仕し度たくを始める。本日はからっと晴れており気温も高いからか、茶は冷製だった。テーブルの脇わきには既すでに水に浸ひたされたポットがあり、よく冷えた茶がカップに注がれる。温茶ほど香りは立たないが、今日のような日にはこの冷たさがちょうどよかった。

「……レイバンから聞いたのだけれど、最近君の屋敷の周辺で異変が起きているそうだね」

　茶を一口飲んだジュリアンが切り出してきた話題は、深刻なものだった。

　アリシアもまた表情を改め、膝ひざの上に手を重ねて頷うなずく。

「……はい。先日陛下がお手紙を送ってくださった日、レイバンが我が家の周辺を見張る者の存在に気づいたそうです」

　報告を受けたのは、レイバンが帰ってすぐのことだった。すぐさまスチュワート家とフルフォード家の者で調査を始めたのだが、不運にもその後まもなく雨が降ってしまい、痕跡を調べることが不可能になってしまった。

　だが、はっきりはしないものの二人分の足あし跡あとは残っており、潜せん伏ぷくの邪じや魔まになる庭木が折り曲げられた形けい跡せきがあった。そこから、暗殺や尾び行こうに慣れた間者ではなく、一いつ般ぱんの人間である可能性が高いということになったのだ。

「そうだね。レイバンの報告では、君の存在をやっかんだ貴族、もしくは好こう奇き心に駆かられた野次馬のどちらかだろうということだった。レイバンはともかく、御者にも気配を感づかれたくらいだ。本気で君の命を狙うなら、もっと隠おん密みつ行動に慣れた者が行うはずだからね」

　ジュリアンの言葉に、アリシアは頷く。

　王おう妃ひ候補であるアリシアを疎うとましく思う者なら、暗殺者を雇やとうなりして排はい除じよしようと動くはず。だがたとえ暗殺が成功しても足が付いてしまったら、雇い主である自分にまで報むくいがある。となれば、雇う側も慎しん重ちように人選を行うはずだ。

「今回は素人しろうとの仕し業わざだろうということになったが、今後も警けい戒かいは怠おこたらないでくれ」

「はい。陛下からも護衛を派は遣けんしてくださり、感謝いたします」

「……アリシア。王妃になる気は、まだない？」

　首を傾かしげて問われたので、アリシアは顔を上げると笑え顔がおで頷く。

「はい。わたくしでは務まりそうにありません」

「うーん……僕としてはアリシアが一番なんだけどな」

「困ったなぁ」なんて言うジュリアンだが表情は晴れ晴れとしており、困った様子には見えない。自分がアリシア以外を選ぶわけがない、という自信に満ちているのだろう。

　……最近の彼の変化は、アリシアの頭を悩なやませてばかりだ。

　さらりと「アリシアはかわいらしいね」と口説き文句を投下し、休きゆう憩けい時間にじっと見つめられている──と思ったら柔やわらかい笑みを向けられる。レイバン曰いわく、「ふっ切れたんじゃねーの？」とのことだが、アリシアにとっては困ったことになる一方だ。

（これまでのジュリアン様は、事務的に私に求きゆう婚こんしているようだったわ）

　だが最近はどうだろうか。

「まあ、頑がん張ばるといいよ」などと言っていたジュリアンは、「君は本当に素敵な女性だね」と心を込めて囁いてくる。ジュリアンがアリシアを口説き落とそうとする行為に、「心」が伴ともなっている──と感じていた。

（……「心」を伴わない求婚ならともかく、ここまで来ると他ほかの令れい嬢じようを押しつけようとする私の方が悪女のように思われてくるわ）

「心」を伴わない求婚の台詞せりふになら、アリシアだって強気に対応することができた。いずれジュリアンが本当に「心」を捧ささげられる女性が現れるはずだ──と信じて。

　だが、ジュリアンが「心」を込めてアリシアに求婚してしまったら？

（一年という制限を乗り越こえてジュリアン様が別の令嬢を王妃にしたとしても、それはジュリアン様の想おもいを足あし蹴げにしたということになっちゃうんじゃ……）

　今になって自分の置かれた境きよう遇ぐうに気づいたアリシアが顔面蒼そう白はくになる中、ジュリアンは天使のような柔らかい笑顔を向けてきた。

「どうしたのかな、アリシア？」

「……このままだとまずいことになりそうだな、と考えておりました」

「ああ、求婚のことか。そっか、君にとっては迷めい惑わくで、何としてでも避けたい案件だものね……」

「す、すみません！　そういうわけでは──」

　しゅんっと項うな垂だれられると、まるで自分が年下いじめをしているかのような罪悪感に襲おそわれた。

（で、でもここで折れるわけにはいかないわ！）

「陛下がお悪いのではございません。陛下に釣つり合う身の上でないわたくしが至らぬ女なのでございます」

「君のどこが至らないというんだい？」

「……わたくし、結けつ婚こん歴がございます」

「そうだね。兄上の花はな嫁よめになったときの君は、とてもきれいだったな」

「……わたくしの兄は、借金を作って逃とう亡ぼうしております」

「そういえばそんな人もいたね。今いま頃ごろ元気にしているんだろうか」

「……わたくしの家、あまりお金がございません」

「僕はたくさん持っているから心配ご無用だ」

「……わたくし、女によ官かんとしてお仕えしたいのです」

「大だい歓かん迎げいだ。これからも僕の公務を、王妃として手伝ってくれ」

「……わたくし、恋こいとか愛とか、よく分かりません」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕が全部教えてあげる」

　アリシアの言葉ひとつひとつに丁てい寧ねいに返したジュリアンは右手を自分の左胸に当て、静かに頭こうべを垂れた。

「君は頭がよくて、人望があり、努力家だ。それだけじゃなくて、案外おっちょこちょいだし、表情の変化は分かりやすいし、口では僕にもレイバンにも勝てない」

「……それって、王妃としてまずいですよね？　他の令嬢の方がいいですよね？　ねっ？」

「まさか。僕の足りないところを君が補ってくれるのだから、君に苦手なことがあれば僕が支えればいい話。僕はね、なんでもできる完かん璧ぺきな女性を王妃にしたいわけじゃないんだ。美点もあるし、欠点もある。そんな君でいい。君だから側そばにいてほしいんだ。僕の王妃は君にしか務まらないし、僕は君以外を王妃に迎むかえることはできない」

　なめらかに告げられる言葉に、アリシアは息を吞のんで閉口した。

　だいたいのことに関してはクールに反応するジュリアンが、かつてないほどの熱を込めてアリシアに語りかけている──いや、口説いている。

　自分の心臓に誓ちかっているかのような姿勢で言葉を紡つむぐジュリアンの目は、真しん剣けんだ。自分より二つ年下で、少年らしく柔らかい物言いをすることの多い彼が、今は──一人の大人の男として、アリシアを溺おぼれさせようと迫せまってきている。

（どうして）

　どうしてそんなに真剣に迫ってくるのか。

　どうして──その美しい双そう眸ぼうに、確かな愛情の火を灯ともしているのか。

「……どうしてですか」

　気が付けば、言葉が口を衝ついて漏もれ出ていた。

　要領を得ない呟つぶやきだったが、ジュリアンはアリシアの言葉を正しく理解したようだ。彼は眦まなじりをほんの少し下げ、口元に柔らかな笑みを浮うかべた。

「どうしてなのか……ね。僕自身も疑問に思っていたし、驚おどろいているんだ。どうしてこれほどまで君を貪どん欲よくに求めるようになってしまったのか、どうして君じゃないといけないのか。……でも、答えはすぐに出たよ。だって僕は──」

　瞬しゆん間かん、脳みそが危険信号を放った。

　次の言葉を聞いてはだめ。ジュリアンを止めなさい。

　あなたはもう、逃にげられなくなるから。

　分かっているのに。

　分かっているのに、止められなくて。




「……君のことを、好きになったから。君を、愛しているから」




　その言葉は、どんな蜜みつより甘く、どんな劇薬よりも強きよう烈れつに、アリシアの胸に溶とけ込んでいった。




　愛している。

　その言葉をジュリアンが口にしたのは、これが初めてだった。

　かわいい、尊敬している、王妃にしたい。

　そういう言葉は聞いたし手紙にも書かれていたが、「愛している」は一度たりともなかった。

　愛されることを諦あきらめていたアリシアに対して、ジュリアンが初めて口にした「愛している」。

　その破は壊かい力は、アリシアの脳の処理能力を凌りよう駕がしていた。

　あんなに、「王妃にはなれません」「他の令嬢がいいでしょう」と突つっぱねていたというのに、いざ真正面から想いをぶつけられると──嬉うれしいと感じてしまう。

　嬉しいと感じてしまう自分に、激しい嫌けん悪お感かんがわき上がった。

（私は、現金な女だわ……）

　お断りしていたくせに、「愛している」に喜びを感じてしまうなんて。

　令嬢たちとジュリアンの恋を応おう援えんしながら、いざ自分だけが愛されていると気づくと、これほどまでに幸せを感じてしまうなんて。

（私は……）

　くらりと目の前の世界が揺ゆらめき、ジュリアンがはっと息を吞んで立ち上がった。

「アリシア、顔色がよくない」

「……少し、めまいがするかもしれません」

「……分かった。今日はそろそろ屋敷に戻もどり、ゆっくり休んでくれ。今日は僕の我が儘ままを叶かなえてくれて、ありがとう」

　こんなときでも、ジュリアンは優やさしい。

　その優しさが、今は辛つらかった。




　レイバンが迎えに来たので、アリシアは挨あい拶さつもそこそこに逃げるように応接間から出た。

　お茶会中は別の場所で待機していたレイバンはほんの少し片かた眉まゆを上げただけで、何も言わずアリシアを連れて休きゆう憩けいできそうな空き部屋に移動した。

「……陛下とまた喧けん嘩かしたのか」

「喧嘩じゃないわ。私が自己嫌悪に陥おちいっただけよ」

「自己嫌悪、ねぇ」

　レイバンはふと真顔になった。

「……俺は、陛下にはあんたがお似合いだとずっと思ってたんだ。あんたと陛下は似ている。どちらも優ゆう秀しゆうで頼たのもしいが、欠点も大きい。あんたたちなら互たがいの足りないところを埋うめ、いいところを最大限まで伸のばし合えると俺は踏ふんでいるんだ」

　いつも「めんどくせー」「だりー」と愚ぐ痴ちを言っているレイバンらしくもなく、はきはきとした物言いである。

（そういえば、レイバンが私とジュリアン様をくっつけようとしているのは、そっちの方が楽だからというのもあるけど、私が王妃になった際の利益も考えているって言っていたわ……）

　今彼が口にしたのが、「利益」なのだろう。

　すとんと腑ふに落ちたアリシアだが、対するレイバンは難しい顔でアリシアを見やる。

「……あんた、気づいているだろう。今の陛下はただ効率重視であんたに求婚しているんじゃない。陛下は本気であんたに想おもいを寄せ──ぶっちゃけると、恋をしている。それ、分かってんだろ？」

「っ……」

　頭を槌つちで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきだった。

　もしかすると、最近のジュリアン様は……と思うことはあったが、改めて第三者の口から「陛下はあんたに恋をしている」と指し摘てきされると、顔だけでなく頭の中まで茹ゆだり、正常な思考ができなくなってしまう。

　レイバンは真っ赤な顔で硬こう直ちよくしたアリシアをしげしげと見た後、ふと眼まな差ざしをきつくした。

「……あんたの態度は優ゆう柔じゆう不ふ断だんすぎると思っていた。あんた、王妃にはならなーい、他ほかの子にしなさーいって言ってるわりに、煮にえ切らない態度を取ってるだろう。本当に陛下と結けつ婚こんできなくて断固拒きよ否ひしたいと思うのなら、他の手を取れ」

「……他の手を取るために、私にできることがあるのならね」

「簡単だ。……エンブレンの王おう侯こう貴族は一夫多妻は可能だが、重婚はできない。だったらあんたがどこかの男と再婚すればいい」

　レイバンが提示したのは、ある意味究極の方法だった。

　再婚はできても、重婚はできない。アリシアが誰だれかと再婚して人妻となったなら、ジュリアンは手出しができなくなる。

（確かに選せん択たく肢しとしてはあり得るわ）

　アリシアだって何度かは考えたことである。だが、いかんせん──

「それはそうだけど、相手が──」

「俺にすればいい」

　アリシアは顔を上げる。

　そして、自分を見下ろす男の真剣な顔を見て、息を吞んだ。




「悩なやむくらいなら、俺と結婚しろよ」

　レイバンは、はっきりと言った。




　アリシアは目を瞬またたかせた。

　レイバンの琥こ珀はく色の目に、ぽかんと口を開いた自分の顔がくっきり映り込んでいる。

（……今、なんて？）

「……今のあんた、すっげぇ間ま抜ぬけ面づら」

「う、うるさいわね。誰だって、思いも寄らない相手からそんなことを言われたら、びっくりするでしょう！」

　そのまま、アリシアはじりじりと数歩後退する。レイバンは特にアリシアとの距きよ離りを詰つめたりすることなく、凪ないだ眼差しで見つめてきていた。

（私が、レイバンと結婚？）

　そんなの、一度たりとも考えたことがなかった。

　アリシアにとってのレイバンは昔なじみで、護衛で、軽口をたたき合う仲で、ときには自分を諭さとしてくれる人だ。今だって、頭の中に疑ぎ問もん符ふばかり浮うかんでくるので、求婚されて照れるとか恥はずかしいとか思う暇ひまもない。

　真意を測りかねて眉根を寄せるアリシアに対し、レイバンは淡たん々たんと続けた。
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「幸い俺仕事が恋こい人びとだったんで、婚約者とかはいない。俺ならあんたの再婚相手として身分も釣つり合うし、あんたも次期フルフォード侯こう爵しやく夫人として今と変わらず陛下の公務を助けることができる。むしろ今より確実な身分を手に入れられるのだから、境きよう遇ぐうはよりよくなるだろう。それに、前々からあんたに突っかかってきていて最近ますます鬱うつ陶とうしくなってきた枯かれ草の妖よう精せいも、黙だまらせられるはずだ」

「…………それってもしかして、ホプキンス様のこと？」

「そういやそんな名前だったな」

　一いつ瞬しゆん、背中に羽根の生えたホプキンスが花畑を飛び回る姿が脳のう裏りに浮かんだが、それはいいとして。

（……レイバンの言うことにも、一理あるわ）

　年ねん齢れいが離はなれすぎているわけでもないし、両者とも侯爵の地位なので身分差が生じることもない。お互いの人となりもよく分かっているし、国王の側近夫妻ということになりレイバンにも利益が生まれるだろう。

「それは……そうだけど。あなたはそれでいいの？」

　利点は分かったが、肝かん心じんのレイバンの気持ちが見えてこないため問うてみると、レイバンは達観したような顔でふっと鼻を鳴らした。

「別に、なんでもいい。陛下の求婚はおじゃんになっちまうが、さすがにあんたが人妻になっちまえば陛下だって踏ん切りを付けるだろうし、大臣たちだって考えを変えるはずだ。まさか俺を暗殺して、あんたを二度も未亡人にするってことはないだろうからな。誰と結婚しようと、俺はアレクシス様の遺ゆい言ごんを叶えられるならそれでいいんだよ」

　レイバンは顔色一つ変えることなくさらりと述べたが、それを聞かされたアリシアは冷静ではいられない。

（あんまりだわ）

　驚おどろきや戸と惑まどいばかりだった心は、恥じらいを感じる前にふつふつと煮えたぎり、照れ以外の理由で頰ほおに熱が上ってくる。

（なんて、打算しかない提案なの……！）

「……夢も希望もないことを、よく言えるわね」

「もともと貴族の結婚に、夢も希望もありゃしない。愛情があれば幸運、ないのが普ふ通つうだ。今の俺には確かに打算しかないが、それでめでたしめでたしならいいんじゃねぇの？　俺もまあ、あんたなら嫁よめにもらってもいいし」

　ジュリアンもレイバンも計算高い人間だが、自分の本ほん性しようを極力隠かくそうとするジュリアンと違ちがって、レイバンは最初から開放的だ。彼のそんなところも好ましいと感じていたアリシアだが、今は開き直っているその態度が腹立たしい。

　声高く言い返したいところだが、ここは執しつ務む室の隣となりの部屋だ。大声を出せば周りにも聞こえてしまう。

　アリシアは血管が浮き出るほど強く拳こぶしを固め、それをレイバンの顔面にたたき込む代わりに自分の腹に押しつけた。

「私がめでたしめでたしじゃないわよ！　本当に、どこまで打算的なの!?」

「あんたがいつまでも煮え切らない態度を取っているからだろう。本当に陛下のことを思うのなら、冷れい酷こくだろうと愛がなかろうと、さっさと結婚しろ」

　レイバンの言葉は、沸ふつ騰とうしているアリシアの胸を瞬時に冷やした。

（レイバンが容よう赦しやのないことを言っているのは、ずるずる逃にげている私のせい──）

　レイバンは感情の失うせたアリシアの顔を見、淡々と続ける。

「俺はアレクシス様の遺言があるから、あんたと陛下の面めん倒どうを見ているんだ。で、一番すっきり解決する方法を提案しただけ。あんたはエンブレン王家の臣下だ。本来なら国王に求婚され、それを断る権利なんてないんだ。無理にでも妃きさきにすればいいのに、陛下は肝心なところで甘い」

「……レイバン」

「……いたずらに陛下を待たせて時間を浪ろう費ひさせるくらいなら、俺のもとにでも嫁とついですっぱりと選択肢を消せ。嫁に来るってのなら歓かん迎げいするし、一生掛かけて不自由ない生活を送らせてやるからよ」

　厳しくも正しいことを言われ、アリシアはそれ以上反論することができなかった。





[image: ]






　その後、レイバンとほとんど言葉を交かわさないまま自じ邸ていに戻もどったアリシアは、侍じ女じよの淹いれた茶を飲んで深呼吸する。

（本当に陛下のことを思うのなら、さっさと結婚しろ──ね）

　効率重視のレイバンらしい発言である。

　アリシアからジュリアンに向ける感情に恋れん愛あいめいたものはないけれど、ジュリアンからは確かな愛情を向けられている。レイバンの言う通り、国王に求婚されたのならば自分の気持ちを殺してでもおとなしく嫁ぐのが、貴族の娘むすめが本来取るべき行動であろう。

（ジュリアン様は無理矢理私を王おう妃ひに迎むかえるのではなく、期間を設けてくれたわ）

　かといって、彼のことを思うのならば一年を待たずに求婚を受けるべき。もしくは、他の貴族──レイバンなどに嫁いでしまう。

（……だめだわ、全然想像できない）

　幼い頃ころに見たアレクシスとラーラの結婚式の様子を思い出し、それをレイバンと自分に置き換かえてみる。始まるのは結婚式ではなく、漫まん才ざい大会ではないだろうか。

　それが嫌いやなら、貴族に生まれた女の責務としてジュリアンの王妃になる。先ほどと同じようにアレクシスとラーラの位置にジュリアンと自分を据すえてみようとしたが、やはりいまいちぴんとこない。ずっと想像していたのは、結婚衣装を纏まとったジュリアンの隣に別の令れい嬢じようがおり、アリシアは観覧席で万ばん感かんの思いで国王の結婚を見守っている姿なのだから。

（……そもそも王妃って、何なのかしら）

　ふと思いつき、アリシアは目を細めて自室の天てん井じようを見上げる。

　五百年の歴史を誇ほこるエンブレン王国。ジュリアンよりも前に約二十人いる歴代国王たちは、いったいどのような思い、どのような考えで自らの王妃を選んだのだろうか。

（……今日はもともと一日休日だし、自国の歴史を改めて見つめ直してみよう）




　エンブレンの歴史学界でも長く唱えられている説がある。




　──エンブレン史上、悪道に陥おちいった国王はいたが、無能な王妃はいなかった。




（習った当時は、そういうものなのかと思う程度だったけど──）

　防虫剤ざい代わりの薬草の匂においが満ちた書庫で本を探し、読書部屋に持って行く。どれも、エンブレン王国に関する歴史書だ。

（私より若く、美しく、後ろ盾だてのある令嬢ばかりを探していた）

　それこそがジュリアンの王妃にふさわしい女性の条件だと信じて疑わなかった。

　だが、過去には国王より二十も年上の王妃も、再さい婚こんした王妃も、男だん爵しやく家出身の王妃もいた。エンブレン歴代王妃は、個性派ぞろいだったという。

（それでも、無能な王妃、悪の王妃と呼ばれた女性は一人としていなかった）

　それは、なぜなのか。

　本をめくり、気になる箇か所しよに紙の破は片へんを挟はさみながら歴代国王夫妻の記述を調べると、様々な点が見えてきた。

　たとえば、第三代国王夫妻。エンブレン初代王の孫である国王は、剛ごう胆たん王と呼ばれた祖父に顔向けができないくらい気弱な性格をしていると分かっていた。そのため彼は、非常に気が強くてはきはきとものを言う一つ年上の幼なじみに求婚した。身分こそ問題なかったがその性格ゆえ結婚すら危あやういと言われていた令嬢だが、おっとりしている夫を生しよう涯がいにわたって叱しつ咤た激げき励れいし、尻しりを叩たたくような女じよ傑けつとして名を残すことになった。

　また第七代国王の即そく位い時は隣りん国ごくからの侵しん略りやくに悩なやんでいる時期で、王の妹いもうと姫ひめは隣国の刺し客かくに襲おそわれて死亡した。国王は苛か烈れつな性格で、妹を殺した隣国を殲せん滅めつすると宣言していたという。

　そんな彼の王妃になったのは、花や小鳥を愛めでる小こ柄がらな令嬢。臣下に対しても容赦がなく「首を刎はねよ」が口くち癖ぐせだったという国王だが、妻になだめられると怒いかりを静め、冷静な判断を下せるようになったという。彼が残ざん虐ぎやくな王のままであれば、隣国制圧以前に臣下の反感を買って謀む反ほんを起こされていただろう。

　そして、城下町の一いつ般ぱん市民でもよく知っている第十四代国王。彼の王妃は護衛騎き士し団長の娘で、女だてらに剣けん術じゆつを心得ていた。どうしてわざわざそのような女性を──と囁ささやかれていたそうだが、即位十年を超こえた頃から王に異変が起き始めた。それまで温おん厚こうだった国王がある日熱を出したことをきっかけに性格を豹ひよう変へんさせ、国民を片っ端ぱしから処しよ刑けいするような暗君に堕おちてしまったのだ。

　混乱に落とされたエンブレンを救ったのは、王妃だった。彼女は臣下が絶望に暮れる中剣を取り、自ら夫の首を刎ねた。王妃は幼い息子むすこを即位させて成人するまでは己おのれが公務の補助を行い、息子の成人を見届けて服毒死したという。

　おっとりしている国王と、しっかり者の王妃。

　残虐な国王と、穏おだやかな王妃。

　悪道に堕ちた国王と、夫を処刑して国を救った王妃。

（……どうして気づかなかったのかしら）

　アリシアは額に手をあてがう。

（私の行動は、独りよがりだった。「ジュリアン様にふさわしい王妃の条件」なんて、一いつ切さい考えていなかった）

　若くなくてもいい。

　美しくなくてもいい。

　身分はなくてもいい。

　歌や踊おどりより剣術が得意でいい。

　──その妃が、当代の王にふさわしい人であれば。

（ジュリアン様は、私の能力を高く買ってくださっている）

　事務処理や調べもの、貴族との交流や雑用全般はアリシアの得意分野だ。反面心理戦が苦手で、討論には向いていないと自覚している。

　ジュリアンは弁べん舌ぜつが巧たくみで、人の真意を見み抜ぬく心理眼に長たけている。一方で年若いこともあり交友関係が狭せまく、また強がっているものの内面は脆もろく、繊せん細さいだ。

（私ならジュリアン様をお支えできると思ったから、私に求婚したのね……）

　貴族の結婚に夢も希望もない。愛情があれば幸運だ──と、レイバンは語っていた。

　ジュリアンはアリシアの才能を評価し、自分を支える王妃にふさわしいと判断した。彼が「愛している」の言葉を長らく口にしなかったのは、愛情よりも先にアリシアを娶めとることの効率性があったから。

　だがそれだけでなく今、彼は一人の女性としてアリシアを愛してくれている。

　それは、とても幸せなことなのだ。

　才能を認めるだけでなく、愛してくれる。

　アリシアにとって、これ以上ない幸福である。

（……ジュリアン様が具体的に何を私に求めているのかは、ジュリアン様しか知らないこと。でも。歴代の王と同じくジュリアン様は選んだのね）

　ペンを手に取り、くるりと指先で回転させる。

　絆ほだされたわけでも、諦あきらめたわけでもない。

　だが、「王妃になれません」と口先だけ立派なことを言って逃にげ回るだけではならないのだと、やっと気づくことができた。

（ジュリアン様とちゃんとお話をしよう。言い訳をして逃げるんじゃなくて、お互たがいの考えをきちんとすり合わせないと）

　自分やジュリアンのため、そして周りで見守ってくれる人々のためにも。
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　翌日も一日休みだったアリシアのもとに、嬉うれしい客人が現れた。

「お兄様がかなーり落ち込んでいてね。あまりにもおかわいそうだから、昨日は実家に帰っていたのよ」

　手て土産みやげの焼き菓が子しを侍じ女じよに渡わたしてそう言ったのは、カレン。今日の彼女は若葉のような柔やわらかいライムグリーンのドレス姿で、スカイブルーの茶会用ドレスを着るアリシアと並ぶと初夏の空と草原のような印象になった。

「アリシアにきつく言い過ぎた、ってキノコが生えそうなほどジメジメしていたわ。そんなに激しい喧けん嘩かでもしたの？」

「そういうわけじゃないわ。レイバンには私の根こん性じようをたたき直してもらったから、むしろお礼を言いたいくらいだわ」

　アリシアはカレンを座らせ、昨日の出来事を説明した。

　ジュリアンとお茶会をした際、「愛している」と告白されたこと。

　その言葉を嬉しいと感じてしまったこと。

　レイバンに厳しくも的確な指し摘てきをされたこと。

　書庫で歴代王おう妃ひに関する記述を調べ、「王妃の条件」について改めて考えたこと。

　カレンは茶を飲みながら静かに聞いていた。そして語り終えたアリシアがもそもそと焼き菓子を食べているのを、優やさしい眼まな差ざしで見つめてくる。

「……そっか。なんというか、アリシアも一皮剝むけたのね」

「もっと早く剝けるべきだったのでしょうね。でも……なんだか、ちょっとだけ気分が軽くなったような気がするわ」

「私は王妃にふさわしくありません」「他ほかの人を当たってください」と逃げ回っていたときには感じられなかった、一種の爽そう快かい感かん。問題が解決したわけではないが、昨日の一連の出来事は一つの考えに固こ執しつしていたアリシアを変えるきっかけになってくれた。

「……何が『王妃の条件』で、『王妃のつとめ』なのか、考えるべきだと思うの」

「そうね。王妃のつとめは、世よ継つぎを生むことだけじゃない。他の令れい嬢じようではなくアリシアにしかできないことがあるから、きっと陛下はあなたを王妃に望んでいるのよ」

「……その、私もそう思うわ」

「素す直なおになったじゃない」

　ふふっと笑ったカレンは、どこからともなくメモ帳とペンを取り出した。このペンはインク瓶びんを必要とする普ふ通つうのものと違ちがい、カレン独自の技術によりインクをペンに内蔵しているらしい。いったいどこに隠かくし持っていたのだろうか。

「うーん……私としてはちょっぴり不完全燃ねん焼しようだけれど、『恋こいをしない令嬢』にしては頑がん張ばったと言うべきかしら」

「何、それ」

「アリシアの異名よ。……あなたがアレクシス様の寵ちよう妃ひでありながら寝しん室しつを共にする間あいだ柄がらじゃなかったということに、だいたいの人はなんとなく感づいていたわ。いざアレクシス様が崩ほう御ぎよなさってあなたが身軽な身分になっても、再婚する気配が全くない。そういうわけであなたはずっと硬こう派はな令嬢だったから、私も心配していたの。でも……あなたを見ていると、ここ最近でぐっと印象が変わったな、と感じるのよ」

「……どういう風に？」

「簡単に言うと、女の子らしくなったわ」

　そう言ってカレンはペンを走らせながらにっこり微笑ほほえんだ。

「あなたは陛下の求きゆう婚こんを受けて戸と惑まどっていたけれど、結果として前より表情豊かになったし、味方もできた。あなたという人を見て、支えてくれる人が増えたでしょう？」

「……確かにね」

「それにね。誰だれかに愛されたいと願うのは、罪ではないのよ」

　カレンの一言が、さくっとアリシアの胸に刺ささってきた。

「あなたの場合、さんざん逃げ回ってきた陛下に言われたのだからよけいに罪悪感があるのでしょうけれど……愛している、と言われて喜ぶのは、不思議なことじゃない。あなたはもともと陛下のことを憎にくからず思っているのだから、当然と言えば当然じゃない」

「……そうかしら」

「何事も前向きに考えればいいのよ。……それにね。もしあなたが今の段階で陛下に恋れん愛あい感情を抱いだいていなくても、結婚してから芽生えるものだってあるはずよ」

　カレンの言葉に、俯うつむいて思案していたアリシアは顔を上げる。

　カレンは自分のほっそりした指を飾かざる結婚指輪にそっと触ふれて続けた。

「私と夫も、最初は恋愛感情がなかったっていうの、知ってるでしょう？」

「一番いい筋肉の人を選んだのでしょう」

「そうそう。彼は求婚者の中でも飛び抜ぬけてうっとりするような大胸筋を持っていてね、それで即そつ決けつしたの。でも、今では筋肉を抜きにしても私は夫のことが大好きだし、夫も私に恋してくれているそうなの」

「……結婚した夫ふう婦ふが、お互いに恋するものなの？」

　アリシアにとっては未知の領域だ。恋とは、結婚に至るまでの感情だとばかり思っていた。

「そりゃそうよ。恋をして、たまに嫌いやになって、喧嘩して、仲直りして、前よりもっと好きになる。そういうのもアリでしょ。結婚する際にものを言うのはその時点での『好き』の度合いよりも、『側そばにいたいと思えるか』じゃないかしら」

「側にいたいと、思えるか……」

　そうして脳のう裏りに浮うかぶのは、柔らかく微笑む年下の主君。

『美点もあるし、欠点もある。そんな君でいい。君だから側にいてほしいんだ』

　アリシアは目を見開く。

　焼き菓子をつまむカレンが、「そういう面では、あなたと陛下はばっちりよね」と呟つぶやいているが、思考に忙いそがしいアリシアの耳には入ってこなかった。
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　珍めずらしく、アリシアの方から手紙が届いた。

　郵便係になっているレイバンは、目を輝かがやかせて封ふう筒とうを見つめるジュリアンに苦く笑しようした。

「あいつと文通を始めてみて、どうですか？」

「風流でいいと思う。直接言うには恥はずかしかったり感情が先立ってしまったりすることも、書面でなら冷静に伝えられる。何よりも、アリシアの字を保存できるのだから僕は──幸せだ」

　柔らかな笑えみを浮かべてアリシアからの手紙を撫なでる主君を、レイバンは一いつ瞬しゆんだけあっけにとられたように見ていた。が、すぐにいつものような腹に一物抱かかえていそうな笑みを浮かべる。

「……へぇ。『アリシアのことはこれといって好きではないけれど、王妃の素質があるから求婚する』なーんてのたまっていた陛下が、恋を知ることになるとはねぇ」

「……確かにな」

　小さな棘とげを含ふくませたようなレイバンの言葉に、ジュリアンは苦笑して戴たい冠かん式の夜のことを思い返す。

　戴冠式の日の夜、アリシアとの約束に向かう前にレイバンを呼び、事情を説明した上で彼にアリシアの案内を頼たのんだ。「別に好きではないけれど、ちょうどいいから求婚する」と言った瞬間のレイバンの表情は険しく──今では、アリシアにとってあまりにも残ざん酷こくなことをしたのだと分かる。

　だがいつしかジュリアンは、アリシアに恋をした。

　ジュリアンのために一いつ生しよう懸けん命めい走り回って、苦手な論議にも参加し、雑用も笑顔でこなし、ときには主君であるジュリアンにも苦言を呈ていし、そして──優しく寄り添そい、励はげましてくれるその姿を見ていると、もう「別に好きではないけど」なんて言えなくなっていた。

　レイバンは後頭部で手を組み、ふーん、と執しつ務む室の天てん井じようを見上げた。

「……アリシアに言いたいことがあるなら手紙でも出せば、って提案したのは俺ですけど、まさかここまで陛下が変わるとは思ってませんでしたねぇ」

「そうだな。この変化に、僕自身が一番驚おどろいている。あとはまぁ、僕が本気でアリシアの愛を求めるようになったってことが伝わればいいんだけど……」

「おや、珍しく弱気ですね」

「まさか。幸い、時間はまだまだある。これから、あの強気でしっかり者のお姉さんをどうやって落とそうか、って考えるのも一興じゃないか？」

「……陛下も成長しましたね。恋を知ったら強くなる、ってやつですか？」

「そうかもね」

　ふふん、と鼻で笑ったジュリアンは自ら封を切り、手紙を取り出す。今日の便せんセットは、アリシアの髪かみのような柔やわらかな黄色だ。一見すると黄色一色だが、日光に透すかすと金色の線で細かな縁ふち取どりがなされているのが分かる。さらに手製らしい押し花が隅すみに貼はり付けられており、女性らしい感性に満ちた工く夫ふうにジュリアンの口の端はしが持ち上がった。

「今の陛下、でろんでろんに甘い顔してるの、分かってます？」

「仕方ないだろう。ここにいるのが君でなければ、少しは引き締しめたんだがな」

「はいはい。……それで、我らがお姫ひめ様さまは何と？」

「求婚について話をする機会がほしいそうだ。……レイバン、僕のスケジュールはどうなっている？」

「六日後の式典までは、ちょっと時間が取れそうにないですねぇ。ほら、今回のは特別ですし」

　予定表をめくるレイバンに言われ、ジュリアンは肩かたを落とした。

　六日後は、兄アレクシスの誕生記念式典だ。普ふ通つう、崩御した国王の大がかりな誕生会を何年も行うことはない。エンブレン王国では、国王の死後喪もが明けた最初の年に最後の誕生会を開かい催さいするのだ。それ以降はジュリアンを中心とした身内のみで密ひそやかに故人を偲しのぶことになるので、一いつ般ぱんの者がアレクシスの誕生日を祝えるのは今年で最後だった。

　そういうわけで、近きん隣りん諸国からも多数のカードが届いており、代表者たちも参列することになっている。ジュリアンも、亡なき兄のために、そして兄を慕したってくれたあらゆる人々のために全力を注いで準備を進めていた。

「ただ、通常の夜会よりも早めに始まり、深夜を迎むかえる前にお開きになるので、その後なら時間が取れそうです。最速ならここですね」

「……そうだな。他ほかにもいくつか候補を挙げてくれ。それらをまとめてアリシアにも提案したい」

「かしこまりました。……ちなみに陛下。二つ、お伝えしたいことがあります」

「何だ」

「俺、この前アリシアに求婚しました」

「…………そうか」

「あれっ、ちゃんと聞こえてました？」

「聞こえている」

　予定表を眺ながめていたジュリアンは顔を上げた。そしてため息をついてデスクに肘ひじを突つき、おもしろがるような目を向けてくるレイバンを三白眼で睨にらむ。

「いつかそうなるかもしれない、とは思っていた。……君のことだから、わざとアリシアを怒おこらせるような言い方でもしたのではないか」

「うわぁ、陛下鋭するどすぎ。素す敵てき、惚ほれそう」

「君に惚れられても嬉うれしくない。……まあ、他の有う象ぞう無む象ぞうに奪うばわれるよりは、君の方が信しん頼らいできるとは思う」

「で、本心は？」

「誰だれがおまえに譲ゆずるかこの腹黒」

「腹黒に言われたくないですよ、この腹黒」

「僕が腹黒なのは周知の事実だ。……で、二つ目の連れん絡らく事じ項こうは？」

　すっかり開き直って悠ゆう然ぜんと笑うジュリアン。

　レイバンはやれやれと肩を落とし──




「狙ねらわれています。気づいていますか」




　口調こそ、まるで「明日あしたは雨です。傘かさは持っていますか」と言わんばかりに軽い調子だったが、その内容は物ぶつ騒そうきわまりなかった。

　ぴくっとジュリアンの片かた眉まゆが持ち上がる。彼は手にしていた予定表をデスクに置き、つり目を細めて目の前の護衛を見つめた。

「……僕じゃなくて、アリシアの方だな」

「はい。アリシアも馬ば鹿かじゃないから気づいているとは思いますが、俺の『オトモダチ』からも気になる情報を仕入れましてね──」

　そうしてレイバンが語った内容に、徐じよ々じよにジュリアンの表情が険しくなっていく。頰ほお杖づえをついている手は苛いら立だちを表すかのように耳の後ろをとんとんと指で叩たたき、空いている方の手は握にぎったり開いたりを繰くり返していた。

「──そういうわけで、俺としても警けい戒かいは強めますが、手っ取り早い手法を取るのが一番だと思いますね」

「そのために、アリシアを危険にさらすことになっても、か？」

「はい。さっきも言いましたがアリシアは馬鹿じゃないし、突とつ然ぜんのことに泣いて怯おびえるようなタマでもない。安全第一で行動して尻尾しつぽを摑つかみ損そこねるよりは確実かと」

「……僕は賛同できない」

「ええ、それでいいです。提案者の俺が賛同し、陛下が反対する。その上で大臣たちに可否を問いましょう」

　その場の空気に似合わず笑みを浮うかべるレイバンを見つめていたジュリアンは、しばらくしてはっと目を見開いた。

「……そういうことか。君は、事態がどっちに転ぼうと自分が非難を被かぶる気だな」

「あれー？　俺、ちょっと耳の調子が悪くなりましたねー。うまく聞こえませーん」

「…………分かった。今日のところは提案だけ受けておく」

　ジュリアンはしぶしぶそう言い、大げさに耳の周りを手で扇あおいでいるレイバンに予定表を返した。

「……六日後の式典、頼んだ。『オトモダチ』にもよろしく伝えてくれ」

「はい、お任せを」

「おかしいな、耳の調子が悪いんじゃなかったのか」

　ジュリアンは苦く笑しようし、先ほどまでとは打って変わって恭うやうやしく頭こうべを垂れた部下から、デスクの隅へと視線を移す。

　黄色の手紙からはほんのりと、花のような甘い香かおりが漂ただよっていた。
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　若葉が輝かがやく初夏。

　今日は、先代国王アレクシスの誕生日だ。

（もしご存命だったら、御おん歳とし三十二歳だったのね）

　廊ろう下かを歩いていたアリシアはふと足を止め、王城三階の渡わたり廊下から庭園を見下ろした。

　今日のために庭師が丹たん誠せい込めて庭木や花々の手入れを行ってくれた庭園は、上空からだと色とりどりの砂糖菓が子しが撒まかれているかのように見えて華はなやかだ。エンブレン王国の初夏は、もっとも多くの種類の花が咲さき乱れる季節。この美しい時季にアレクシスの誕生日を祝えることが嬉しかった。

「アリシア様。大広間の飾かざり付けについてご意見をお願いします」

「アリシア殿どの、招待客一覧の最終確かく認にんを頼たのむ」

「アリシア様、晩ばん餐さん会用の食材の到とう着ちやくが間に合わないかもしれません」

「あ、アリシア様！　今朝になって、客間の一室の窓ガラスにひびが見つかりました！」

　まったりと庭園の草花を愛めでたいところだが、今はそうも言っていられない。

　振ふり返ったアリシアは表情を引き締しめ、自分の指示を仰あおぐために集まってきた者たちを順に見やる。

「分かりました、緊きん急きゆうを要するものから順に確認します」

　今日のアリシアは、機能性を最優先した濃のう紺こんのドレスを着ていた。七しち分ぶ袖そでで裾すそレースは控ひかえめ。肘までの長さの手て袋ぶくろは絹製ではなく、作業中に多少汚よごれてもいいよう洗せん濯たくのしやすい素材のものを選んだ。作業用とはいえ貴族の女として、国王の側近としての体てい裁さいを失うわけにはいかないので、きっちり化け粧しようを施ほどこしているし金色の髪かみも上品に結ゆい上げている。

　アリシアは大量の資料を綴とじた用よう箋せん挟ばさみを小こ脇わきに抱かかえ、集まっている者たちに指示を出し始めた。

「ガラスのひびは、どの程度、どの位置、何枚なのかを確認してください。大広間の装そう飾しよく担当は、当初の装飾構図案と差さ違いがないかの確認を。変へん更こうすべき箇か所しよが出てきたなら、わたくしが到着するまでにまとめておいてください。招待客の一覧表は一階ホールにありますよね。厨ちゆう房ぼう、客間、大広間を回った後に向かいますので、それまでの間に担当者への最終指導を頼みます」

「かしこまりました、アリシア様」

　相談に集まっていた者たちはそろってお辞じ儀ぎをし、厨房担当者がアリシアを現場まで案内してくれる。

（予定はあくまでも予定。当日になって不ふ慮りよの事態が生じることだってあるわ）

　今回の食材の到着が遅おくれそうだという相談は、まだかわいいものだ。もし本日が悪天候だったら、招待客の到着遅ち延えん対応や泥どろ対策、衣服が濡ぬれた場合の特別接待などに対応を切り替かえなければならない。アレクシスの時代には、雨の対策はできたものの庭園に落らく雷らいがあり、安全確保のために会を一時中断せねばならないこともあった。

（そのとき、アレクシス様もラーラ様も狼ろう狽ばいすることなく対応されていたわ）

　彼らのように在りたい。

　兄の最後の誕生記念式典を行うジュリアンのために、尽じん力りよくしたかった。




　厨房で話を聞いたところ、本日のデザートに使用する乳製品の到着が、予定時刻より大おお幅はばにずれることになりそうだという。ぎりぎりまで到着を待った結果間に合わず、デザートを提供できなくなってはならない。

「……分かりました。ババロアの代わりに、専用の乳製品がなくてもほぼ同じ材料で制作できるゼリー菓子にしましょう」

　料理長と相談したアリシアは、用箋挟みの書類にメニュー変更を書き込む。

「陛下にはこちらでご報告しますので、料理長は給きゆう仕じ担当に周知徹てつ底ていさせること。お客様にはデザートを楽しみになさっている方も大勢いらっしゃいます。メニュー変更を知らずにババロアをご提供するとお伝えしてしまってはなりませんからね」

「かしこまりました。必ず徹底いたします」

　料理長の確認を取れたところで、すぐさまアリシアは客間に向かう。

　窓ガラスにひびが入っているということだが、幸いひびは窓の桟さんぎりぎりの位置で、注意深く見なければ気づかないだろう──が。

「本日この部屋を利用なさるドーキンス侯こう爵しやくは大変几き帳ちよう面めんな方です。クロスや置物でひびを隠かくすのはもちろんですが、部屋割りの変更も行いましょう」

「す、すみません、アリシア様」

「いいえ、お客様をお通しする前に気づいて対処できたのは、あなたたちのおかげです。綿密な確認作業、感謝します」

　真っ青になって震ふるえる使用人を労ねぎらい、アリシアは部屋割り一覧表を取り出して客間変更を考える。

『お客様をもてなすのも、わたくしたちの仕事の一つ。皆みな様さまの特とく徴ちようや好き嫌きらい、交友関係などの知識を広く活用しなければならないのよ』

　ラーラの言葉が脳のう裏りによみがえる。

　客間変更も、ただ単に入れ替えをすればいいわけではない。

（ドーキンス侯爵は最近、エイリング侯爵との賭かけに負けて以来不仲だそうね。ということは、エイリング侯爵の近くにお通しするわけにはいかないから……）

　部屋割り変更ができたら表を護衛の騎き士しに渡し、ジュリアンの最終確認を行ってもらおうとしたところで、アリシアの視界にふと、だぼだぼの官かん僚りよう服の姿が入った。

「枯かれ草の妖よう精せい……」

「アリシア様？」

「あ、いえ」

　護衛の騎士に呼ばれたアリシアは、苦いものでも食べたかのように顔をしかめた。

（ホプキンス……今はちょっと、厄やつ介かいね）

　彼のことだから、あれこれ指示を飛ばすアリシアに「女のくせに」「勝手なことをするな」とイヤミを吐はきに来たのだろう。ジュリアンとの仲を壊こわそうとする姿勢は大変ありがたいと思うが、ただでさえ忙いそがしい今は近づいてほしくなかった。

（逃にげられそうにないから、さっさと切り上げるしかないわ）

　そう思って腹に力を入れたアリシアだったが、ホプキンスはアリシアを見た後、すっと視線を逸そらして背を向けてしまった。

（……あら？）

　ひょっとしてアリシアの姿が認識できなかったのだろうか──と思ったが、廊下の遥はるか先にいるアリシアにも突とつ撃げきしてくる彼だから、この距きよ離りで見落とすわけはないだろう。

（それに、なんだか動きがぎこちなかったような──）

「……アリシア様、いかがなさいましたか？」

　騎士の心配そうな声に、アリシアは一息ついて気持ちを切り替えた。今は、ホプキンスのことを考えている時間はない。

（きっと落ちているキノコでも食べて調子が悪かったのね。うん、きっとそうよ）




　休む暇ひまもなく大広間に降りて、調度品の配置確認。装飾担当が悩なやんでいたのは花か瓶びんに生ける花についてで、気温のためか当初の予定より花の劣れつ化かが早く、いくらかは捨てるべきだろうかという相談だった。

　朽くちかけた花は廃はい棄きし、量が減ったことには花瓶を小さくして対処するよう指示を出し、招待客一覧の確認作業を行う──そうこうしているうちに、時間はあっという間に過ぎ去った。

　ようやく一息つけたとき、太陽は既すでに西の空に傾かたむきかけており、気の早い招待客たちはもう受付を済ませているようだった。

「……おなかすいた」

　執しつ務む室の続き部屋に入るなりそう唸うなってソファに倒たおれ込んだアリシアを見、向かいの席にいたレイバンが苦く笑しようしてテーブルの上を手で示した。

「あんた、昼飯抜ぬきだったもんな。お疲つかれさん。時間はまだあるだろうし、まあ食え」

「……そうするわ」

　アリシアはのろのろと体を起こし、テーブルに用意されていた軽食を目にしてごくっと唾つばを飲み込んだ。今日はレイバンと別行動だったが、彼はアリシアが疲ひ労ろう困こん憊ぱいで転がり込んでくることを想定して軽食の準備を命じてくれていたのだ。

「……ありがとう、レイバン。それと……この前は、ごめんなさい」

　侍じ女じよに料理をよそってもらいつつアリシアが神しん妙みように言うと、チーズをからりと揚あげたつまみを食べていたレイバンが顔を上げた。

「この前？　……あー、もしかしてあんたを怒おこらせた、あれ？」

「ええ。……最近忙しくて、こうやってちゃんと話をすることもできなかったから」

　レイバンの言葉は厳しい。厳しいが、どこまでも正しい。

「レイバンは知っているだろうけれど、私、夜会の後で陛下とお話をすることになったの。逃げてばかりではだめだし、王おう妃ひについて向き合う必要があるとようやく気づけたわ。あなたが活を入れてくれなかったら、今でもうじうじしていたはずよ。だから……ごめんなさい。それから、ありがとう」

　食事を前にアリシアが淑しゆく女じよの礼をすると、レイバンは目を細めてアリシアを見、つまみ用のピックを皿に置いた。

「どういたしまして。……あんたって、やっぱりいい女だよな」

「どうも」

「よし、決めた。俺の妻の座はいつでも、あんたのために空けておいてやるからな」

「なんとも心のときめかない台詞せりふね」

「俺は本気だぞ。あんたとなら結けつ婚こんしてもいいと思っている。さあ、ときめけ」

「なんという無茶ぶりかしら」

　レイバンには構わず、アリシアは侍女から皿を受け取る。寵ちよう妃ひ時代から馴な染じみのあるベテラン侍女は、何も言わずともアリシアの好物をよそってくれていた。

「……にぎやかな声がするね」

　穏おだやかな声と共に、執務室に続くドアが開いた。そうして顔を覗のぞかせたジュリアンは先ほど提出した用よう箋せん挟ばさみを持っており、フォークを手にしていたアリシアを見て柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「資料には全部目を通したよ。ご苦労だったね、アリシア。ありがとう」

「もったいないお言葉です、陛下」

　アリシアはカトラリーを置き、お辞じ儀ぎをする。

（ジュリアン様にお褒ほめいただけたわ！）

　空腹で胃はきゅるきゅると情けない音を立てているが、その胸は達成感と感激で満たされていく。ジュリアンの「ありがとう」の言葉ひとつで、今日一日の疲れは全すべて吹ふっ飛んでいった。

　喜びで胸を震わせているアリシアは気づかなかったが──アリシアの満面の笑えみを見、ジュリアンは一いつ瞬しゆん面めん食くらったように息を吞のんだ。だが向かいの席でやさぐれたように遠い眼まな差ざしをしていたレイバンの視線に気づくと一つ咳せき払ばらいし、ぴしっと背筋を伸のばす。

「ときに……レイバン、夜会のことでちょっと打ち合わせしたいことがある。時間をくれ」

「ああ、もちろんですよ」

「何か新しいお仕事ですか？」

　よっこらせ、と腰こしを上げたレイバンに続いてアリシアが問うと、ジュリアンは数秒考え込んだ後に頷うなずいた。

「……そうだ。ただ、アリシアは十分頑がん張ばってくれた。それに今晩は君も、客として会に参加してくれるだろう。淑女の身み支じ度たくには時間が掛かかるだろうから、食事をしたら家に帰り、休きゆう憩けいと仕度の時間を十分に取るんだ」

「……かしこまりました。陛下のお心こころ遣づかいに感謝いたします」

　手伝いを申し出る前にやんわりと断られてしまった。だが、夜会用の仕度に時間が掛かるのもその通りなので、アリシアは頷いてジュリアンの思いやりに甘えることにしたのだった。
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　アレクシスの誕生記念式典は、無事に開式を迎むかえた。

　没ぼつした先代国王の最後の誕生記念式典ということで、ジュリアンによる開式の辞はしめやかに、そして「生前の兄上の偉い業ぎようを懐なつかしみながら、存分に楽しむように」という言葉を皮切りに、華はなやかな夜会へと移り変わっていった。

　昼過ぎまで準備に駆かけ回っただけあり、華やかな夜会の様子を見回してみても不備はなさそうで、アリシアの胸は充じゆう足そく感でいっぱいだった。

「苦労した甲か斐いがあったわ……」

「ええ、お疲れ様アリシア。でも今はせっかく来らい賓ひんの一人として参加しているのだから、楽しむべきところでは楽しみましょうよ」

　そう声を掛けてきたのは、カレン。今日の彼女は燃え上がるような赤い髪かみを頭頂部で一つにまとめており、幾いく重えにもチュールを重ねたふんわりとしたローズレッドのドレスを着ている。彼女の夫は少し離はなれたところで、騎き士し団所属の男性貴族と話をしているようだ。

　普ふ段だんは寒色系を好むアリシアだが、今日はカレンのドレスとよく似たスカーレットのドレスを着ていた。式典時に赤色の礼服を着用するのは王族貴族の鉄則だが、赤と一口に言っても血のように濃こい赤やほぼピンク色の赤、濃のう淡たんのグラデーションの掛かった赤など様々で、実に華やかだ。

　カレンの言葉に、女によ官かんの顔で会場を見回していたアリシアは照れたように笑う。

「……そうね、つい仕事の気分で見てしまったわ」

「そういうこともあるわよね。……あら、あちらにいらっしゃるのはクリスティーナ様たちではなくて？」

　カレンがふわふわ飾かざりの付いた扇おうぎで示した先を見ると確かに、煌きらびやかな夜会でもひときわ目立つ令れい嬢じようグループの姿があった。ざっと見たところ、全員ジュリアンとの交流会に参加した女性たちだ。

　彼女らもアリシアたちに気づいたようで、クリノリンで膨ふくらませたドレスをなびかせながらやってきた。周りには他ほかの招待客や給きゆう仕じ、料理が載のっていて重そうに見えるテーブルがあるのに、全てを危なげなくかわしている。すばらしい身のこなしと移動速度である。

「こんばんは、アリシア様、カレン様。素す敵てきな会ですね」

　皆みなを代表して挨あい拶さつしたのは、サムエル公こう爵しやく令嬢のクリスティーナ。体型を露あらわにするマーメイドタイプのドレスは、彼女のややきつめの美び貌ぼうによく似合っている。

　アリシアは扇を畳たたみ、微笑みを浮うかべてお辞儀をした。

「こんばんは、皆様。会をお楽しみいただけているようで、何よりでございます」

「そういえば、アリシア様も女官として設営に尽じん力りよくされたのですよね。なんでも、会の成功に向けて今朝から準備に走り回ってらっしゃったとか」

　クリスティーナの隣となりにいたメイシー侯こう爵しやく令嬢マーガレットが、好こう奇き心に輝かがやく目で言った。噂うわさ話ばなしに敏びん感かんな彼女は、アリシアの動きもよく把は握あくしているようだ。

「そうですね……女官として、できる限りのことはしたいと思っておりますの」

「まあ……。陛下のためなら疲ひ労ろうも下々の仕事をすることも厭いとわないあなたに敬愛され、陛下は幸せなお方ですわね」

　壇だん上じようで貴族たちの挨拶を受けるジュリアンを横目で見、クリスティーナが言った。

「……中にはあなたと陛下の仲を阻はばもうとする輩やからもいるようですが、ご安心なさいませ」

「そうですわ！　わたくしたち、アリシア様がお仕事なさる姿を拝見するたびに、やはり王妃にはアリシア様がふさわしいと考えるようになりまして」

　マーガレットの中の何かに火が付いたようで、彼女は目を見開いて力説し始めた。

「もしアリシア様に無礼な真似まねをしようとする者がおりましたら、わたくしたちが全力で排はい除じよしますわ！」

「は、排除って──」

　そのときアリシアの脳のう裏りに、マーガレットに引きずられて暗がりに連れて行かれるホプキンスの姿が過よぎった。マーガレットの熱意を見る限り、あり得そうなのが逆に怖こわい。

「そうそう！　それにもしアリシア様を泣かせるようなことがありましたら、陛下とて容よう赦しやはいたしませんわ」

「えっ……そこは容赦しましょうよ」

　アリシアはもっともなことを突つっ込んだつもりだが、使命感に燃える令嬢たちは「そうですわ！」「これぞわたくしたちの使命ですもの！」とはしゃいでいた。彼女らの中では既すでに、アリシアが王妃になることは確定事じ項こうらしい。

「……どうやらあなたがこれまで取った行動は全て、裏目に出てしまったようね」

　そう囁ささやくのはカレン。彼女は視線こそアリシアに向けているが、その右手はスカートのひだの中に隠かくれており、その辺りがなにやらもぞもぞ動いている。どうやら本日彼女は特製のドレスを用意し、皆に隠れて片手でもメモを取れるようにしているようだ。

「あなたでないと陛下を御ぎよせないから、あなたの気持ちを尊重した上で陛下とくっつけようという考えに至ったそうよ」

「なにそれ……」

「……あら、陛下ですわ」

　クリスティーナの囁き声に、アリシアやカレンを含ふくめた令嬢たちはさっと反応する。クリスティーナが扇の先で示した方を見やると確かに、先ほどまで壇上で皆と挨拶をしていたジュリアンが護衛を連れてホールに降り、こちらに向かってきているところだった。

「まあすごい、アリシアまっしぐらだわ」

「やめてよカレン……」

　好奇心でらんらんと目を輝かせるカレンを窘たしなめるが、話題の人ジュリアンは確かにアリシアに向かってきていた。

　彼はアリシアたちの前で足を止めると、豪ごう奢しやなマントを翻ひるがえして優ゆう雅がにお辞儀をした。

「こんばんは。艶あでやかに咲さく花たちに誘さそわれてしまいました」

「こんばんは、陛下。素敵な夜会にお誘いくださり、ありがとうございます」

　公爵令嬢であるクリスティーナが皆を代表して挨拶し、アリシアたちもそろってお辞儀をする。

「わたくしたちちょうど、陛下のお話をしておりましたのよ」

「ほう。どのような話題か、お伺うかがいしても？」

「ええ。陛下がアリシア様を泣かせるようでしたら、我々が容赦しない、ということですわ」

「はいっ!?」

　ついつい大声を上げてしまったのは、アリシア。

（いや、確かにそんな話をしていたけれど……それを本人の前でおっしゃるの!?）

　クリスティーナの細い肩かたを摑つかんでがくがく揺ゆすぶりたくなる衝しよう動どうを、腹にぐっと力を込めることで堪こらえる。ジュリアンは目を丸くし、目の前の可か憐れんな公爵令嬢を凝ぎよう視ししていた。

「私がアリシアを泣かせる……か？」

「ええ。陛下もご存じでしょうが、わたくしたちはアリシア様が王おう妃ひになられるのでしたら諸もろ手てをあげて歓かん迎げいいたします。我らエンブレン貴族の忠誠は陛下にございますが、エンブレンの女にとって王妃とは、女性の最高位として敬愛しお守りすべき存在。国王といえど、王妃を悲しませるようなことをなされば──許さない」

　最後の一言を述べた時だけ、クリスティーナのかわいらしい声にドスが利きいたような気がする。だがすぐさまクリスティーナは「……ということですよね？」と元の愛らしい声に戻もどって振ふり返り、マーガレットたちが「その通りです！」と同意を示した。

　ジュリアンは目を丸くしてそんな女性陣じんを見つめ──頭を抱かかえるアリシアを見──ふふっ、と小さく噴ふき出した。

「……なるほど。どうやら既に、未来の王妃の親衛隊ができあがっているようだな」

「……あの、陛下。申し訳ありません」

　さすがにいたたまれなくなってアリシアが口を出すと、ジュリアンは小首を傾かしげてアリシアを見つめる。

「君が謝ることはないだろう。……どうやら君は、よい友人たちに恵めぐまれたようだな。彼女らの忠誠心はたいしたものだ。肝きもに銘めいじておくことにする……だが」

　そこでジュリアンはアリシアとの距きよ離りを詰つめ、そっと耳打ちしてきた。

「……僕は、君の笑え顔がおだけじゃなくて泣き顔も見たい。だから……もしも泣かせてしまったら、ごめんね？」

「ひっ……!?」

　ふうっと耳の穴に息を吹ふき込むように囁かれ、小さな悲鳴を上げてしまった。耳は弱点だ。かろうじて手で口を覆おおったので周りに響ひびくことはなかっただろうが──残念ながら、カレンやクリスティーナたちはきらきらと輝く目でこちらを見てきている。

（ジュリアン様……なんてことを……！）

　思わず腰こしが砕くだけそうになったが、傍かたわらにいたカレンがごく自然な動作で寄り添そい支えてくれたおかげで、公衆の面前で倒たおれ込むことは避さけられた。

　ジュリアンは真っ赤な顔でぽかんとしているアリシアを見、どこか色気のにじむ忍しのび笑いを漏もらすとひらひらと手を振った。

「それでは皆、夜会を楽しんでくれ。……アリシア、また後で」

「……は、い……」

　護衛を引き連れ、ジュリアンが去っていく。幸か不幸か、これまでのやり取りの間はアリシアたちの周囲を護衛や他の令れい嬢じようたちが固めていたため、若き国王が一人の女によ官かんに急接近したところは見られていないようだ。

　だが。

「アリシア様」

　ぽん、と肩に手が乗せられた。アリシアよりも小さくて柔やわらかい貴族の娘むすめの手は今、鋼鉄の鎖くさりのようにがっちりとアリシアの体を拘こう束そくしている。

　顔を強こわばらせるアリシアの気持ちを知ってか知らずか、マーガレットの甘ったるい声が響いた。

「お話、伺ってよろしくて？　……うふふ。今夜はとても楽しくなりそうですわ」

（……今夜は、とても精神を削けずられそうですわ）

　一いち縷るの望みを掛かけてカレンを見やるが、彼女は満面の笑みを浮うかべ、「むり」と口の動きだけで伝えてきた。

　夜会は、まだまだ続きそうだ。




　夜会中、アリシアは専もつぱら令嬢たちと過ごした。夫と一いつ緒しよに挨あい拶さつ回りなどをしなければならないカレンとは途と中ちゆうで別れ、クリスティーナやマーガレットたちに囲まれることになった。

（つ、疲つかれたわ……）

　知りたがりのクリスティーナやマーガレットたちの包ほう囲い網もうからなんとか逃のがれ、アリシアはビュッフェ台に向かった。これまで話をするばかりで、料理をほとんど口にしていなかったのだ。

「失礼します、アリシア・スチュワート様」

　季節のフルーツたっぷりのプディングを賞味していると、声を掛けられた。見ると、下級官かん僚りようの青年がお辞じ儀ぎをし、会場の入り口を手で示している。

「マクレガー伯はく爵しやくがお呼びです」

「伯爵が？」

　皿をテーブルに置いて口元をナプキンで拭ぬぐったアリシアは、官僚の告げた名に首を傾げる。

（マクレガー伯爵──スコット・マクレガーなら今日の招待客の一人ね）

　あまり馴な染じみのない相手ではあるが、確かに彼には招待状を送っているし、何度も名めい簿ぼで確かく認にんした。呼び出されるようなことをした覚えはないが、あえて無視する相手でもないだろう。

「分かりました、すぐに参ります。案内を頼たのめますか」

「はい」

　アリシアは官僚について会場を歩く。

（マクレガー伯爵は、三年ほど前に跡あとを継ついだばかりの若手だったわね。確か、二十代後半くらいだったかしら）

　歩きながら伯爵の情報を思い出すが、彼は襲しゆう爵しやくして三年経たった今もこれといった業績は残しておらず、かといって悪評も聞かない。鳴かず飛ばず状態なので、読めない部分が多かった。

　会場を出ると、ざわめきは一気に遠のいた。人ひと気けのない廊ろう下かを吹く夜風が心地ここちよい。マーガレットに勧すすめられて少しだけワインを飲んだので、火ほ照てった体をほどよく冷やしてくれた。

　官僚が案内したのは、四階バルコニー前だった。ここはよく、貴族がお茶会をしたり小規模の音楽鑑かん賞しよう会を開いたりする際に利用する、見晴らしのいい場所だった。アリシアも何度も利用したことがある。

「伯爵はこちらでお待ちです。では」

　官僚はそう言ってドアを示すと、一礼して去っていってしまった。

（……まあ、護衛も連れて出ればいいわよね）

　ちらっと背後を振り返り見、レイバンの部下が付いてきてくれているのを確認した後、アリシアは磨すりガラス越ごしに声を掛ける。

「アリシア・スチュワートでございます。マクレガー伯爵はこちらにいらっしゃいますか」

　呼びかけるとまもなく、ガラス戸が開いた。ドアを自ら開けたのは、どことなく影かげも幸さちも薄うすそうな顔立ちの青年伯爵だった。

　彼はアリシアを見、微笑ほほえんで会え釈しやくした。

「わざわざご足労いただきありがとうございます、アリシア・スチュワート様。わたくし、スコット・マクレガーでございます」

「こんばんは、マクレガー伯爵。……この度たびはいかなるご用でしょうか？」

　淑しとやかに挨拶をしつつ、アリシアは注意深く目の前の男の言動を観察する。彼の父親である先代マクレガー伯爵とは面識があったが、あいにく彼は襲爵の手続きの際に見かけたのみで、それ以降の交流はなかった。

（さては、私に何か交こう渉しようでも持ちかけるつもりかしら？）

　だとすれば、何かを申し出られてもアリシアの独断で即そつ決けつするわけにはいかない。交渉が得意なのはアリシアではなく、大臣やレイバン、ジュリアンたちだ。

「もし女官としてのわたくしにご用がおありでしたら、検討の余地だけいただき持ち帰らせていただくことになりますが……」

「ああ、いえ、仕事がらみではございません。アリシア様個人にお話ししたいことがございまして」

「……わたくし個人に？」

「はい。立ち話も何ですから、どうぞこちらへ」

　伯爵は真意の読めない笑みを浮うかべてドアを大きく開き、バルコニーへと促うながす。

（……見晴らしのいいバルコニーなら、刃にん傷じよう沙ざ汰たは起こさないはず。何かをするとしたら、やはり交渉かしら）

　しばし考え、アリシアは振り返って騎き士したちに頷うなずきかけた後、戸口をくぐった。

　──直後、伯爵の手によって素す早ばやくドアが閉められる。

　振り返ったときには、伯爵は先ほどと変わらない笑みを浮かべたまま、ドアの前に立ちふさがっていた。

　アリシアは眉まゆ根ねを寄せ、じとっと伯爵を睨にらみつける。

「……外には護衛の騎士を待たせていますのよ？」

「さようでしょうね。しかしご安心ください。騎士がやってきても、こちらには彼らにお引き取り願えるだけの『材料』がございますので」

「……『材料』？」

「そうさ、アリシア」

　背後から聞こえてきた声に、アリシアの目が見開かれた。

　──同時に、ぞくぞくっと背筋に悪お寒かんが走る。

（この声は）

　もう何年も聞かなかった。ひょっとしたらもう二度と聞くことはないかもしれないと思っていた、この声は──

　ゆっくり、油の切れたブリキの人形のようにぎこちなく振ふり返る。伯爵ばかりに気を取られていたが、星明かり以外照らすもののないバルコニーで、群ぐん青じようの夜空を背景に立つひとつの影があった。

「久しいな、アリシア。元気そうで何よりだ」

　やけに立派な装いのその人は。

　九年前にアリシアをアレクシスに押しつけたその人は。

　三年前に経営に失敗し、借金をアリシアに押しつけて逃にげたその人は。

「……お兄様」

　のうのうと、異母妹の目の前に現れた。




「九年だったか？　おまえも美しく成長したものだ。目はともかく、髪かみの色は私と同じ、スチュワート家の人間の証明だな」

　やけに馴なれ馴れしく話しかけながら歩み寄ってくる兄。緑の目は母親譲ゆずり、金きん髪ぱつは父親譲りのアリシアは、淑しゆく女じよの仮面を投げ捨ててあからさまに顔をしかめた。美しい金色の髪はアリシアの自じ慢まんだったが、兄に褒ほめられてもちっとも嬉うれしくない。

「……今さら何のご用ですか、ダミアン・スチュワート」

「なんと……先ほどは私のことを昔のように『お兄様』と呼んでくれたではないか。悲しいことを言わないでおくれ」

　わざとらしく嘆なげく兄は、九年前よりもかなり瘦やせて髪型も変えているので、顔見知りでも声を聞かなければ彼がダミアンだと分からなかったかもしれない。

（……「お兄様」なんて呼ぶのではなかったわ）

　状じよう況きようが状況でなければ、自分のミスに行ぎよう儀ぎ悪く舌打ちをしていたかもしれない。

　子どもの頃ころのアリシアは、兄にどれほど邪じや険けんにされてもその背を追いかけ、罵ば声せいを浴びてでもすがりつき、「あっちに行け！」と言われても、「お兄様」と呼び求めていた。

　いつか、愛情を与あたえてくれるかもしれない。

　いつか、構ってくれるかもしれない。

　そんな儚はかない願いがあったからだ。

（でも今は、無理に愛情を求める必要なんてないわ）

　アリシアは頭を振るって一呼吸置き、気品に欠けると分かっていても胸の前で腕うでを組み、足を開いて立った。

「……陛下はあなたに招待状を送っておりません。さては、マクレガー伯はく爵しやくの身内とでも偽いつわって侵しん入にゆうしたのですか？」

「人聞きの悪いことを言わないでおくれ、アリシア。私はただ、風邪かぜで欠席する伯爵の弟の代わりに入場のチャンスをもらっただけだよ」

　ダミアンは眉まゆ尻じりを垂らし、困ったように言う。九年前には見せなかった表情だが、だからといって絆ほだされるほど、アリシアには異母兄に対する愛情はなかった。

「伯爵は、私たちに資金援えん助じよをしてくれた恩人なのだよ。おかげで妻も子も最低限の生活を送ることができている」

　ダミアンの言葉に、アリシアは眉根を寄せた。

（資金援助？　もともと縁えんもゆかりもなかった現げん役えきの伯爵が、落ちぶれた侯こう爵しやく一家を援助するものなの？）

　兄一家は名前こそ貴族年ねん鑑かんに残っているが、財産も土地も全すべて失い、アリシアがかろうじて家名を受け継ついだ状態だ。マクレガー伯爵の援助によってもし立て直したとしても、それに見合うだけの対価が払はらえるとは思えない。

（……いえ、そうじゃないわ）

　アリシアも気づいた。

　伯爵が資金援助し、夜会会場にも潜もぐり込ませるほど兄を支援した結果、兄が支払える「もの」がひとつだけあるではないか。

　アリシアの表情が変わったのに気づいたのか、ダミアンは気味が悪いほど愛あい想そよく微笑み、アリシアの目の前に立った。

「おまえの噂うわさは聞いているよ。ジュリアン陛下の妃きさきに望まれているそうだね。しかも有う象ぞう無む象ぞうの寵ちよう妃ひではなく、唯ゆい一いつの王妃として。私も兄として鼻が高いよ」

　そう、兄が求めているのは──

「賢かしこくて優やさしいおまえなら、よい王妃になるだろう」

　兄の言葉は優しかったが、ほんの少しだけ緊きん張ちようを孕はらんでいる。

（賢くて優しい……ね。私のことなんて、何も知ろうとしなかったくせに）

　笑い飛ばしてやりたいが、そうもいかなかった。

　ダミアンの目もく論ろ見みが見え、アリシアは堅かたく閉とざした唇くちびるの下でギリッと歯をきしませる。

（ダミアンの狙ねらいは──「王妃の兄」の座だったのね）

　それこそが、マクレガー伯爵の協力を仰あおぐことができた、ダミアンに支払える「もの」。

　もしアリシアがジュリアンの王妃になったとしたら、逃とう亡ぼう中のダミアンをどうにかせねばならないという問題が浮ふ上じようする。名前を削さく除じよしているのならばともかく、年鑑に残っている以上、無視できないのだ。

（先ほどから護衛が割って入れないのは──伯爵の手先が、「兄妹きようだいの再会の時間を邪じや魔ましないでください」とでも言って足止めしているからかしら）

　ちらっと背後を窺うかがうが、ここからは暗がりに立つ伯爵の表情を見ることはできない。彼も、計画通りにアリシアたちが動くかどうかに意識を集中させているのだろう。

（もし私がジュリアン様に「兄を助けてください」と泣きつけば、絶対にジュリアン様は私の我が儘ままを叶かなえてしまわれるわ）

　彼がどのような対応を取るかは分からないが、アリシアが本気で異母兄の名めい誉よ挽ばん回かいを嘆たん願がんしたなら、ジュリアンは無下にはしないだろう。別の爵位を与えるか、土地や金を与えるか。

　そうすれば、ダミアンの思わく通りだ。ジュリアンの承しよう認にんを得られた彼に刃は向むかう者はいなくなる。汚お名めいを雪そそいだなら、マクレガー伯爵にだって対価を支払うことができるし、逃亡生活なぞ送らなくても城下町の一等地で悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らせる。

「……あなたは私が陛下の王妃に望まれていると知って、私の立場を利用するために王都に戻もどってきたのね」

「アリシア、おまえは何か勘かん違ちがいしているね。私はあくまでも、王妃になるべきか迷っているおまえを励はげますためにやってきたのだよ」

　ダミアンは悲しそうに顔をゆがめている。「妹に疑いの目を向けられて悲しい」と言わんばかりの表情に、アリシアの胸は逆に一気に冷めた。

（……九年前と変わらないのね）

　九年前は、幼いアリシアをアレクシスの妃にすることで権力を得ようとした。

　今回は、ジュリアンの妃にすることで名誉挽回を狙っている。

（いつもいつも、この人は私のことを便利な「駒こま」としか思っていないのね）

　自分の思い通りに動く駒。

　もししくじれば、全ての罪をかぶせて自分はとんずらできる、体ていのいい道具。

（……当時の私には、泣いて縋すがることしかできなかった）

　だが、アリシアは変わった。

　アレクシスやラーラから家族としての愛情をもらい、ジュリアンからは信しん頼らいと異性に対する愛情を受け、カレンからは友情を教わり、レイバンや大臣たちと仕事をすることで図太さやたくましさを身につけた。

　アリシアはふっと笑うと、ドレスのベルトに差していた扇おうぎを手にとって広げ、口元を隠かくしつつ兄を静かに見み据すえた。

　かつて、ラーラとおそろいで仕立ててもらった愛用の扇。

　これを持っていると、少しだけ強くなれる気がした。

「……あなたは何か勘違いされていますね。確かにわたくしは陛下から王妃にと望まれておりますが、それを決めるのはあなたではないのですよ？」

「おまえは私の言葉を曲解しているようだね。もちろん、決めるのはおまえや陛下だ。私はただ、おまえの背を押すきっかけを作れたらと──」

「背を押す？　ご冗じよう談だんを。いつ、わたくしが進んで王妃になりたいと思っていると申しましたの？」

　扇を縁ふち取どる羽は根ね飾かざりの向こうで、ダミアンが怪け訝げんそうな顔をしている。

「それに、これは王と王妃候補の一存だけで決められる話ではございません。現に、わたくしたちの婚こん姻いんに反対意見を唱える者もおります。彼らの言い分ももっともですし、わたくしは女によ官かんとして働く今の生活に満足しておりますのよ。それに、自分が王妃にふさわしくないと分かっているからこそ、わたくしは陛下のお申し出を拒こばんでいるのです」

「こ、拒むとは、なんという無礼なことをしているのだ！」

「下心満まん載さいの身内を背負ったまま求婚を受ける方が、無礼ではなくて？」

　それはおまえのことだ、と薄うす皮かわ一枚に包んで告げたが、ダミアンはめげることなく悲しそうな顔で首を横に振ふった。

「おまえが王妃にふさわしいと判断なさったのは、他ほかならぬ陛下ご本人だろう」

「そうですね。しかし、もしわたくしが王妃になるとしても、誰だれかの思わくに従うなんて御ご免めん被こうむります。……わたくしは、もう肉親はいないものと思っておりますので」

　とどめのように放った言葉に、とうとうダミアンの仮面がかなぐり捨てられた。

　それまでどことなく弱気な態度だった彼の双そう眸ぼうがぎらりと輝かがやき、思わずアリシアはびくっと身を震ふるわせてしまう。

「……おとなしく従っていればよかったものを、かわいげのない小こ娘むすめだ」

「……あら、この年になっても小娘と言っていただけるなんて、光栄ですわ」

「よいのか？　おまえが王妃にならないというのならば、これから先女官として生きていけなくしてやってもよいのだが？」

　地を這はうような低い声に思わず拳こぶしを固めてしまい、絹の手て袋ぶくろがきしっと音を立てた。

（いいえ、彼らは私が弱気になるのを待っているのよ）

　九年前に浴びた罵ば声せいを思い出し、ひるんでいる場合ではない。

　扇を優ゆう雅がに振ると、同じようにしていたラーラの姿が思い出され、体の震えがほんの少しだけ収まる。

「……あら、物ぶつ騒そうなことを仰おおせになるのですね」

「マクレガー伯爵は、情報通なお方だ。彼にかかればおまえの悪評を流すこともたやすいだろうが？」

（……なるほど。あることないことを吹ふい聴ちようし、私が女官の地位から引きずり下ろされるようにしてやる、ってことね）

　彼は、王妃にならないのならばアリシアが誇ほこりにしている女官の仕事まで奪うばうつもりなのだ。

　──そのとき、アリシアの脳のう裏りを一人の青年の顔が過よぎる。

『僕は君のことを尊敬し、信頼している』

　彼が記してくれた一文。何よりもアリシアが喜ぶ言葉。

　ジュリアンに信頼されている。

　彼を支えることができている。

（それこそが、私の生き甲が斐い。私の幸せ）

　女官だろうと王妃だろうと、関係ない。

（あなたの名声を汚よごすことは絶対にしません、ジュリアン様）

　アリシアは目を瞑つぶり、数秒の後に開いた。

「どうぞ、お好きになさいませ」

「……何？」

「わたくしを蹴け落おとしたいのならば、どうぞご自由に。しかしわたくしには伯はく爵しやくに負けずおとらずの情報通な友人がおり、頼たよれる護衛もおります。そして、正しい判断を下してくださる大臣の皆みな様さま、国のことを常にお考えになる陛下がいらっしゃいます。そうそうたやすく踊おどらされませんし、もしあなたたちが勝ったとしても、陛下のお荷物になったりはしません」

　アリシアを信じてくれる人がいる。
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　支えてくれる人がいる。

　正してくれる人がいる。

　──アリシアは笑う。

　悠ゆう然ぜんと、胸を張って、毅き然ぜんとした態度で。

「最後まで足搔あがいてみせましょう。女官の座を追われたとしても、陛下の王おう妃ひの座を汚すくらいならば平気です。……卑ひ劣れつな輩やからの前に屈くつしたりは、いたしませんよ」

　言い放ってしばらくは、彼らがアリシアの言葉を理解するために数秒の空白が流れた。

　だがまもなく背後からは明らかな舌打ちが聞こえてきて、正面にいるダミアンは青白かった顔を赤く染め、憤ふん怒ぬの形相で詰つめ寄ってきた。

「っ……この、恥はじ曝さらしめ！」

「十六歳の妹に罪をなすりつけた分際でよくそんなことが言えますわね、このひとでなし」

「貴様っ！」

　いよいよダミアンがアリシアに摑つかみかかろうとした──瞬しゆん間かん。

「……はい、そこまでー」

　聞き覚えのある声。

　ピシッ──と夜の空気を切り裂さいて響ひびいた鋭するどい音。拳を振り上げた姿勢のまま、何かに引っ張られたかのように体を反らせ、そのまま仰あお向むけに倒たおれたダミアン。

　背後から響くドアの開く音。伯爵の怒ど声せいと、いくつかの足音。

　あまりにたくさんのことがあちこちで起きたため、殴なぐられたら殴り返そうと腹と右手に力を込めていたアリシアは、えっ、と辺りを見回した。

「……な、何？」

「よく頑がん張ばった、アリシア。……嫌いやな思いをさせてしまい、申し訳ない」

　ダミアンはどこからともなく現れたレイバンによって縛しばり上げられ、いつの間にか逃とう亡ぼうした伯爵を騎き士しが追い、バルコニーは上を下への大おお騒さわぎ。

　いったいどこを見ればいいのかとおろおろしていたアリシアだったが、騒そう音おんの隙すき間まを縫ぬって聞こえてきたその声に、全神経を持って行かれてしまった。

　騎士たちがランタンを掲かかげる中、こちらに歩み寄ってくる黒くろ髪かみの青年。一糸乱れぬ深しん紅くの礼服を着こなす姿は眩まぶしいばかりで、アリシアの体からふっと力が抜ぬけてしまう。

「陛下……」

「アリシア」

　すかさず、ジュリアンの腕うでがアリシアを抱だき留めてくれた。

　発達途と中ちゆうの体はまだ筋肉に乏とぼしいが、アリシアを支えてくれた腕はたくましく、温かい。

「陛下……申し訳ありません。その、兄が──」

　顔を上げてダミアンのことを説明しようとしたアリシアだが、手袋の嵌はまった指先が唇くちびるに触ふれてきたため、はっと息を吞のんだ。

　ジュリアンは紫むらさき色いろの目を細め、小首を傾かしげて囁ささやく。

「言わなくていいよ。君も疲つかれただろう。今は、ゆっくり休もう」

　そうしてジュリアンはアリシアを抱きしめたまま、床ゆかに転がるダミアンを見やった。アリシアもジュリアンの視線の先を追おうとしたが、ぎゅっと抱きしめられてしまい体を動かすことは許されなかった。

「ダミアン・スチュワート。おまえのこれまでの所行は許し難がたいけれど、ひとつだけ礼を言わせてくれ」

「へい──」

「おまえが私し欲よくにまみれてアリシアを兄上の妃きさきに押しつけたから、僕は生しよう涯がい愛したいと思える人に出会えた」

　ありがとう、と若き王は、皮肉たっぷりに言ったのだった。
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「私は大だい丈じよう夫ぶです、健康です」とアリシアは主張した。

「無理はよくない」とジュリアンは反論した。

「たまには陛下の思いやりに甘えろ」とレイバンも援えん護ご射しや撃げきを放ってきた。

　よってアリシアは誕生記念式典の後数日間は、屋や敷しきに軟なん禁きん状態で過ごすことになったのだった。




「よーっす、アリシア。暇ひまで暇で、体中からキノコが生えそうなくらい湿しつ気けてるな！」

「人をキノコの原木扱あつかいしないでくれる？」

　時間をもてあますアリシアに対し、この男はいつも元気である。

　我が家のように応接間でくつろぐレイバンは、鞄かばんからいつもの留め金付きの箱を取り出した。

「ほれ、陛下からのお手紙。今回は近きん況きよう報告も兼かねてるからな。心して読め」

「ありがとう、早さつ速そく読ませてもらうわ」

　そうしてアリシアが手紙を読む間、レイバンはつまみをぼりぼりと食べて待っていた。

　彼は何度も来るので、スチュワート家の使用人たちも彼の嗜し好こうを理解してきたようだ。最近では甘い菓か子しより、炒いり豆やチーズと鶏とり肉にくの破は片へんをからっと揚あげたつまみなどの方がよく出てくるようになっていた。

「……そう。ダミアン・スチュワートは罰ばつせられ、マクレガー伯爵は逃亡したのね」

「ああ。伯爵は最初から、いざとなったらダミアン・スチュワートを[image: 囮]おとりにしてとんずらするつもりだったんだろうな。すぐさま城下町のマクレガー伯爵邸ていに出向いたが、もぬけの殻から。今、伯爵領まで調査を進めている。ダミアン・スチュワートは裁判に掛かけられたんだが……本当はあんたも法ほう廷ていに呼ぶべきじゃないかって話も挙がったんだ。だが、法廷でのやつの言動を見る限り、呼ばなくて正解だった──とだけ伝えておく」

「……そうなのね。ありがとう」

　どこまでもアリシアを道具扱いしてきた彼のことだから、最後の最後まで「アリシアに騙だまされた」などと言い訳を重ねたのだろう。

「陛下は、ダミアンが王都に戻もどっていたことに気づいていらっしゃったのね」

「そう、俺の個人的な部下がいち早く気づいてな。以降は城下町でも見かけたし、最近ではマクレガー伯爵があんたの近辺をうろつくようになっているのも確かく認にんした」

「……前、うちの近くでレイバンが気づいた不ふ審しん者も、その二人だったのね」

　手紙を読むアリシアの眉み間けんに皺しわが寄る。

「私と陛下の関係を耳にして、私が王妃になるつもりがないということにも気づいた。だから、招待状の確認作業はあるとはいえ王城の門が開放される式典の日を狙ねらってきたのね」

「そうそう。俺も陛下も、多分その日にあんたとの接せつ触しよくを図はかるだろうと分かっていた。……正直言うと、あんたとダミアンを接触させないという方法もあったんだ」

　アリシアは手紙から顔を上げた。

　レイバンは真ま面じ目めな顔でアリシアを見つめてきている。

「招待客の確認作業──城内の監かん視し──官かん僚りようによる呼び出し──廊ろう下かを歩いているとき──バルコニーに出たとき──あんたを助けに入る機会はいくらでもあった。陛下は、あんたとダミアンの接触を阻そ止しするという方法を最後まで主張していたんだ。陛下が猛もう反はん対たいする中、あえてやつらを踊らせ、あんたと接触させる案を押し通したのは──俺だ」

　かたん、と遠くで使用人がドアを閉めた音がここまで届いてくる。

　冗じよう談だんやからかいの色の全くないレイバンは、静かな口調で続けた。

「俺は、ダミアンを捕とらえるためにはあんたを利用すべきであり──加えて、あんたを試ためすべきだと主張した。王おう妃ひにふさわしいのかふさわしくないのか。陛下にとって、薬になる存在なのか毒になる存在なのか。それをはっきりさせ、あんたを疎うとましく思う者たちを納なつ得とくさせてしまえばいいと提案したんだよ」

「それは……ホプキンス様とか？」

「そうそう、それに大臣たちもあんたの言動を気にしていたからな。あんたは気づいていなかっただろうが、あのバルコニーの真下の階にはホプキンスを放ほうり込んでおいたんだ」

「えっ!?」

「『そんなにアリシアのことが疑わしいなら、ここで黙だまって聞いていろ』ってな。式典当日の朝にそれを提案したら、あいつすっげぇ戸と惑まどってたな。アリシアが王妃にふさわしいかどうかは気になるが、なにも[image: 囮]にまでしなくてもいい、あまりにもかわいそうではないか、とか言っててよ」

「ホプキンス様が……」

（そういえばあの日、彼の様子がおかしかったわね）

　いつものようにイヤミを言ってくるかと思ったら、視線を逸そらして去っていってしまったのだ。てっきり体の調子が悪いのだと思っていたが、あれはアリシアがわざとダミアンと接触させられると知って、動どう揺ようし心配していたからなのだろう。

「……それで、階下で私の言葉を聞いていたホプキンス様は、なんて？」

「さあな。俺はあの間あんたたちの上階でぶら下がっていたからよく分からねぇが、一いつ緒しよにいた大臣たち曰いわく、なんとなく落ち込んだ様子だったらしいな」

「ぶら下がっていたのね……」

「もしダミアンがあんたに手を出すようならば止めろ、と言われていたからな。騎き士し団と陛下はドアの前、階下に大臣とホプキンス、上階に俺という配置だったんだぜ。俺、ちゃーんとダミアンを止められただろ？」

「ええ、助かったわ。ありがとう」

　そういうことだったのか、とアリシアは息をついて手紙を折りたたんだ。

（……何にしても、きちんとジュリアン様とお話ししなければならないわね）

　国のためにも、そしてアリシア自身のためにも。
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　事後処理とアリシアの療りよう養ようのためということで女によ官かんの仕事も五日ほど休んだ末、アリシアの出勤が許された。

　気持ち新たに執しつ務む室に向かっていたアリシアだが、隣となりを歩いていたレイバンが、おっと声を上げた。

「……朝から枯かれ草の精せい霊れい発見」

「えっ、妖よう精せいじゃなかった？」

「最近、妖精から精霊に昇しよう格かくしたんだ。……なんか、アリシアと話がしたそうな雰ふん囲い気きだな」

　レイバンの示す先には確かに、廊下の真ん中に佇たたずむホプキンスの姿があった。いつもならアリシアを見ればイヤミを吐はきに真っ直すぐ向かってくる彼だが、こちらをじっと見たまま動こうとしない。

「……回かい避ひは？」

「してもいいが、今は賢けん明めいな判断とは言えない」

「分かったわ」

　肩かたを落としたアリシアは速度を速めてホプキンスとの距きよ離りを詰つめると、彼が何か言う前に笑え顔がおで会え釈しやくをした。

「おはようございます、ホプキンス様。しばらく休養期間をいただきましたが、本日より復帰することになりました。改めて、よろしくお願いします」

「あ、ああ。おはよう」

　ホプキンスは落ちくぼみかけた目を瞬またたかせ、ぼそっと挨あい拶さつを返した。

（……あら？　そういえばホプキンスが「ごきげんよう」以外の挨拶をするのって、初めてじゃないかしら？）

　小首を傾かしげたアリシアをよそに、ホプキンスは次なる言葉を模も索さくしているかのように薄うすい唇くちびるをしばし開閉させた後、さっと視線を逸らした。

「……私は自分の考えを曲げることはしない。それが私の信条で、生き方だからだ」

「さようでございますか」

「……だが、先日のおまえの行動は称しよう賛さんに値あたいする。おまえはただ男に甘えるしか能のない女ではなく、見た目を裏切るほどたくましくて剛ごう胆たんな女なのだと分かった」

「……それは、お褒ほめくださっていると受け取ってもよろしくて？」

「うるさい！　とにかく、私の期待を裏切らぬようにだけはするのだぞ！　そ、それと」

「まだ何か？」

「……国民学校の図書選定案──悪くないと思う」

　最後の方はやけくそのように言い放ち、ホプキンスはアリシアがひるんでいる間にさっと身を翻ひるがえして駆かけ去ってしまった。

（悪くない……私の案が？）

　あれほど頭ごなしに否定していたはずだが──と考えたが、気づいた。

　ホプキンスは「アリシアが出した案」だから否定していたのであり、案の内容自体をこき下ろすことはなかったではないか。

「……この前の出来事で、あいつ自身も変わるきっかけができたのかもしれないな」

　レイバンは薄うす目めでホプキンスの背中を見やり、しみじみと言った。

「……まあ、あいつがあんたにとって面めん倒どうくさい相手であることには変わりはないだろう。気だけは抜ぬかないこったな」

「どうしよう、レイバン」

「何？」

「私……今、ものすごく、ホプキンス様と仲良くなれそうな気がしてきたわ」

「やっぱりあいつ、妖精に降格」

　レイバンは真顔で言い放った。




　約五日ぶりに、国王の執務室への出勤。

「業務内容はこちらで調節しているから、休んでいたからって飛ばしたりしないようにね」

　書類を渡わたしてきたジュリアンは、アリシアが何か言う前に笑顔で釘くぎを刺さしてきた。

「君がいない間は他ほかの者たちで業務を分担したんだけど、やはり本人でないとどうにもならない案件もある。……そうそう、国民学校の図書選定、選定員候補一覧に僕の方で印を入れておいたから、早めに確かく認にんするように」

「は、はい。かしこまりました」

　書類を受け取ったアリシアは、すぐさまそのページをめくった。国民学校の図書館に学術書以外も積極的に取り入れてみては、というアリシアの案は今、実現に向けて前向きに検討を進められていたのだ。

　それを聞き、ふわっとアリシアの胸が温かくなる。

（私の持てる知識や発想で、これからも国を支えていきたいわ）

　もちろん、女官として一生を尽つくすのが最高の人生計画図である。

（でも、どんな立場であろうと私の役目は変わらない）

　王妃になるかもしれない、ということは二月ほど前はおとぎ話のように現実味を帯びないことだったが、今は過去の自分が驚おどろくほどすとんと胸の中に収まっていた。

　ちらと正面を見ると、大臣たちの資料への朱しゆ入れ作業をしていたジュリアンと視線がぶつかった。

　彼は瞬まばたきした後、ふっと目を細めて挑ちよう戦せん的な笑みを浮うかべた。

「……何？　僕の顔に見とれていた？」

「はい、とても頼たよりになる素す敵てきな方だな、と思って見つめておりました」

　アリシアは正直に答えた。

　とたん、それまで余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮かべていたジュリアンは紫むらさき色いろの目を見開き、気管に何かが紛まぎれ込んだかのようにけほっと小さくむせた。

「あっ、陛下!?」

「っ……君はどうして、そんな天使の笑顔で僕を翻ほん弄ろうするんだっ」

　天使と見せかけて悪あく魔まなのか、と呟つぶやいた後、ジュリアンは手のひらで口元を覆おおい、視線を書しよ架かの方に向けてしまった。

「……アリシア、できたら今日の仕事の後で時間を取らせてくれ」

「はい、わたくしもそれをお願いしたいと思っておりましたの」

「……あー、もう。何その余裕の笑顔。すっごく好きなんだけど」

「はいはい陛下、仕事中はきりっとしていてくださいねー」

　つややかな髪かみを搔かきむしって沈ちん没ぼつしたジュリアンを、窓まど際ぎわで手紙の選別作業をしていたレイバンが振ふり返ってやんわりと注意する。

「あんまりデレデレした顔をされても俺が困るんですー。自重してくださーい」

「……分かってる」

　レイバンに指し摘てきされ、ほんのり赤くなった頰ほおをぐいっと拳こぶしで拭ぬぐうと、ジュリアンは赤インクにペン先を浸ひたす。そんな主君を、アリシアは目を細めて見つめていた。




　夕方には予定されていた業務は全すべて終わり、官かん僚りようが告げた終業の合図でアリシアはうーん、と大きく伸のびをした。

　アリシアが休んでいる間に、季節は本格的な夏に近づいていた。日が沈しずむのが少し遅おそくなり、以前は夕暮れ時だったこの時刻もまだ、太陽が元気に活動しているようだ。

「あ、時間ですね。じゃあ、護衛はいったん退室しまーす」

　ささっとテーブルの上を片づけたレイバンが間延びした声で言ったため、アリシアもジュリアンも意外な思いで彼を見やった。

「……なんだ、てっきりにやにやしながら壁かべ際ぎわで見ていると思ったのだが」

「にやにやはしますが、今日は壁際には立ちません」

「……盗ぬすみ聞きでもするつもり？」

「言い方が悪いぜ、アリシア。たまにはこの真ま面じ目めな護衛も一ひと肌はだ脱ぬぎますって」

　それはつまり、聞き耳を立てることなくアリシアとジュリアンを二人きりにするということなのか。

　アリシアたちが互たがいの顔を見合わせたのをおもしろがるように見つめた後、レイバンはひらひらと手を振って戸口に向かった。

「それじゃ、俺はしばらく席を外すので、ごゆっくり」

「……すまないな、感謝する、レイバン」

「あ、でもいい雰囲気になったからってこんな場所でお味見はだめですからね、陛下！」

「分かっているから、さっさと行ってくれ」

　ジュリアンにじろりと睨にらまれながらもレイバンは表情を引き締しめることなく、軽かろやかな足取りで執しつ務む室を出て行った。まもなく隣となりの部屋で、「ちょっと人ひと払ばらいだ」と彼が他の官僚たちも遠ざけているのが聞こえてきた。

「……いつも一言多い男だ」

「ですね。でも、そんなレイバンだから陛下もお側そばに置いているのでは？」

「……そうだな。それもあるかもしれないな」

　ジュリアンは緩ゆるく微笑み、仕事用のデスクからソファ席へ移動した。彼に手招きされ、アリシアもしずしずと向かいの席に腰こしを下ろす。

「まずは……先日は、申し訳なかった」

　開口一番謝罪の言葉と共に、ジュリアンは頭を下げた。

　反射的に彼の行動を止めようとしたアリシアだが、以前レイバンに言われたことを思い出し、動きを止める。

「それは、わたくしと兄の件ですね」

「そうだ。手紙でもあらましは伝えたし、レイバンからも聞いているだろうが、僕はかなり前からダミアン・スチュワートの存在に気づいていた。もちろん、汚お名めい返上のために君を利用するだろうとも踏ふんでいたんだ」

　アリシアを守る機会はいくらでもあった。

　そしていざバルコニーで接せつ触しよくしてからも、押し入る隙すきはあったはずだ。

「だがレイバンや大臣たちと事前に相談した結果、君の反応を窺うかがうということに決まった。ダミアンが手て荒あらなことをしないように見張るが、言葉の応おう酬しゆうである限りは横やりを入れず、君の対応に一任するということになったんだ」

「それは……階下にいるホプキンス様や大臣たちに、ダミアンに対するわたくしの反応を見せるためですね。そして、伯はく爵しやくとダミアン・スチュワートを確実に捕とらえるため」

「ああ。伯爵とダミアン・スチュワートが未来の王おう妃ひを使って自らがのし上がろうと企たくらんでいるという決定的瞬しゆん間かんを、皆みなが目と耳で確認できるようにするためでもあった。だから、ダミアンを泳がせ、君と接触するようにした。……君が異母兄のことを快く思っていないことを知った上で」

「陛下、どうか陛下がお気に病まないでください」

　なおも視線を床ゆかに落としたままのジュリアンに、アリシアは落ち着いた声で呼びかけた。

「その計画を立てたのはレイバンですし、今ではこれが一番の策だとわたくしも思いますもの。それに、陛下は最後までわたくしの身を案じて反対してくださったのでしょう？　わたくしは、その思いだけで十分です」

　ホプキンスもレイバンも言っていた。ジュリアンは、アリシアに甘い。どれほど非情な選せん択たくを迫せまられても、彼はアリシアを見捨てることはできないのだろう。

（でも、ジュリアン様が暗君に堕おちそうになったときはレイバンが正してくれる）

　それこそが、多少失礼な発言をされつつもジュリアンがレイバンを側に置き続ける一番の理由なのだろう。

「わたくしが自宅療りよう養ようしている間に、事件の調査も進めてくださりありがとうございます。伯爵の件は──まだ警けい戒かいを解くことはできないでしょうね」

「そうだな。マクレガー伯爵は襲しゆう爵しやくした三年前から謎なぞに包まれていたが──今回のように騒さわぎを起こすために息を潜ひそめていたのだろう、と考えている。捕ほ縛ばくし次し第だい、ダミアン・スチュワート同様裁判に掛かける。君もそれは知っておいてくれ」

「かしこまりました」

　伯爵が逃とう亡ぼうしたというのはアリシアにとっても不安が大きいが、捕り物をするのはアリシアの専門外だ。自衛に努めながら、レイバンたちの活動の経過報告を待つしかないだろう。

　そこでアリシアは一息つき、思い切って自ら切り出した。

「陛下。わたくし、王妃になる、ということについて改めて考えてみました」

　ただ逃にげ回り時間を浪ろう費ひするのは、ジュリアンが寄せてくれた誠意を踏みにじる行こう為いだ。

　そう思って自分を見つめ直し、書庫で王妃に関する記述を調べ、カレンにも相談に乗ってもらった。

「わたくしは、美しく、若く、後ろ盾だてのある令れい嬢じようこそが王妃にふさわしいと思っておりました。そして、王妃のつとめは国王を支え、世よ継つぎを生むことであると」

　ジュリアンは目を細め、穏おだやかな表情でゆっくり頷うなずいた。

「前半はともかく、後半はまあ、模も範はん的な回答かもしれないね」

「はい。しかしわたくしは『何が』王妃の条件で、『陛下の王妃には』どのような女性がふさわしいのか、ということを考えていなかったのです」

　こういう女性なら、国王の妃きさきにふさわしいはず。

　その枠わくばかりを考えていたので、「自分では該がい当とうしない」と端はなから決めつけていた。

（でも、歴代のエンブレン国王は個性的な王妃を迎むかえていたわ）

　なぜ、個性豊かな歴代の王妃が皆、賢けん妃ひとして後世まで讃たたえられているのか。

　ジュリアンの微笑ほほえみが深くなり、その唇くちびるが開く。

「……僕たちエンブレン王族の男子には、三つの役目があるんだ。国民のことを想おもい公務を行うこと、世継ぎを残すこと、そして──『自分が妃に求める条件を見つける』ことだ」

　こくっとアリシアの喉のどが上下する。

　ジュリアンはひとつ頷き、なめらかな口調で続けた。

「ある種の、自己の振り返りだね。自分は何が得意で、何が不得意なのか。自分の長所と短所は何か。──こう言えばたやすいことに思われるけれど、王族の男子は結けつ婚こん可能な年ねん齢れいに近づくと必ず、家族や臣下と共にこの課題に取り組むんだ。全ては、最良の妃を迎えるために、ね」

　そしてジュリアンもまた、十代前半に差し掛かった頃ころからこの「課題」に取り組んできた。

「僕は自分でも、知識の量と公務の能力には自信があった。兄上や大臣たちも、それに異論はないようだったね。それじゃあ、僕に足りないのは何なのか。──僕に足りない箇か所しよを妃に埋うめてもらうとしたら、何を条件にすればいいのか」

　そうして彼らの出した結論は──

「『優やさしさと厳しさ』。これが僕たちの出した『妃の条件』だった。僕は我ながら優ゆう秀しゆうだ。でも、そんな僕が自分の力を過信し、失策することも十分考えられる。それに僕はあまり素す直なおな性格じゃない。自分の行いの欠点を指し摘てきされると──頭では分かっていても、すぐに納なつ得とくして受け入れるのが難しい」

　打ち明けられたのは、ジュリアンの人間らしい「欠点」だった。

　慢まん心しんと、自尊心の高さ。

　自分が優秀であることを自覚しているからこそ、いざ道を誤りそうになったときに、正してくれる人の声に耳を傾かたむけるのが難しくなる。

「アリシアは、第十四代国王エドワードの王妃ブリジットのことを知っているかな？　ブリジット王妃は、病の後に暴君に成り下がってしまった夫を自ら処しよ刑けいした。彼女の場合はかなり特とく殊しゆではあるけれど、僕もある意味ブリジット王妃のような素質を持った女性を求めている。剣けんを嗜たしなめとまでは言わないけれど、僕を叱しかり、正すことのできる人。僕に臆おくせず意見を述べることができる人がほしかったんだ」

　そして彼は──一年前の即そく位いの日、アリシアの言動に胸を打たれた。

「前にも言っていたね？　君は自ら、茨いばらの道を歩むことを選んでくれた。僕を支えてくれると力強く宣言してくれた。──そのとき、僕は『アリシアがほしい』と思ったんだ」

　突とつ然ぜんの「アリシアがほしい」発言に思わずきゅんっと胸がときめいたが、今はそれどころではないと己おのれを戒いましめ、努めて冷静に問うた。

「それは……恋れん愛あい感情を抜ぬきにした、効率重視の事務的な思いでしょうか」

「うん、当時はそうだった。一年間共に過ごすことで僕は、君のたくさんの面に気づけた。だから君に求きゆう婚こんしたんだ」

　書類仕事はもちろん、ジュリアンに代わって貴族や官かん僚りようたちとも積極的に連れん絡らくを取り合う。

　持っている知識を腐くさらせることなく、議会でも物もの怖おじすることなく意見を述べる。

　自分の存在を疎うとましく思う者がいても、背筋を伸のばして対応している。

「……でも、君に求婚してからのこの二ヶ月間、気が付けば君のことを目で追っていた。おかしいよね。王妃にふさわしいと気づいたのはもっと前なのに、君が側そばにいる時間が長くなればなるほど、君のことを知るほど、君の笑え顔がおを見て、支えてもらうほど──好きになってしまったんだ。打算や王族としてのつとめを抜きにしても、君がほしい、君を笑顔にしたいと思って──僕は、君に恋こいをした。生まれて初めて、誰だれかを愛いとしいと思った」

　その一言で。

　ふわっ──とアリシアの胸に、柔やわらかな光が灯ともった。

（ジュリアン様は最初、恋愛感情がないまま私に求婚した）

　まさにレイバンの言っていた、「貴族の結婚に、夢も希望もありゃしない」状態だ。

　だがこの二ヶ月間でジュリアンの胸には、義務感以外の想いが芽生えた。

　それは、アリシアへ寄せる恋心。

　いろいろな理由や建前を差し置いても、アリシアを妃にしたいと願う心。

　打算だけでない、確かな想い。

（恋知らずなのは私だけじゃなくて、ジュリアン様もだったのね）

　だがそんな若き国王に寄り添そい、その心を解きほぐし、「愛しい」という感情を芽め吹ぶかせたのは他ほかでもないアリシアなのだ。

　それは──ジュリアンにとって頼たよれる臣下でありたいと願っていたアリシアにとって、これ以上ない幸福だ。

「……嬉うれしいです、陛下」

「アリシア──」

　アリシアはすうっと息を吸い、主君の美しいかんばせを正面から見つめた。

「わたくし……先日、ノースブルック伯爵夫人と話をしていて気づかされたことがあります」

「カレン・ノースブルックだね。気づかされたこととは、何？」

「ノースブルック伯爵夫人は、結婚する際のきっかけになるのは愛情の量よりも、その人の側にいたいと思えるかではないか、と申しておりました」

　結婚してから始まる関係もある。

　結婚してから愛情を抱いだくこともある。

　──そして、アリシアは気づいた。

「わたくしは、あなたのお側にいたい」

　アリシアを認め、必要としてくれるジュリアンに仕えたい。

　女によ官かんとして、王おう妃ひとして、というくくりを抜きにして、彼の側にいることがアリシアの願い、そして幸せなのだ。

（そうすればきっと、アレクシス様の遺ゆい言ごんを叶かなえることにもなるわ）

「どうか、末永くわたくしをお側に置いてください。いつまでも陛下がわたくしを必要としてくださるよう、研けん鑽さんに努めます」

　ジュリアンの瞳ひとみが揺ゆれる。

　最初は戸と惑まどうようだった眼まな差ざしは、すぐに瞳の奥に柔らかな炎ほのおを灯した。

　音もなく彼は立ち上がり、テーブルを回ってアリシアの正面にやってきた。

「アリシア」

　名を呼ぶその声は自信家な彼らしくもなく、微かすかに震ふるえている。

　ジュリアンはその場に跪ひざまずき、膝ひざの上に重ねていたアリシアの手を取って口づけた。

「……改めて言う。僕と結婚してくれ、アリシア」

「陛下──」

「僕は君に苦労ばかり押しつけるだろう。一生君の力を頼りにするだろう。……だが、君が差し出してくれたものに報むくいられるくらい──いや、あふれかえるほどの想いを君に捧ささげよう。我が愛は、君のもの。生しよう涯がい君一人だけを妃として、妻として愛することを誓ちかう」

　口づけた手を恭うやうやしく捧げ持ったまま、ジュリアンはアリシアを見上げてきた。

　まだ少しだけ少年らしさの面おも影かげを残す彼は今、恋する女性に愛を告げ、口説き落とさんとばかりにアリシアを見つめてきている。

　──とくん、とアリシアの胸が鳴った。

　それはきっと、十九年生きてきて初めて抱いた感情。

「陛下」

　アリシアは身を屈かがめ、空いている方の手を伸ばした。ジュリアンの右耳に掛かかる黒くろ髪かみを優しく搔かき上げ、緊きん張ちようのためかほんのり赤く色づいた耳みみ朶たぶに唇を寄せる。

　はっ、とジュリアンが小さく息を吞のんだ。身を屈めているアリシアは気づかないが、その紫むらさきの目は微かに潤うるみ、緊張で震える熱い吐と息いきが零こぼれている。

　そして、アリシアの唇が開き──




「──約束、覚えていらっしゃいますか？」




　湿しめっぽい吐息と共に囁ささやかれた言葉に、ジュリアンの肩かたがびくっと震えた。

「……約、束？」

「はい。わたくしたちは、一年以内に陛下がわたくしを口説き落としたら王妃になる。口説き落とせなかったら他の女性を妃きさきにするという約束をいたしましたよね」

　だからこそアリシアは、「それよりも先に陛下が他の令れい嬢じようと恋に落ちるようにすればいい」という結論に至ったのである。

　アリシアは身を起こし、真っ赤な顔のままぽかんとしているジュリアンを見つめてくすくす笑った。

「陛下がわたくしを王妃に求める理由は理解いたしました。しかし……口説き落とされた覚えはございません」

「……それは」

「いえ、もちろん陛下がお望みでしたら、すぐさま求婚をお受けしますが……」

「……なるほど、君もだいぶたくましくなったようだね」

　しれっとしてアリシアがうそぶくと、すぐにジュリアンは調子を取り戻もどし、ちょっと邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。

「約束を反ほ故ごにするつもりはない。もう君にはバレているだろうけど、僕は好きな子はとことんかわいがりたいし、ちょっとはいじめたいし、完全に追い込んで溺おぼれさせてやりたい質たちなんだ。職権濫らん用ようして約束を反故にした上で君を手に入れたって、嬉しくないからね」

「では、一年間の約束は続行ということで？」

「もちろん。むしろ自信を持って堂々と口説ける時間が長くなったのだから、僕としてはありがたいばかりだ。僕が今すぐ結けつ婚こんしなければならないことはないから、王が未来の王妃とゆっくり愛を育はぐくんでいると国民に知らせれば、彼らの助力も得られる。外そと堀ぼりは、深ければ深いほどいいと思わないかい？」

「まあ……なんて計算高いこと。恐おそろしいお方ですわ」

「ほう？　でもそんなことを言いつつ、もう結構僕に惚ほれているんじゃないかな？」

「嫌いやですわ。年上をからかわないでくださいませ」

　目を細め、アリシアは人差し指の先でつんっとジュリアンの胸を軽く突つついた。とたん、ジュリアンのそれまでの余よ裕ゆうの態度がほんの少し崩くずれて瞳に動どう揺ようの色が走ったのを確かく認にんし、アリシアは内心ほくそ笑む。

（なるほど。ジュリアン様は結構押してくるけれど、逆に押し返されたり年下扱あつかいされたりすると、動揺するのね）

　これはいいことに気づいた、と優ゆう越えつ感に浸ひたるアリシアは小首を傾かしげ、驚おどろいたように身を引くジュリアンの顔を覗のぞき込んだ。

「わたくしとて、意地はございますからね。頑がん張ばっておねーさんを口説きなさいませ、陛下？」
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「っ……。……本当に、君って人は──！」

　瞬しゆん時じにジュリアンの頰ほおが赤く染まり、彼は苦く悶もんの表情で視線を逸そらすと自分の前髪をぐしゃぐしゃと搔きむしった。彼らしくもない狼狽うろたえっぷりである。

「……あーもう、どうしよう。すっごくかわいい。これ以上僕を翻ほん弄ろうしてどうするつもり？」

「あら嫌だ、陛下はわたくしを落とすつもりだったのに、これではどちらが落ちたのか分かりませんよ？」

　アリシアの言葉に、ジュリアンは愕がく然ぜんとした表情になる。

　絶対落とす、と誓ったのに、いざ始めると先に落とされたのはジュリアンの方だった。

　策略家で、他人を手のひらで転がすことが得意な彼からすると、とんでもない失態だろう。

　やがてジュリアンは目を細め、胸の前で腕うでを組んでアリシアを見つめてきた。

「……よし分かった。約束の日までの十ヶ月、どろどろに甘やかして、たくさんかわいい顔をさせて、君の口から『結婚して』って言わせてみせるよ」

「うふふ……かしこまりました。受けて立ちます。おねーさんは、心して待っていますからね」

「…………ちょっとくらい触ふれてもいいかな？　いいよな？」

「何言ってるんですか、だめに決まってるでしょ」

　危ないことをぼそっと呟つぶやいたジュリアンだが、すかさずどこからともなく突っ込みが飛んできた。

　アリシアが弾はじかれたように、ジュリアンがあきれたように振ふり返った先──執しつ務む室のドアの前にはいつの間にか、赤あか髪がみの騎き士しの姿があった。

　ドアの枠わくにもたれかかるようにして立っていた彼はアリシアを見、にやりと笑うと自分の胸をどんと叩たたいた。

「なんか陛下にでろでろに口説かれてるみたいだけど、あんまりにもしつこいなーとか愛が重いなーとか思ったら、俺のところに来な。フルフォード侯こう爵しやく夫人の椅い子すはいつだって、あんたのために空けておいてやるよ」

「……よくもいいところで邪じや魔まを」

　アリシアと違ちがい、ジュリアンはレイバンの存在に気づいていたようだ。うろんな眼差しで護衛騎士を睨にらむジュリアンは、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしていない。

「よく回る舌をお持ちのようだが、せいぜい一生空席にならないよう努力するんだな、レイバン」

「おお、今の陛下、怖こわい顔してますよ。アリシアに見せないようにしてるんでしょうが、百年の恋こいも冷める形相ですねぇ」

「どんな僕でも愛してくれるようこれからアリシアを口説くんだから、全く問題ない」

　これまではジュリアンとアリシアの攻こう防ぼうだったのに、レイバンの乱入によって台無しである。

　自信満々なジュリアンと、主君をからかうレイバン。彼の背後には、廊ろう下かからこちらの様子を窺うかがう大臣たちや神速でメモを取るカレンの姿もあった。

（……まあ、何にしてもこれからよね）

　ジュリアンの本気は分かった。だがアリシアにもプライドがある。

　もしアリシアがジュリアンのもとに嫁とつぐ日が来るのならば──アリシアが心から彼のことを愛せるようになってからの方がいい。

　王おう妃ひになれない、なりたくない、と逃にげ回る日々は終わった。

　アリシアはジュリアンの袖そでをくいっと引いて自分の方に注意を促うながした。そして、敬愛してやまない年下の王様に微笑ほほえみ、囁く。




　拝はい啓けい陛下。

　私があなたに溺れるまでは。

　２度目の王妃はお断り！
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　皆様こんにちは、藤ふじ咲さき実み佳かです。本作を手にとってくださり、ありがとうございます。

　デビュー作である「レリン」シリーズの次に、どんな物語を書こうか……といくつか案を挙げました。その中で担当様が目を付けてくださったものを、こうして皆様のもとに送り出すことができました。

　とはいえ、最初期の設定は今とかなり違いました。若い王様と、未亡人のヒロインと、護衛騎士。この三人はもとから存在しましたが、それぞれの性格や背景はがらっと変わっています。ついでに言うとヒーローも違いました。




　考案時はほんのりと悲壮感の漂う話だったのが改稿相談を経て、わちゃわちゃしたラブコメもどきへと進化を遂げました。私個人のテーマは、「追いかける年下と、かわす年上」です。それぞれのキャラクターの魅力を活かせるよう頑張りました。おかげさまで、濃い人たちで溢れかえっています。

　今作のヒーローであるジュリアン。見た目は繊細でかわいらしい感じだけれど、言動はなかなか容赦ない上に計算高い。そんな彼に振り回されたりたまに仕返しをしたりするヒロイン・アリシアは、しっかり者だし力もあるけれどいろいろと詰めの甘いお嬢さんです。そのほかにも「超個性的な兄妹」や「枯れ草の妖精」など、ひと癖もふた癖もあるキャラクターたちの物語を楽しんでいただけたらと思います。




　笹ささ原はら亜あ美み様。ジュリアンとアリシアのラフを見たときから、「か、かわいい！」とテンションが上がりまくりでした。小生意気そうなジュリアン（精一杯の褒め言葉）や凜々しくもかわいらしいアリシアの美麗なイラストを描いてくださり、ありがとうございました。

　担当様。「レリン」に引き続き、たいへんお世話になりました。改稿相談などはもちろん、電話で「萌え」の話をすることで話の構想が浮かび上がったりして、いつも助かっています。

　そして、本作を手にとってくださった全ての方にお礼申し上げます。本作が皆様の生活に、ほんの少しでも彩りを加えられたら嬉しいです。




　それでは、また皆様にお会いできることを願って。
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電子書籍特典

書き下ろし短編「四年越しのお誘い」＆特別掲載　描き下ろしカバーイラスト







　きらびやかなダンスホール。

　シャンデリアの灯りがきらめく中、次々にダンスフロアに降りる貴人たち。くるりくるりと優雅にステップを踏む貴婦人のドレスがひらめく様は、まるで花の舞踏会だ。

「浮かない顔をしているわね」

　ダンスホール二階、吹き抜けの手すりに寄り掛かって階下を眺めていたアリシアは、愛らしい声を耳にして振り返った。

　手を振りながらやってきているのは、フルフォード侯爵令嬢のカレン。少女らしい愛嬌のある顔立ちに、守ってあげたくなるような華奢な体。ペールピンクのふんわりとしたドレスを纏う彼女は、地上に降りた妖精のようだ。

　そんな親友に対してアリシアは、スパンコールの飾りがきらめくコバルトブルーのドレスを着ていた。胸元や腕の素肌を見せるデザインであるカレンのドレスと違い、肌の露出は最小限に控えており装飾も落ち着いたものばかり。それは彼女が十五歳という若さでありながら、既婚者──それも当代国王の妃──であるからだった。

「そう？　ちょっとホールの熱気に当てられていただけよ」

「それならいいのだけど……」

「カレンは？　いい筋肉の人が見つかったって、喜んでいたじゃない？」

　隣に並んだカレンに尋ねる。見た目は愛らしいカレンだが、なかなかのくせ者だ。おてんばで好奇心旺盛、男の大胸筋に興奮するというカレンの本性を知っているのは、彼女の家族以外だとアリシアくらいではないだろうか。

　カレンはふふっと笑い、ほんの少し声を潜める。

「まあね。とても素敵な筋肉をお持ちの伯爵を見かけたから、ちょっと調べておくつもり。……あら、陛下だわ。ラーラ様とご一緒ね」

「ええ。とても素敵よね」

　カレンが扇の先で控えめに示した先──一階ダンスフロアの中央には、優雅に踊る一組の夫婦の姿があった。

　彼らこそ、エンブレン王国の国王夫妻。国王アレクシスと、王妃ラーラだ。

　アリシアもアレクシスの妻ではあるが、正妻ではなくあくまでも寵妃。パーティーが始まった直後は彼らと一緒に挨拶回りをしたが、早々に二階に引っ込んだ。アレクシスもラーラも引き留めてくれたが、彼らだって二人きりで踊りたいに決まっている。アレクシスの「押しつけ花嫁」であるアリシアにできる、精一杯の気遣いだ。

　アレクシスの一番になれないのが、辛いわけではない。アレクシスもラーラも、アリシアを家族として慈しみ守ってくれる。ただでさえ彼らには多大な恩があるのだから、これ以上の我が儘を言うことなんてできなかった。

　楽しそうに踊るアレクシスとラーラ。

　二人の姿を離れたところから見守れるだけで、アリシアは十分だ。

「あらま……アリシア、珍しい方がいらっしゃったわ」

　カレンの声に振り返る。それまで貴人たちが和やかに歓談していた二階席はざわついており、皆の間を縫って、漆黒の髪に紫の目を持つ少年が闊歩していた。

　王侯貴族が式典の際に纏うことになっている深紅の礼服姿の彼は、すれ違う人たちと軽く挨拶をしながら真っすぐ、アリシアのもとまでやってくる。

「お久しぶりでございます、アリシア義姉上」

　声変わりの途中なのだろう、少しかすれた声で挨拶されたアリシアはお辞儀で応じる。

「お久しぶりでございます、ジュリアン殿下。……殿下もこちらでご休憩なさるのですか？」

　アレクシスの実弟である十三歳の王弟ジュリアンは二階席を見回し、頷いた。

「少し、冷たいものでも飲みたくて。……隣に行ってもよろしいですか？」

「え、ええ。もちろんです」

　ジュリアンの申し出を断る理由はない。だが、てっきりカレンも一緒だと思っていたのに、彼女は「じゃ、また後で！」と満面の笑みを浮かべて素早く去っていった。

　……カレンもいてくれたら安心できたのに、ジュリアンと二人きりは少し緊張する。

　とてもよい笑みを浮かべて去っていった親友を恨めしく思っている間に、ジュリアンは給仕を呼び止めて二人分のジュースを受け取り、片方をアリシアに差し出してきた。

「どうぞ。……今日の義姉上は、とても可憐でお美しいですね」

「ありがとうございます、殿下。このドレスは、ラーラ様とおそろいで仕立てたのですよ」

「なるほど。お二人ともよく似合っています」

　ラーラは夕焼け色、アリシアは宵闇色の、同じデザインの色違いドレス。「まるで姉妹のようですね」と仕立屋に言われて有頂天になったのを、今でもはっきり思い出せる。

　ドレスと同時におそろいで作ってもらった扇子を広げ、アリシアは小さく笑った。

「ラーラ様に少しでも近づける気がするので、わたくしもこのドレスが気に入っております」

「……辛くは、ないのか」

　ぽつっと、呟くように尋ねられた。

　それまでの敬語を取り払い、真面目な顔で聞いてくるジュリアン。

　囁かれた言葉に一瞬だけアリシアの胸が冷えたが、すぐに笑みを浮かべて軽く手を振った。

「そうですね……ラーラ様はわたくしの永遠の目標。一生をかけても追いつくことができないという面では、辛いと言えるかもしれませんね」

「僕が言いたいのはそういうことではないのだが……まあ、いいか」

　聡い彼は、はぐらかされたとすぐに気づいたようだ。彼はジュースをくいっと呷あおり、楽団が奏でる次の曲に合わせてステップを踏む紳士淑女たちを細目で見下ろした。

「……あなたとこうして話をするのも、一年ぶりくらいになるか」

「そうですね。殿下は普段離宮で過ごされていますし、普段なかなか会えませんからね」

　寵妃であるアリシアは、アレクシスやラーラと一緒に王城で暮らしている。対するジュリアンは王太子であるもののまだ年若いので、少なくとも成人するまでは離宮で勉学と鍛錬に努め、その後王城に移ってアレクシスの執務を手伝う予定だった。そのため、アリシアがアレクシスと結婚して五年経つが、ジュリアンとゆっくり話をするのは年に一度あるかないかという程度だった。

　アリシアはグラスに口を付け、そっと横目で義弟を窺う。

　一年前よりも、少し背が伸びている。彼は成長が遅いようでまだまだアリシアの背にも届きそうにないが、顔つきはだいぶきりりとしてきていた。同じ両親から生まれたアレクシスが柔和な顔立ちであるのに対し、ジュリアンは利発で鋭い目つきをしている。

　そのまま二人は、たわいもない話をして過ごした。周りの貴族たちが、自分たちの会話に聞き耳を立てているのには最初から気づいている。

　周りに騒ぎ立てられぬよう、妙な噂を立てられぬよう、義弟と兄嫁として当たり障りのない話だけした後、ジュリアンは去っていった。喉が渇いたので休憩しに来た、というのは本当だったようで、ダンスフロアに降りた彼は同じ年頃の令嬢をダンスに誘い、くるりくるりと優雅に舞い始めた。

　独身のジュリアンと違い、既婚者であるアリシアは夫の許可なしに他の男性と踊ることはできない。壁の花ならぬ手すりの花となるのも致し方ないだろう。

　アリシアはふーっと息をつき、ジュリアンからアレクシスへと視線を移した。

　カレンに「浮かない顔をしている」と言われたときは、誤魔化した。

　ジュリアンに「辛くないのか」と聞かれたときも、優等生的な回答をした。

　でも本当は……少しだけ、辛かった。

　アレクシスとずっと踊っていられるラーラが、羨ましかったのだ。










　──あの夜会の日から、四年。

「浮かない顔をしているな」

　夫アレクシスを喪い寵妃から国王専属女官になったアリシアは、四年前と同じようにダンスホール二階、吹き抜けの手すりに寄り掛かって階下を眺めていたが、飄々とした男の声を耳にして振り返った。

　手を振りながらやってきているのは、護衛騎士のレイバン。着崩した礼服に、しまりのない表情。片手をポケットに突っ込むという不良じみた姿勢の彼は、断りもなしにアリシアの隣に並んだ。

「そんなに退屈なら、このレイバン君が一緒に踊ってやるぞ。ほい、お手」

「ありがとう。足を踏む回数は十回くらいでいい？」

「あんたの踵に踏まれるなら十回でも百回でも大歓迎……と言いたいところだが、本気で足の指を潰されそうなんで遠慮しておく」

「それが賢明ね」

　アリシアはくすっと笑い──そして、だんだんとこちらに近づいてくる青年の姿を目にして、あら、と声を上げた。

「陛下のお越しね」

「……あーあ、せっかく陛下より先にあんたと踊りたかったのに。かわいそうなレイバン君」

「……分かっているなら、そこをどいてくれるかな」

　わざとらしく泣き真似をするレイバンを肘で押しのけてきたのは、深紅の礼服姿の青年。艶のある漆黒の髪はシャンデリアの明かりを受けて柔らかな色に映えており、紫色の目を細めるその眼差しには、隠しようのない色気がにじんでいる。ここ数年でぐっと体が成長した彼は、既にアリシアより身長が高かった。

　若き国王ジュリアンはアリシアの前まで来ると、優雅にお辞儀をした。

「こんばんは、アリシア。君があまりにも美しすぎて、夜会に女神が迷い込んでしまったのかと思ったよ」

「こんばんは、陛下。もったいないお言葉、ありがとうございます」

　アリシアが扇の影で微笑むとジュリアンはそれまでのすました顔をほんの少し緩め、アリシアの空いている手の甲に唇を落とした。

「……よかったら、僕と踊っていただけませんか」

　その声は、自信家の彼らしくもなく少しだけ震えているように感じられた。

　思わずアリシアはくすっと笑ってしまう。

「もちろんです。……緊張されるなんて、陛下もおかわいらしいところがあるのですね」

「好きな女性を誘っているんだ。緊張しないはずがない」

　ジュリアンはむっと唇を尖らせるが、アリシアの腰を抱き寄せた腕は優しかった。

　そのまま二人はダンスフロアに降り、衆人が好奇心に満ちた眼差しで見守る中、曲に合わせて足を踏み出す。

「……四年前。あのときもこうして、君をダンスに誘いたかった」

　踊りながら囁かれた言葉にアリシアは一瞬首を傾げ──そして、微笑んだ。

「まあ……あのとき、そのように思われていたのですか？」

「確か、休憩しに来たとか言い訳して二階に上がった気がするのだが──本当は、君が寂しそうにしていたから。兄上の代わりにはなれなくてもせめて、僕と一緒に踊ることで寂しさを紛らわせてやりたいと思って君のところに向かったんだ」

　ジュリアンは、アリシアをくるりと回転させた。彼のリードは上手で、アリシアは体を柔らかくしならせてターンを決める。

「兄上にも許可をもらっていたんだ。でも……断られたら悲しいし、当時一年に一度会うか会わないかだった僕に誘われても逆に君を困らせるだけかもと思って、結局逃げて誤魔化すために他の令嬢と踊ってしまった」

「初耳ですわ」

「僕も、兄上以外に言ったのは初めてだ」

　弦楽器のピッチカートに合わせ、二人の足がリズムを刻んだ。話をしながらでも、ダンスに慣れた二人はお互いの足を踏んだり転んだりせず、優美な舞を披露する。

「でも、これからは堂々と君をダンスに誘える。……これから先、僕が誘うのは君だけだよ、アリシア」

「まあ……それでは、わたくしが別の男性に誘われてほいほいと付いていかないよう、しっかり目を光らせてくださいまし」

「ふっ……もちろんだ」

　年下の王様は、唇に自信満々な笑みを浮かべて言ったのだった。




　なにやら言葉を交わしながらダンスに興じる、国王とその想い人。

　二階から二人のつむじを見下ろしていたレイバンの背中が、ぱんっと軽く叩かれた。

「そんなにウジウジするくらいなら、もっと上手に誘えばよかったのですよ、お兄様」

「カレンは分かってないなぁ。優しい俺は、自信家のくせに好きなおねーさんのこととなると十歳児並みにあがってしまう陛下のために、一肌脱いだんだぜ？」

　振り返っておどけたように言ってやると、カレンは呆れたようにため息をつき、兄の背中を今度は勢いよく叩いた。

「悪役ぶるのは結構ですが、どうなっても知りませんよ」

「いーんだよ。自ら悪役になりきる、こんなお兄様も格好いいだろう？」

「ええ、黙ってらっしゃればね」




　華やかな夜会は、まだ終わりそうにない。




























拝はい啓けい陛へい下か、２度ど目めの王おう妃ひはお断ことわり！




【電でん子し特とく典てん付つき】
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